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はじめに 

我が国では，人口減少・少子高齢化を背景とした生産年齢

人口の減少の加速とともに，社会基盤（インフラ）の高齢化・

老朽化が急速に進展しています。全国には約 72万橋（国道3

割，市町村道7割）の橋梁ストックがあり，このうち架設後

50年以上経過する橋梁が 10年後には 5割を超える等，イン

フラの安全・機能確保対策の必要性は大きく，維持管理・修

繕等の需要は今後確実に増大します。一方，地方では，多く

の自治体（町の3割，村の6割）で橋梁保全業務に携わる土

木技術者が不在であると同時に，地元企業には高等教育を受

けた技術者が非常に少なく，実務者のインフラメンテナンス

分野での経験も乏しいのです。また，建設技術者の ICTスキ

ル不足から建設現場の生産性が低く，建設業界への入職者は

減少傾向が続いています。将来にわたって，インフラの機能

劣化により経済競争力の低下や安全・安心が脅かされる事態

が生じないよう適切に対策を実施していくには，インフラメ

ンテナンスの担い手の確保と技術力の維持・向上が必須です。

更に，大きな社会の変革として Society5.0が訪れようとして

おり，インフラメンテナンスにおいても人工知能（AI），ビッ

クデータ，IoT,ロボティクス等の先端技術の活用が本格化す

る中，ICT スキルの修得は不可欠です。建設技術者は，現場

でインフラの維持管理・修繕に携わりながら，技術力の維持・向上や新たなスキル修得のための学

びを続ける必要がありますが，時間や費用の制約，キャリアとの関係等が学びの障害となっていま

す。このため，働きながら学びを続けるための環境整備や，職業能力の向上とキャリア・アップに

繋がる教育プログラムの構築等，社会人のための学び（リカレント教育システム）を設計すること

は喫緊の課題です。 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）では，地域インフラを守

る建設技術者のためのメンテナンス技術力向上プログラムとして，働きながら学ぶことを前提に，

ｅラーニングと短期の講習会を組合せた“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”を実施しています。このうち，橋

梁点検技術者育成のための講習会は，令和3年3月末迄に延べ771名が受講し，橋梁点検に関する

技術資格認定登録者数は 425名に上ります。本事業では，ｉＭｅｃの教育コンテンツを充実，発展，

体系化することで，建設技術者のスキル・キャリア向上の道筋を示すリカレント教育プログラム“橋

梁メンテナンス技術者育成のステップアップ型教育プログラム”を開発するとともに，高専のスケ

ールメリットを活かしてリカレント教育プログラムを全国へと普及するために，ｉＭｅｃの仕組み

の全国展開として，各地域の高専にインフラメンテナンス技術者育成のためのリカレント教育拠点

を整備します。また，本事業で連携する産学共同により，リカレント教育プログラムの講師となる

実務家教員を育成する研修プログラムを開発・実施し，ｉＭｅｃ（リカレント教育中核拠点）から

各地域の連携高専（リカレント教育拠点）へ育成した実務家教員を派遣し，活用する仕組みを構築
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します。 

共同教育の場をベースとしたKOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムをバック 

アップする組織（公益法人等）の創設を視野に入れ，将来にわたり，各地域の高専が核となって安

全・安心な生活を支えるインフラメンテナンス人材育成や，建設技術者のスキル・キャリア向上支

援を推進する体制の実現を目指します。 

本事業を通じて，私たち高専は全国一丸となって，少子高齢化・人口減少時代における社会基盤

の高齢化・老朽化という国家的重要課題の解決の鍵となるインフラメンテナンス人材育成システム

を構築し，良質な社会資本としてのインフラを将来の世代に継承するための道筋を築きたいと考え

ます。そして，全国で約 5万人が在籍する高等専門学校の課程教育において，若き技術者たちに建

設業界の50年後100年後を目を輝かせて語り続けたいと思います。 

 

      令和３年３月吉日 

 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

玉田 和也 
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第１章 事業概要 

１．１ 取組の概要 

本事業では，産学と地域が連携し，インフラメンテナンスのリカレント教育推進のための産学連

携コンソーシアムを形成し，KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築を行

う。まず，建設技術者のスキル・キャリア向上のためのリカレント教育プログラム「橋梁メンテナ

ンス技術者育成のステップアップ型教育プログラム」を開発し，高専のスケールメリットを活かし

た全国展開のため，連携高専に教育拠点を整備する。また，リカレント教育プログラムの講師とな

る実務家教員を育成する研修プログラムを開発・実施し，舞鶴工業高等専門学校（舞鶴高専）社会

基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）から各地域の教育拠点へ実務家教員を派遣・活用する

仕組みを構築する。更に，本事業終了後のリカレント教育事業の継続性確保のため，構築した人材

育成システムをバックアップする組織（公益法人等）の創設を視野に，将来にわたり，各地域の高

専が核となってインフラメンテナンス人材育成を推進する体制の実現を目指す。 

 

１．２ 取組の内容 

１．２．１ 本事業の実施概要 

本事業は，各地域の高専（KOSEN）がリカレント教育の拠点となる KOSEN型産学共同インフラメン

テナンス人材育成システムの構築を行うものであり，舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター

を中核として産学共同でインフラメンテナンス人材育成を推進するコンソーシアムを形成し，次の

３つの取組を実施する。 

 

（取組みの３本柱） 

・実務家教員育成研修プログラムを開発し，産学連携でリカレント教育プログラムの講師を育成

する。 

・職務を離れることなく受講可能なリカレント教育プログラムを開発・実施する。 

・全国5カ所のリカレント教育拠点に育成した実務家教員を配置し，リカレント教育プログラム

を全国展開する。 

 

１．２．２ 本事業における連携体制 

本事業は，舞鶴高専が申請代表校となり，橋の老朽化対策研究会や高専研究ネットワーク等を通

じて既に連携している４つの高専（福島工業高等専門学校，長岡工業高等専門学校，福井工業高等

専門学校，香川高等専門学校）と今回新たに連携する放送大学学園を共同申請校（連携校）として

申請するものである。事業申請に当たり，（一社）近畿建設協会，西日本高速道路株式会社，及び，

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部を連携企業とする他，京都府北部社会基盤メンテナンス

推進協議会（会長：舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター長，構成員：京都府中丹広域振興

局，丹後広域振興局，京都府北部７市町，（一財）京都技術サポートセンター，京都府測量設計業協

会，宮津建設業協会）を通じて地域とも連携し，産学共同教育の場として，ＲＥＩＭ※推進産学連

携コンソーシアム（仮称）（以降，コンソーシアムという）を形成する。従前より高専と連携関係に
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ある長岡技術科学大学が，協力校としてこれに加わる。 

※ＲＥＩＭは，インフラメンテナンスのリカレント教育：Recurrent Education of 

Infrastructure Maintenanceの構成英単語の頭文字をとったもの。 

本事業の実施にあたり，コンソーシアムが効果的に機能するよう，コンソーシアム合同会議（議

長は舞鶴高専校長）設置し，連携校，企業，地域等との定期的な対話の場とする。また，コンソー

シアム合同会議に，実務家教員育成研修プログラム開発部会，リカレント教育プログラム開発部会，

及び，人材育成・活用システム設計部会を設置し，開発段階からの産学連携体制を構築する。 

本事業の運営体制としては，舞鶴高専ｉＭｅｃにリカレント教育推進委員会を設置し，事業全体

の進捗状況やスケジュール管理を行う他，コンソーシアムの事務局機能を担い，コンソーシアム合

同会議の連絡調整等を行う他，コンソーシアムに設置する各部会においても事務局となり，研修プ

ログラムや教育プログラムの開発及び人材育成システム設計を先導する。リカレント教育推進委員

会は，舞鶴高専，連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専），及び，（独）国立高等専

門学校機構（本部）のメンバーで構成する。 

図1.1は，本事業における連携体制図である。 

 

図1.1 本事業における連携体制図 
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（１）申請代表校と各連携校の間の連携と役割分担 

本事業では，舞鶴高専をリカレント教育中核拠点，連携高専をリカレント教育拠点として，KOSEN

型産学連携インフラメンテナンス人材育成システムを構築する。連携高専は，リカレント教育拠点

としての体制・学修環境の整備を行い，舞鶴高専ｉＭｅｃから連携高専に対してアクティブ・ラー

ニングの教材として実物劣化部材等を提供する。 

実務家教員育成研修プログラム（必要に応じ，研修プログラムと略す）の開発は，コンソーシア

ムの実務家教員育成研修プログラム開発部会において実施するが，舞鶴高専がこの部会の中心とな

り，連携高専と放送大学学園が共同開発として参画する。このうち，放送大学学園は，主に教育・

研究者としての教養の養成に係るオンライン講座を構築し，受講者に提供する。開発した研修プロ

グラムは，舞鶴高専において実施し，リカレント教育プログラムの講師となる実務家教員を育成す

る。 

リカレント教育プログラム（必要に応じ，教育プログラムと略す）の開発は，コンソーシアムの

リカレント教育プログラム開発部会において実施するが，舞鶴高専がこの部会の中心となり，連携

高専は共同開発として参画する。開発したリカレント教育プログラムは，まず，舞鶴高専で実証講

座として実施・検証した上で，連携高専に展開する。連携高専は，舞鶴高専での実証講座を支援す

るとともに，自校での実証講座実施に向けた準備を進め，次いで，連携高専がそれぞれ自校で実証

講座を実施する。舞鶴高専は，各校に講師となる実務家教員を派遣して実証講座を支援するととも

に，実務家教員の授業等を評価する。 

また，舞鶴高専は，リカレント教育中核拠点として，実務家教員育成研修プログラム及びリカレ

ント教育プログラムの受講者情報や学修履歴，実務家教員の指導実績等を集約的に記録・管理し，

学修履歴証明や指導実績証明を発行するためのシステムを構築する。 

上記も含め，申請代表校と連携校の具体的な役割分担は次のとおりである。 

① 申請代表校（舞鶴高専） 

・リカレント教育中核拠点としての体制・環境整備 

・リカレント教育プログラムの開発・実施 

・ｅラーニングシステムの開発・運用・管理 

・実務家教員育成研修プログラムの開発・実施 

・リカレント教育プログラム受講者の技術資格認定 

・新規技術資格創設と国土交通省登録資格への登録申請 

・学修履歴と指導実績の記録・管理・証明（システムの開発を含む） 

・職業実践力育成プログラム（ＢＰ）の認定申請 

・リカレント教育拠点への実務家教員の派遣 

・リカレント教育拠点への教育コンテンツの提供（ｅラーニングシステムを含む） 

②連携校（福島高専，福井高専，長岡高専，香川高専） 

・リカレント教育拠点としての体制・環境整備 

・実務家教員育成研修プログラムとリカレント教育プログラムの共同開発 

・実務家教員を講師として活用するリカレント教育プログラムの実施 

③連携校（放送大学学園） 

・研修プログラム構成講座「教育・研究者の教養講座」の作成・提供 

・AI,IoT,ICTの基礎的な知識を修得するｅラーニングコンテンツの作成・提供 
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なお，協力校として参画する長岡技術科学大学は，リカレント教育プログラムを修了した社会人

の修士課程受入れを推進し，特に，高専卒（准学士）の技術者については，修士課程への社会人入

学一般試験における出願資格審査を省略する等の積極的な支援を検討する。 

 

（２）企業等との連携 

本事業における連携構築に向けた企業等との対話を通じ，申請の背景にあるインフラメンテナン

スに関する現状や問題・課題認識の共有度は極めて高く，今後を担うインフラメンテナンス人材育

成のためのリカレント教育の重要性は，各連携企業の現場職員から経営層まで深く共感されている

ことが明らかとなった。各連携企業からは，本事業におけるコンソーシアムの形成，教育プログラ

ムや研修プログラムの開発・実施等について，業務多忙・人員不足の現状を押して，積極的に参画

する意向が示されている。 

連携企業は，コンソーシアム合同会議に委員として参加し，事業全体の推進に関わるとともに，

コンソーシアム合同会議の下に設置する各部会に所属し，リカレント教育プログラムの開発，実務

家教員育成研修プログラムの開発，及び，人材育成システム設計に参画する。実証講座等の実施に

おいては，実務家教員候補やリカレント教育プログラム受講者を派遣する他，会議室や現場実習場

所の提供等の協力を行う。 

また，連携企業において，本事業を担う舞鶴高専及び連携高専の特任教員等を社内研修や社会人

インターン等として一定期間受入れ，現場の技術力や実課題，実務内容に直に触れる機会を設ける

など，より実践的で魅力ある教育プログラムや研修プログラムの開発に繋げるための取組みを行う。 

更に，本事業では，リカレント教育の受講者や講師（実務家教員）について，学修履歴や指導実

績等をシステム上で記録・管理し，証明書を発行する仕組みを構築する。連携企業は，これを社内

技術開発目標のエビデンスの一つに設定したり，人事評価の一部に反映する等，リカレント教育活

動への参加を促す環境整備に取組む。 

連携企業の主な構成企業の具体的な協力内容を，表 1.1に示す。 
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表1.1 各連携企業の具体的な協力内容 

主な連携企業名 具体的な協力内容 

(一社)近畿建設協会 ・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・教育プログラム受講者（若手職員等）の派遣 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の紹介 

（シビル・ベテランズ＆ボランティアズ（CVV）等） 

・研修・会議等への開催場所（会議室）の提供 

・リカレント教育活動の学修履歴や指導実績等の活用 

西日本高速道路株式会社 ・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の派遣 

・特任教員等への研修実施（茨木技術研修センター） 

・リカレント教育活動の指導実績等の活用 

(一社)建設コンサルタンツ協会 

近畿支部 

   

 

・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・教育プログラム受講者（若手社員等）の派遣 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の派遣 

・特任教員等の社会人インターン等での受入れ検討 

・リカレント教育活動の学修履歴や指導実績等の活用 

 

（３）地域との連携 

インフラメンテンナンス人材育成において，地域のインフラの維持管理を担う地方自治体や建設

業界との連携は欠かせない。本事業では，京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（メンテ協

議会）と連携し，地域における課題やインフラ維持管理に関する工事・業務等の発注者サイドのニ

ーズを抽出し，コンソーシアム合同会議で共有することで，研修プログラムや教育プログラムの開

発に反映する。また，教育プログラムの実施にあたり，地方自治体職員のメンテナンス技術力向上

のために若手技術職員を中心に受講者を積極的に派遣する他,現場実習フィールドの提供等を行う。

メンテ協議会の構成は次のとおり。 

 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会 

会 長：舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター長 

副会長：京都府中丹広域振興局建設部長，舞鶴市建設部長 

会 員：京都府丹後広域振興局建設部長 

福知山市建設交通部長，綾部市建設部長，宮津市建設部長，京丹後市建設部長， 

与謝野長建設課長，伊根町地域整備課長 

    （一財）京都技術サポートセンター土木課長 

    （一社）京都府測量設計業協会会長 

    宮津建設業協会会員 
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１．２．３ リカレント教育プログラムの開発・実施 

本事業において，橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラムとして，『橋梁メンテナン

ス技術者育成のためのステップアップ型教育プログラム』を開発・実施する。開発においては，ｉ

Ｍｅｃでの実績がある橋梁点検技術者育成講座等の教育コンテンツを活用し，これを充実，発展，

体系化することで効率化を図り，教育プログラムの熟度を高める。  

 

（１）リカレント教育プログラムの目的と特徴 

本事業で開発する教育プログラムは，アクティブ・ラーニングをふんだんに取り入れたカリキュ

ラムにより，橋梁メンテナンスに必要な ICTスキル，及び，橋梁の点検及び診断に必要な知識及び

技術を，効率的かつ効果的に修得することを目的とする。また，この教育プログラムに対応する新

規技術資格として『橋梁診断技術者』を創設し，リカレント教育による学びとキャリア向上の好循

環に繋げることを目的とする。 

本事業で開発する教育プログラムは，技術レベルや学修テーマが異なる複数の講座で構成し，各

講座は，ｅラーニングと超短期の講習会（最長３日間）からなる独立した講座とすることで，現場

での職務を続けながら，段階的かつ体系的に橋梁メンテナンスに必要なスキルを修得できる点に特

徴がある。体系図を図1.2に，ステップアップ型イメージを図1.3に示す。 

 

図1.2 リカレント教育プログラムの体系図 
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図1.3 ステップアップ型教育プログラムのイメージ図 

 

（２）リカレント教育プログラムの開発方針と流れ 

教育プログラムの開発は，コンソーシアム合同会議に設置するリカレント教育プログラム開発部

会において，産学プラス地域連携により行う。 

教育プログラムは，次の９つの講座で構成する。 

 

リカレント教育プログラムの構成講座 ※は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】（橋梁診断技術者認定講座） 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】（橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】（准橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【導入編（橋梁点検）】 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿命化対策】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【施工技術と施工管理】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【建設ＩＣＴ】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【コンクリート施工実習】（専門特修講座） 

 

既存教育コンテンツのうち，橋梁点検に関する技術者育成講座（導入編，基礎編，応用編とコン

クリート施工実習講座については，原則そのままの形で講座として組み込み，その他の講座は，リ

カレント教育プログラムの開発に合わせて再編し，新たな講座として構築する。 

リカレント教育プログラムの開発と，これに対応する技術資格の創設・運用の流れを，図1.4に

示す。 
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図1.4 リカレント教育プログラム開発と技術資格の創設・運用の流れ 

 

１．２．４ 実務家教員育成研修プログラムの開発・実施 

本事業において，橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラム『橋梁メンテナンス技術

者育成のためのステップアップ型教育プログラム』を構成する各講座の講師となる実務家教員を育

成するための研修プログラム『橋梁メンテナンスに関する実務家教員育成研修プログラム』を開発・

実施する。開発においては，カリキュラムに舞鶴高専の本科・専攻科の教育課程を活用したプレゼ

ンテーションや模擬授業を組み込む他，ｉＭｅｃの准橋梁点検技術者育成講座“ｅ＋ｉＭｅｃ講習

会【基礎編（橋梁点検）】”での教育補助実習，実証講座での教育実習の学修時間の割合を高める等，

自ら講座を設計・指導するための実践力養成に重点を置く。  

 

（１）研修プログラムの目的と特徴 

本事業で開発する研修プログラムは，高専のスケールメリットを活かして橋梁メンテナンスに関

するリカレント教育を全国展開するにあたり，『橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップア

ップ型教育プログラム』を構成する各講座の講師となる実務家教員を育成することを目的とする。

また，この研修プログラムの受講を通じ，現役バリバリの実務家には，マネジメントクラスへの登

用やキャリア転換の機会を，職歴を重ねたベテラン層の実務家には，技術継承や社会貢献の機会を

創出することを目的とする。 

本事業で開発する研修プログラムは，学修テーマ毎の複数の講座と教育実習で構成する。各講座

では，ｅラーニングの積極的活用により講習会での座学を短縮し，アクティブ・ラーニングを充実

させるとともに，各講習会日程を短期間に抑えることで，職務と学びの両立について可能な限り配

慮している点に特徴がある。 
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（２）実務家教員の定義 

本事業で育成する実務家教員について，次のとおり定義する。 

＜実務家教員の定義＞ 

橋梁メンテナンスに関する高度な実務能力を有するとともに，自らの実務経験が体系化・構造化

されており，リカレント教育プログラム『橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップアップ

型教育プログラム』を構成する各講座の講師として必要な能力（学修設計能力，学修指導能力，

学修評価能力）を有するとともに，教育・研究者としての教養と能力を兼ね備えた人材。 

（３）研修プログラムの受講資格 

リカレント教育プログラムは，橋梁点検・診断に関する技術資格認定講座と，専門分野を重点的

に学ぶ専門特修講座から構成されることから，各講座の講師に求められる技術や能力，経験等を考

慮し，受講資格を以下のとおり設定する。 

実務家教員育成研修プログラムの受講資格 

次のいずれかに該当すること． 

・技術士（建設部門）に相当する資格を有し，橋梁の点検又は診断業務において管理技術者の業

務実績を有すること。 

・各専門分野における技術士に相当する資格を有し，専門特修講座の学修内容に直接関連する調

査・業務・工事等において主任技術者以上の業務実績を有すること。 

（４）研修プログラムの開発方針と流れ 

研修プログラムの開発は，コンソーシアム合同会議に設置する実務家教員育成研修プログラム開

発部会において，産学連携により行う。 

研修プログラムの構成講座・実習と開発担当機関について，表1.2に示す。 

また，研修プログラムの開発の流れについて，図1.5に示す。 

表1.2 研修プログラムの構成講座・実習と開発担当機関 

講座・実習名称 開発担当機関 

実務家教員の教養講座 舞鶴高専 

連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専） 

放送大学学園（連携大学），長岡技術科学大学（協力大学） 

連携企業 

実務経験と専門性の棚卸講座 

実践講義力養成講座 

教養能力養成講座 

リカレント教育体験講座 舞鶴高専 

実証講座教育実習 

プログラム終了評価 

 

図1.5 研修プログラムの開発の流れ 
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１．２．５ 実施環境の整備と運営体制の構築 

舞鶴高専ｉＭｅｃにリカレント教育中核拠点としての実施環境を追加整備・拡充するとともに，

各連携高専にも実習フィールド等を整備し，リカレント教育拠点としての実施環境を整備する。ま

た，教育／研修プログラムの開発・実施，及び，人材育成システムの構築・運用に必要となる専任

教員と事務スタッフを各拠点に配置し，運営体制を構築する。具体的な整備内容と各拠点で実施す

る内容を表1.3，各拠点に配置する専任教員及び事務スタッフの人数を表1.4，実習環境の整備イメ

ージを写真1.1，舞鶴高専ｉＭｅｃの概要を図1.6に示す。 

 

表1.3 各拠点における実施環境の整備内容 

対象 整備内容 舞鶴高専（中核拠点） 連携高専（拠点） 
施設 講義棟 ―（整備済み） 学校施設を利用 

事務室 学校施設を利用 学校施設を利用 
屋外実習棟 ―（整備済み） 整備 
実物劣化部材実習フィールド ―（整備済み） 学校施設を利用 
ｅラーニングシステム 再整備（容量拡大のため） ―（中核拠点のみ） 

備品 什器・事務機器類 追加整備（増員のため） 整備 
非破壊検査等機器類 追加整備（プログラム開発のため） 整備 
現場実習装備類 追加整備（受講者増のため） 整備 
ｉＰａｄ，ＭａｃＢｏｏｋ ―（整備済み） 整備 

教材 実物劣化部材 搬出 運搬・設置 
初期欠陥・損傷サンプル ―（整備済み） 整備 
鉄筋探査用サンプル 追加整備（必要教材の追加） 整備 

表1.4 各拠点に配置する専任教員及び事務補佐員の人数 

配置校【拠点】 専任教員 事務スタッフ 

舞鶴高専（ｉＭｅｃ） 

【リカレント教育中核拠点】 

特命准教授：1名 

特命助教：1名 

事務補佐員：3名 

連携高専（福島，長岡，福井，香川高専） 

【リカレント教育拠点】 

特命助教： 

福島，長岡，福井各1名 

助教：長岡，香川各1名 

事務補佐員：長岡，福

井各1名，香川2名 

合計 

（本事業で配置する専任教員及び事務スタッフの人数） 

特命准教授：1名 

特命助教：4名，助教：2名 

事務補佐員：7名 

 

写真1.1 整備イメージ（舞鶴高専ｉＭｅｃの整備例） 
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図1.6 舞鶴高専ｉＭｅｃの概要 

  

-11-



１．３ 普及策及びファカルティ・ディベロップメント 

（１）リカレント教育プログラムの普及策 

本事業で開発したリカレント教育プログラムは，高専のスケールメリットを活かし，段階的に全

国へ普及し，舞鶴高専ｉＭｅｃはリカレント教育中核拠点としてこれを支援する。 

普及の第一段階として，本事業では，連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専）に

おいてリカレント教育拠点の整備と実施体制の整備を行う。舞鶴高専は，各連携高専に実物劣化部

材を提供する他，初期欠陥サンプル等の製作を支援する。ｅラーニング教材については，ＬＭＳに

より全学で共有し，舞鶴高専ｉＭｅｃがＬＭＳの管理者となって連携高専を支援する。各連携高専

は，2022年度からのリカレント教育プログラム自校開催すに向け，連携高専のスタッフは，実際に

舞鶴高専のｅ＋ｉＭｅｃ講習会の実施・運営に参加し，講習会の進め方，ＬＭＳの操作方法，学修

到達度試験実施方法等のノウハウを修得するための研修を行う。なお，2022年度は実証講座として

開催し，2023年度に本講座を開設する。 

第二段階として，橋の老朽化対策研究会や高専研究ネットワーク等の所属高専へ，第三段階とし

て，建設系学科のある高専（全国 35高専）へとリカレント拠点整備を展開し，最終的には，全国で

各地域の高専が核となり，インフラメンテナンスのリカレント教育を実施することを目指している。 

 

（２）実務家教員育成研修プログラムの普及策 

本事業で開発した研修プログラムは，リカレント教育中核拠点において，橋梁メンテナンスに関

するリカレント教育プログラムの講師の育成を目的とするものであり，分野汎用的なものではない。

しかし，研修プログラムの詳細なシラバス（全体＋コマシラバス），学修内容に対する指導・教育方

法，成績評価基準等をまとめたレポートを作成する他，講習会の様子を動画として記録することは，

インフラメンテナンス分野の実務家教員育成講座の普及の一助となると考えており，建設技術展，

フォーラム，学会誌・論文等において，本事業の成果を積極的に発信していく。 

 

（３）ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の実施 

本事業で開発した教育／研修プログラムは，アクティブ・ラーニングやＰＢＬをふんだんに取り

入れ，実践力の養成に重点をおいたものであり，高専本科課程教育におけるＰＢＬ等の実践教育推

進において，大いに参考となる。このため，舞鶴高専及び連携高専において，既存の学内教員によ

る e＋ｉＭｅｃ講習会の参観を定期的に開催する他，全国高専フォーラム等において，研修プログ

ラムの一部を体験するセッションを実施する等，高専教員の実践教育の指導力養成に努める。 

  

-12-



１．４ アウトプットとアウトカムの設定 

本事業のアウトプット指標を以下のとおり設定し，各年度の数値目標を表 1.5～1.7に示す。 

＜リカレント教育プログラム（中核施設＋連携高専）＞ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会の開催回数及び受講・修了者数 

・技術資格登録者数 

＜実務家教員育成研修プログラム（中核施設のみ）＞ 

・研修プログラムの受講者数及び修了者数 

・育成した実務家教員による指導講座数 

 

表1.5 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会（リカレント教育プログラム）の開催回数，受講者・修了者数 

e+iMec講座名 ［人］ 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

導入編 

（橋梁点検） 

開催回数 - - 1 1 1 5 

受講・修了者数 - - 20 20 20 100 

基礎編 

（橋梁点検） 

開催回数 15 12 10 12 12 55 

受講・修了者数 145 115 100 120 120 550 

応用編 

（橋梁点検） 

開催回数 2 3 2 2 2 10 

受講・修了者数 21 25 20 20 20 100 

橋梁診断 開催回数 - - 1 1 1 3 

受講・修了者数 - - 10 10 10 30 

橋梁長寿命化 

対策 

開催回数 - 1 2 2 2 10 

受講・修了者数 - 8 20 20 20 60 

構造物の 

詳細調査 

開催回数 - 1 2 2 2 8 

受講・修了者数 - 8 20 20 20 80 

施工技術と 

施工管理 

開催回数 - 1 2 2 2 8 

受講・修了者数 - 8 20 20 20 80 

建設ＩＣＴ 開催回数 - - 2 2 2 6 

受講・修了者数 - - 20 20 20 60 

コンクリート 

品質管理 

開催回数 1 1 1 1 1 5 

受講・修了者数 8 12 12 12 12 60 

 

表1.6 技術資格登録者数（単位：人） 

e+iMec講座名 2018迄 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

准橋梁点検技術者 269 69 51 60 72 72 599 

橋梁点検技術者 17 5 14 10 10 10 67 

橋梁診断技術者 - - - 8 8 8 24 

登録者計 286 74 65 78 90 90 690 
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表1.7 研修プログラムの開催回数，受講者・修了者数，派遣・活用した実務家教員数 

e+iMec講座名 ［人］ 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

実務家教員育成研

修プログラム 

開催回数 - - 10 10 10 30 

受講・修了者数 - - 10 10 10 30 

派遣・活用した実務家教員累計  - - - 20 40 60 

 

１．５ 事業推進体制 

（１）リカレント教育推進委員会 

 

リカレント教育推進委員会 開催要領 

１．設置目的 

文部科学省が「Society5.0に対応した高度技術人材育成事業」として実施する「持続的な産学共同

人材育成システム構築事業」において，舞鶴工業高等専門学校が申請代表校となった『KOSEN 型産

学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』が，中核拠点の取組として選定された。令

和元年度から５カ年をかけて，舞鶴高専，共同申請校である福島，長岡，福井，香川の国立４高専，

及び，放送大学により，高専を中心としたインフラメンテナンス分野におけるリカレント教育の推

進，及び，実務家教員育成・活用システムの全国展開に向けた取組を実施する。 

本委員会は，本取組を主導・先導することを目的に設置する。 

 

２．委員会の構成等 

 リカレント教育推進委員会（以下「委員会」という。）は，別表の顧問及び委員により構成する。 

委員会には，委員長及び副委員長を置く。委員長は，舞鶴工業高等専門学校長，副委員長は，舞鶴

工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター長とする。 

 

３．実施・検討事項 

（１）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム（別添）に係る活動の企画・運営 

（２）リカレント教育プログラムと実務家教員育成研修プログラムの開発 

（３）人材育成システムの設計 

（４）開発プログラムの実証・検証 

（５）本取組に係る評価（受講者評価，内部評価，外部評価等） 

（６）リカレント教育拠点の実施環境整備と運営 

（７）本取組成果の普及とファカルティ・ディベロップメントへの活用 

（８）その他，本取組の実施にあたり必要な事項 

 

４．庶務 

  委員会の庶務は，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターにおいて処理する。 

 

５．その他 

  この要領に定めるほか，必要な事項については，委員会において定める。 
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 （別表） リカレント教育推進委員会顧問及び委員 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

顧問 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 

委員 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 

顧問 長岡工業高等専門学校 校長 竹茂 求 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

委員 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 

委員 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 

顧問 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 阿部 孝弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 樋口 直也 

委員 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

副委員長 

教授 

玉田 和也 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 事務部長兼総

務課長 

佐良 俊之 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務係長 芦田 康弘 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 財務係長 南部 佳紀 

顧問 香川高等専門学校 校長 安蘇 芳雄 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 准教授 林 和彦 

委員 香川高等専門学校 助教 入江 正樹 

委員 独立行政法人国立高等専門学校機構 

研究推進課 

研究総括参事 佐藤 貴哉 
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（２）専任教員打合せ 

［２０２０年２月］ 令和２年２月２６日（水）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 高専ＲＥＩＭ事業全般 
（２） 実習劣化教材の搬出入，非破壊検査機器の

手配状況報告 
（３） リカレント教育拠点の実施環境整備進捗状

況の報告 
（４） 経費執行について 

福島高専：浅野先生，阿部様 
長岡高専：白井先生 
福井高専：阿部先生，宮川先生 
香川高専：林先生，入江先生 
舞鶴高専：玉田先生，嶋田先生，掛先
生 

［２０２０年４月］ 令和２年４月１７日（金）10:30～12:00 
議事 参加者 
（１） 高専ＲＥＩＭ事業全般 
（２） リカレント教育拠点の実施環境整備進捗状

況の報告 
（３） リカレント教育プログラム開発について 
（４） 経費執行について 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２０年５月］ 令和２年５月２０日（水）10:30～12:00 
議事 参加者 
（１） 高専ＲＥＩＭ事業全般（舞鶴高専ｉＭｅｃ

より） 
（２） リカレント教育拠点の実施環境整備進捗状

況の報告 
（３） リカレント教育プログラム開発について 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２０年６月］ 令和２年６月８日（月）15:00～17:00 
議事 参加者 
（１） リカレント教育プログラム開発 
（２） 実務家教員育成研修プログラム開発方針 
（３） ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム 

 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２０年７月］ 令和２年７月１７日（金）14:30～16:30 
議事 参加者 
（１） リカレント教育プログラムの進捗状況

（相談・意見交換含む） 
（２） 実務家教員育成研修プログラムに関する

意見交換 
（３） 専任教員研修会について 
（４） インフラメンテナンス国民会議近畿フォ

ーラム 2020 の展示パネルについて 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生  
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［２０２０年９月］ 令和２年９月２３日（水）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座ｅラーニング講座について 
（２） 専門特修講座体験型学修の修正案検討 
（３） 専門特修講座実証講座に向けた調整事項 

 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２０年１１月］ 令和２年１２月１日（火）13:30～15:30 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座 実証講座について 
（２） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発について 
（３） リカレント教育推進委員会，ＲＥＩＭ産

学連携コンソーシアムについて 
 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，（欠席：丸山先生） 
福井高専：（欠席：宮川先生） 
香川高専：入江先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 

［２０２０年１２月］ 令和２年１２月２５日（金）10:00～11:45 
議事 参加者 
（１） 令和２年度経費執行状況調査 
（２） 専門特修講座 第２回実証講座について 
 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生  
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生  
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生  

［２０２１年１月］ 令和３年１月２２日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 令和２年度経費執行について 
（２） 専門特修講座 検証方法の変更について 
（３） 専門特修講座 建設ＩＣＴの開発について 
（４） 高専ＲＥＩＭ事業 事業報告書作成につい

て 
（５） 高専ＲＥＩＭ事業 広告媒体の更新につい

て 
（６） 地域連携体制の構築状況 

 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 
 

［２０２１年２月］ 令和３年２月２６日（金）10:00～12:00 
議事 参加者 
（１） 専門特修講座 検証について 
（２） 教育コンテンツの著作権処理について 
（３） 建設ICTの開発について 
（４） 橋梁診断技術者認定講座について 
（５） 実務家教員プログラムの開発について 
（６） 事業報告書，広告媒体の更新について 
（７） 地域連携体制の構築状況について 
（８） 意見交換 

 

福島高専：浅野先生 
長岡高専：白井先生，丸山先生 
福井高専：宮川先生 
香川高専：入江先生，松山先生 
舞鶴高専：嶋田先生，掛先生 
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１．６ 評価体制 

（１）受講者による評価の実施 

リカレント教育プログラムについては，ｅ＋ｉＭｅｃ講習会の最後に受講者アンケートを実施し，

ｅラーニングと講習会について評価を行う。アンケート結果は，開催回毎に集計し，逐次改善を行

う他，年度単位で集計・分析し，次年度の実施計画策定において反映する。 

実務家教員育成研修プログラムについては，１．２．４（５）の・研修プログラムの修了要件に

示すように，実証講座教育実習に対する受講者の評価平均値が到達目標に達していることを，研修

プログラムの修了要件の一つとしている。また，リカレント教育プログラムと同様に，受講者アン

ケートによる評価も実施する。 

 

（２）外部評価等の実施 

本事業における外部評価は，従前から舞鶴高専ｉＭｅｃの活動に係る技術評価や技術資格審査等

を実施している社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において行う。 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（レベル委員会）の構成員は次のとおり。 

 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会の構成員 

委員長 ：（国研）土木研究所構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ 上席研究員 

副委員長：国土交通省近畿地方整備局道路部道路保全企画官 

委員  ：京都府中丹広域振興局建設部長 

          舞鶴市 建設部長 

         （一財）京都技術サポートセンター 理事長 

         （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会関西支部保全部会保全委員 

         （一社）日本橋梁建設協会 会員 

         （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 会員 

         京都大学大学院 工学研究科 教授 

         舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 

         舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 

 

リカレント教育プログラムの開発においては，１．２．３（２）の図 1.4に示すように，開発方

針段階と構築段階において，レベル委員会で技術評価を行う。 

実務家教員育成研修プログラムの開発においては，１．２．４（４）の図 1.5に示すように，開

発方針段階と構築段階において，レベル委員会において技術評価を行う。また，各年度の研修プロ

グラム実施後，まず，リカレント教育推進委員会において内部評価を行い，その後，レベル委員会

において外部評価を行い，これらの結果を反映して改善を行う。 

本事業の当該年度実施内容と次年度実施計画については，各年度末に，レベル委員会において外

部評価を行う。 
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１．７ 申請代表校の学内の実施体制 

校長の諮問組織として「運営委員会」があり，学校の重要案件はこの委員会で審議・決定される。

その委員会メンバーには「地域共同テクノセンター」も参画しており，その内部組織である「社会

基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）」内に，今回新たに「リカレント教育推進委員会（仮称）」

を設置する。リカレント推進委員会での活動内容等については，先に述べた運営委員会にも報告し

助言や助力を受けるなど，学校全体として取り組める体制ができると考える。また，本事業の事務

は，総務課長の指揮により総務課で執り行う。 

なお，ｉＭｅｃにおいては，従前から橋梁を中心とするインフラメンテナンス技術者育成活動を

実施しており，本事業においても，地域におけるニーズ抽出・施策推進において協働する産学官連

携組織「京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会」と連携するとともに，外部の有識者・専門

家等による技術評価及び技術資格認定審査等を行う第三者組織「社会基盤メンテナンス技術レベル

検討委員」を外部評価体制として，本事業を推進する。 

学内の実施体制図を，図 1.7に示す。 

 

 

図1.7 学内の実施体制図 
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１．８ 補助事業の実施計画 
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１．９ 補助事業終了後の継続性 

・補助事業終了後の実施体制 

本事業で雇用する特命教員及び事務補佐員については，補助事業期間終了後も継続雇用とし，中

核拠点及び各連携拠点において，リカレント教育プログラムを実施・運営する。 

本事業終了後のリカレント教育事業の継続性確保のため，構築した人材育成システムをバックア

ップする組織（公益法人等）の創設を目指す。中核拠点及び各連携拠点におけるリカレント教育プ

ログラムを実施・運営に係る経費のうち，受講料収入で賄えない経費を補填する等，この組織が後

ろ盾となり，ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムの企業・団体からの協賛や，地元の企業・業界団体

等から供託金の寄託を受け，各地域の高専が核となるインフラメンテナンス人材育成事業を推進す

る。  

・教育プログラムの実施計画 

リカレント教育プログラムは，表 1.8の年間実施計画に基づき開催する。 

連携企業や地方自治体の新入社員や若手技術者向けの研修プログラムや，地域の業界団体等が主

催する技術研修等と連携し，恒常的に受講者を受入れることで，受講料収入を確保し，運営費に占

める自己資金の割合を高める努力をする。 

また，リカレント教育プログラムのうち，橋梁点検技術者（技術資格）の取得後，更に上の橋梁

診断技術者（技術資格）の取得を目指す際に受講が必要となる下記の講座群（表1.8の青色網掛け）

について，“橋梁診断技術者育成プログラム”として職業実践力育成プログラム（ＢＰ）の認定を目

指し，教育訓練給付金や人材開発助成金等を活用した受講促進に努める。 

 

表1.8 リカレント教育プログラム年間実施計画 

 

・実務家教育育成研修プログラムの実施計画 

実務家教員育成研修プログラムは，研修プログラムの年間スケジュールに基づき，毎年度１回開

催し，リカレント教育プログラムの全国展開に向け，継続的に実務家教員を育成する。 

実務家教員育成研修プログラムは，事業期間中に文部科学省の短時間（60時間以上120時間未満）

で構成される職業実践力育成プログラム（ＢＰ）としての認定を目指し，受講のインセンティブを

高めるとともに，教育訓練給付金や人材開発助成金等の活用により受講者負担を軽減する。 
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第２章 リカレント教育拠点の構築 

２．１ 福島工業高等専門学校 

２．１．１ 取組方針 

福島高専は，1962 年に設立後 60 年の歴史を迎えようとしている。長き

にわたって地域の技術者を排出しており令和になった今，ここいわき市に

おいても社会基盤構造物の維持管理に関する技術者が求められるようにな

った。そのためのリカレント教育が重要であり，橋梁点検技術者などの資

格取得につながる講習会の実施を予定している。 

また，公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構福島ロ

ボットテストフィールドとの連携により福島 RTFとの有効な講習会の実施

体制を検討する。 

 

 

２．１．２ 実施体制 

2020年度の福島高専の運営体制を表 2.1.1に示す。 

 

表 2.1.1 2020年度 福島高専運営体制 

配置校 教 員 

福島高専 
准 教 授：1名（都市システム工学科併任） 

特命助教：1名（専任教員） 

 

２．１．３ 教育環境の整備状況 

福島高専においては，リカレント教育拠点として整備を行ってきた。2020 年度の整備状況を表

2.1.2に示す。 

 

表 2.1.2 2020年度 福島高専実施環境の整備内容 

対象 整備内容 福島高専 備考 

施設 

講義棟 既存講義室等使用  

事務室 整備済  

実物劣化部材実習フィールド 福島 RTFに整備済  

備品 

事務機器類 整備済  

非破壊検査等機器類 整備済  

現場実習装備類 整備済  

教習用 iPad，MacBook 整備済  

教材 実物劣化部材 搬入・設置済 福島 RTFに設置 

 

福島工業高等専門学校 
都市システム工学科 准教授 

江本久雄 
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（１） 講義棟 

本事業では，専用の講義棟の整備を行わず，学内にある既存の講義室を兼用することとした。 

また，実習フィールドを整備した福島ロボットテストフィールド（以下，福島 RTF）で講習会

を行う場合は，当該施設の会議室を利用することが可能である。 

 

（２） 事務室 

  福島高専においては，2019年度の図書館改修工事に伴

い，書籍の空き教室移設などで事業開始当初には事務室

を整備することができなかった。年度末に学内の一室を

確保し，2020年4月1日から使用を開始した。 

  写真2.1.1に，事務室の写真を示す。 

 

 

 

 

（３） 実習フィールド（福島RTF） 

  福島RTFは，福島イノベーション・コース構想に基づき，福島県南相馬市に整備された研究開発

拠点である。ここでは，物流，インフラ点検，大規模災害などに活用が期待される無人飛行機，

災害対応ロボット，点検用ロボットといった陸・海・空のフィールドロボットを主対象に，実際

の使用環境を再現しながら研究開発，実証試験，性能評価等を行うことができる。実物劣化部材

は，福島RTF内のインフラ・災害対応エリアに昨年度末搬入・設置した。このエリアには，ロボッ

トによるインフラ点検と災害対応の実証試験のための試験用橋梁，試験用トンネルが整備されて

いるほか，福島県が撤去されたトラス橋，日本大学がRC床版を展示設置している。 

  福島 RTFの全体図を図 2.1.1，設置した実物劣化部材を写真 2.1.2に示す。図 2.1.1の右下，

インフラ点検・災害対応エリア内の赤くハッチングした箇所に実物劣化部材を設置した。 

 

  

図 2.1.1 福島 RTF全体図         写真 2.1.2 実物劣化部設置状況 

（福島 RTF ホームページより） 

 
写真 2.1.1 事務室 
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２．２ 長岡工業高等専門学校 

２．２．１ 取組方針 

 長岡高専では，令和4年度の実証講座開始に向けて，本事業の認知度の向

上と，講座の具体的準備を進めています。長岡では当面センター制をとって

いませんので，本事業および本事業を進める組織を「REIM長岡高専」と呼称

し，ホームページおよびFacebookページの開設，長岡市をはじめとする自治

体や民間団体への紹介，イベントでの展示などを行ってきました。 

 実物劣化教材を展示する実習フィールドでは，地元企業の寄付による耐候

性鋼材の桁サンプルと，地元建設系研究会の寄付によるコンクリート初期欠

陥教材が加わりました。また看板や説明用ポスターを整備し，講習や見学会

に備えています。講習に用いる実橋は，学校周辺の数橋をピックアップし，

今後雪解けを待って教材としての検証を行います。 

 実習フィールドの劣化教材は，研究活動にも役立っています。ひび割れを

検知する点検員の視線解析や，表層品質を改善するコンクリートの施工技術

など，建設・メンテナンス技術の継承と発展を見据えた研究活動を行っています。 

 長岡高専全体としては，地域産業との連携を重視し，高専からイノベーション人材を輩出すると

ともに，高専が地域企業の人材育成を担うことを目指した活動を進めています。REIM長岡高専は，

社会基盤メンテナンスの分野でこの取り組みを牽引し，地域企業・自治体のREIM卒業生が一日も早

く現場で活躍することを目標にしています。 

 

２．２．２ 実施体制 
 長岡高専での実施体制（人員）は，表2.2.1に示すとおりである。 

 

表 2.2.1 長岡高専の実施体制 

所 属 役 職 氏 名 

環境都市工学科 教授 井林 康 

准教授 陽田 修 

准教授 宮嵜 靖大 

*助教 白井 一義 

*特命助教 丸山 聡 

総務課 地域連携係 事務補佐員 竹屋 瑞恵 

    *：専任教員 

 

  

長岡工業高等専門学校 

環境都市工学科 教授 

井林 康 
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２．２．３ 教育環境の整備状況 

（１）実物劣化教材実習フィールド 

 実習フィールドは昨年度末に主な実物劣化教材の搬入・設置を行ったが，今年度も引き続き整備

を行った。昨年度整備したものを含む，保有実物教材を表 2.2.2に示す。網掛けは舞鶴から各高専

に配布されたもの以外のオリジナル教材である。また写真 2.2.1～2.2.4に実習フィールド全景およ

び今年度設置した実物教材を示す。 

 

表 2.2.2 長岡高専で保有する実物教材 

（網掛けは舞鶴から各高専に配布されたもの以外の教材） 

部材等 橋名等 保管場所 備考（寄贈者等） 

RCT桁 下葉山橋 実習フィールド R1年度 

RC床版 中央道床版 〃 〃 

鋼トラス格点 森村橋 〃 〃 

鋼リベット桁 岡安橋 〃 〃 

線支承 － 〃 〃 

合成桁添接部 大雲橋 〃 〃 

腐食鉄筋 下葉山橋 事務室 〃 

リベット接合断面 － 〃 既存 

耐候性鋼桁サンプル － 実習フィールド 越後交通鉄工所 

コンクリート 

初期欠陥供試体 

－ 〃 新潟県コンクリートメ

ンテナンス研究会 

ゴム支承カットモデル － 実習フィールド(倉庫) 川金コアテック 

BP･B支承，ゴム支承模型 － 事務室 〃 

鋼材疲労試験後供試体 － 〃 関西大学石川先生 

ボルトサンプル － 〃 舞鶴高専 

ASRコアサンプル － 〃 中研コンサルタント 

耐候性鋼材さびサンプル － 〃 購入 

 

  

写真 2.2.1 実習フィールド（１）       写真 2.2.2 実習フィールド（２） 
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写真 2.2.3 耐候性鋼桁サンプル       写真2.2.4 コンクリート初期欠陥供試体 

 

（２）講習会備品 

 講習会備品については，今年度表 2.2.3に示す整備を行った。 

 

表 2.2.3 講習会用に購入した備品 

項目 数量 備考 項目 数量 備考 

講習会備品 1式 ポスターフレーム

20，ワイヤレスマイ

ク 2，さし棒，テーブ

ルタップ，ヘルメッ

トインナー，折り畳

みテーブル 

コンクリート品

質管理用品 

1式 インパクトドライバ

2，水平器，木槌，鉄

槌，木ゴテ，金ゴテ，

差し金，Sバール，ケ

レン棒，鉄筋フォト

マーカ，電工ドラム，

フォームタイ，スタ

ッフ，ロッド，リボ

ンロッド，黒板，ス

ランプマット 

実習フィールド

保全用品 

1式 看板，足場台，刈払

い機，ディスクグラ

インダ，断面修復材，

スコップ 

 
（３）広報活動 

・Webサイト公開 

 REIM 長岡高専の広報活動として，Web サイトの作成・公開を行った。Web サイトは事業紹介，ギ

ャラリー，活動報告から成っており，将来的には講習会の告知・報告などを行っていく予定である。

また Facebookページを埋め込み，日常の様々なできごとを発信している。Webサイトは長岡高専ト

ップページにもリンクしている。 

・パネル展示 

 令和 2年 7月の 1か月間，長岡市内の交流施設「まちなかキャンパス長岡」に長岡高専の紹介コ

ーナーが設置され，REIM 長岡高専として事業紹介パネルと腐食鉄筋を展示した。また KOSEN-REIM

として「インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム」に長岡高専紹介のパネルを出展した。 

・学外からの視察 

 令和 2年 8月 25日，新潟県知事政策局長が地域連携施設として実習フィールドを視察したのをは

じめとして，各所からの視察を受け入れた。 
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写真 2.2.5 REIM長岡高専Webサイト        写真 2.2.6 パネル展示 

 

（４）研究・教育活動 

 実習フィールドの教材を用いて，熟練点検者の動作や視線を解析する研究や，コンクリートの施

工技術に関する研究を行った。 

 

 

写真 2.2.7 熟練点検者の動作解析・実験状況 
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２．３．１ 取組方針 

令和 2年度，福井工業高等専門学校では環境都市工学科を担当部署とし，福井県内の建設技術者

のための社会基盤メンテナンス教育への取り組みを遂行するプロジェクト「福井県版社会基盤メン

テナンス教育プロジェクト」を立ち上げた。このプロジェクトでは， 

1. 福井県内の建設技術者のニーズに応えたリカレント教育を実施すること。 

2. 舞鶴高専を中核拠点として採択された「文部科学省 持続的な産学共同人

材育成システム構築事業」である「KOSEN 型産学共同インフラメンテナン

ス人材育成システムの構築」事業の連携校として，構築する人材育成シス

テムの作成に協力し，その内容を全国高専に広めること。 

3. 建設技術および都市構造物のメンテナンスの重要性を啓蒙し，若手建設技

術者の養成に努めること。 

の 3つを目標として掲げている。これらの目的を達成することが，福井高専の

取組方針である。 

令和 2年度の取組内容として， 

1. 上記プロジェクトの活動内容を紹介するHPの開設。 

2. 福井県道路保全課・コンクリート診断士会と連携した学生向け学習会の実施。 

3. 卒業研究における劣化教材の活用。 

4. 令和 4年度の福井高専における講座実施に向けた県内の架け替え予定のある橋梁の情報収集と

劣化教材を調達するための準備。 

5. 福井県社会基盤メンテナンス推進協議会発足の準備。 

の 5つに取り組んだ。なお，これらの取組内容に関する詳細は，2.3.3教育環境の整備状況，7.3.1

地域連携体制の構築状況，および 7.3.2今後の活動方針において述べる。 

 

２．３．２ 実施体制 

令和 2年度の福井高専におけるリカレント教育に関する実施体制を表 2.3.1に示す。阿部教員の

定年退職に伴い，福井高専の実施責任者には辻野教員が担当することになった以外は，基本的に昨

年度と同様の実施体制で取り組んでいる。 

 

表 2.3.1 福井高専のリカレント教育に関する実施体制 

所属（役職） 氏名 専門／役割 

環境都市工学科（教授） 辻野 和彦 
空間情報工学／実施責任者，リカレント教育プログラ

ム開発部会，人材育成・活用システム設計部会 

環境都市工学科（助教） 樋口 直也 鋼構造学／実務家教員育成研修プログラム開発部会 

環境都市工学科（嘱託教授） 阿部 孝弘 
コンクリート構造学／リカレント教育プログラム開

発部会，実務家教員育成研修プログラム開発部会 

環境都市工学科（特命助教） 宮川 清剛 
橋梁設計／リカレント教育プログラム開発部会（専門

特修講座：橋梁長寿命化対策） 

総務課（課長補佐） 西川 和浩 
事務処理全般，予算管理等 

総務課（総務・地域連携係） 下川 真生 

 
福井工業高等専門学校 

実施責任者 
辻野 和彦 

２．３ 福井工業高等専門学校 

-28-



２．３．３ 教育環境の整備状況 

2.3.1の取組方針でも述べた通り，令和2年度は，「福井県版社会基盤メンテナンス教育プロジェ

クト」の HPの開設，劣化教材を用いた現役学生対象の学習会の実施，卒業研究における劣化教材の

活用に取り組んだ。教室等のハード的な教育環境の整備状況は昨年度と同様であるため，ここでは，

劣化教材を活用した教育事例（ソフト的な教育環境の整備状況）を紹介する。 

図 2.3.1は，福井県版社会基盤メンテナンス教育プロジェクトの HPである。「本プロジェクトの

紹介動画」に加えて，「NEWS」，「MESSAGE」，「Project」，「施設紹介」，「お問い合わせ」のタブを準備

した。福井県内の橋梁架け替え工事を受けて，切り出した橋梁を劣化教材として展示スペースに設

置することを計画している。施設紹介やNEWS等でも紹介し，広報にも力を入れたい。 

 
図 2.3.1 福井県版社会基盤メンテナンス教育プロジェクトの HP 

https://www.fukui-nct.ac.jp/imep/ 

 

図 2.3.2は，令和 2年 11月 19日に実施された橋梁の老朽化対策に関する学生向けの学習会の様

子である。例年，福井大学や福井工業大学と合同で実施される取り組みであるが，本年度はコロナ

禍の中，福井高専の学生のみを対象として実習フィールドにおいて学習会を実施した。なお，聴講

者は環境都市工学科 5 年生（44 名）である。学習会は二部構成とし，第一部では(A)図にあるよう

な遠隔での講演を実施した。講師は，（株）オリエンタルコンサルタンツ 岡本典之氏であり「道路

の老朽化対策」について，30 分の講演を頂いた。また，福井県コンクリート診断士会会長 山川博

樹氏からは，「福井県のコンクリート構造物の劣化」について，福井高専特命助教の宮川清剛氏から

は「鋼橋の劣化特性」について,各 25分の講演を頂いた。 

第二部では，劣化教材展示スペースを活用した実習の様子である。(B)図は，ゲルステイン法によ

る ASRの調査，(C)図は，ドリル法による中性化深さの調査，(D)図は RC床版のひび割れ調査と打音

調査，(E)図は，鉄筋探査の様子である。他にも超音波伝播速度測定による凍害劣化深さの実習が行

われた。いずれの実習も学生自らが点検等を実践し，メンテナンスの重要性を啓蒙することができ

た。なお，本学習会は，福井新聞や建設工業新聞にも取り上げられた。 
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(A)遠隔での講演 (B)ASRゲルステイン法の実習 

   

(C)ドリル法による中性化深さ (D)打音調査・ひび割れ調査 (E)鉄筋探査 

図 2.3.2 橋梁の老朽化対策に関する学生向けの学習会の様子（令和 2年 11月 19日） 

 

令和 2年度，福井高専ではリカレント教育に関連し，2件の卒業研究に取り組んだ。1つ目のテー

マは，「橋梁点検技術者を育成するためのコンテンツの開発～実習フィールドの教材を用いた橋梁点

検～」である。本テーマでは，実習フィールドに設置された下葉山橋（RC T桁）や中央自動車道 RC

床版について，令和元年度に準備した鉄筋探査機（GSSI社製ストラクチャスキャン SIR-EZ）により

鉄筋探査を行った。令和 4年度に実施予定の講座において点検機材を用いた実習も行うことも念頭

におき配筋図を準備することを目的としている。この点検結果は実習の解答として利用できる。併

せて，健全あるいは内部欠陥を有する RC 版（30cm×30cm×10cm）を作製し，熱画像カメラ（FLIR

社製 E6390）を用いて温度差により内部欠陥（断熱材）の把握が可能かの実験も試みた。 

一例として，下葉山橋の鉄筋探査結果を図 2.3.3に示す。昭和 32年当時の RC T桁の標準設計図

を確認すると折り曲げ筋が支間の 4分の1辺りに確認できたため，主鉄筋の折り曲げを想定して(A)

図に示す位置で鉄筋探査を行った。なお，ストラクチャスキャンのタイヤが正確に転がせる範囲の

制限から 30cm×30cm の 4 区間を探査した。（B）図に示す通り，下側の横方向の白線が上側の主鉄

筋であるが，折り曲げ筋は確認されずスターラップが約 37cm間隔で設置されていることが判った。 
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(A)下葉山橋（RC T桁）の断面図と正面図（図中のハッチングは鉄筋探査の位置） 

 

(B)ストラクチャスキャンを用いた 3D鉄筋探査結果 

図 2.3.3 下葉山橋の鉄筋探査結果 

 

  

図 2.3.4 未知データの分類（テスト）に使用した画像 図 2.3.5 各ケースの判定精度 
 

2 つ目のテーマは，「深層学習を用いたアルカリシリカ反応（ASR）の判定」である。福井県の九

頭竜川流域で採取された骨材を用いた構造物で ASRによる損傷が多くみられることから深層学習に

よって ASRの判定を試みた。なお，使用したソフトウェアは MathWorks社の MATLABである。地元の

建設コンサルタント会社から ASRによる損傷写真を 46枚提供頂き，ASRの損傷が無い画像を133枚

準備した。学習済モデルには AlexNetを用い，70%の画像を学習用，30%の画像を検証用とした。 

トレーニングデータの与え方として，ケース 1は，ASR有りと ASR無し（トリミング無し），ケー

ス 2として，227画像×227画素にトリミングした ASR有りと ASR無し（他の損傷・健全を含む），

ケース 3として，トリミングした ASR有りと ASR無し（他の損傷のある画像のみ），ケース 4として，

トリミングした ASR有りと ASR無し（健全のみ）とした。その結果，ケース 1，ケース 2ともに，

正解が 96.3%，ケース 3では正解が 78.3%，ケース 4では正解が 95.6%となった。4つのケースで学

習した各モデルに図 2.3.4に示す未知データをテスト画像として与えて分類した結果を図 2.3.5に

示す。検証結果とテスト結果を総合するとトレーニングデータの与え方としてはケース 2の精度が

最も良いことが判った。今後は，ASRの損傷の程度の判定や他の損傷に関する分類にも着手したい。 
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２．４ 舞鶴工業高等専門学校 

２．４．１ 取組方針 

昨年度は，リカレント教育の運営体制を構築し，実施環境を整備した。今年

度から本格的に，「リカレント教育プログラム」，「実務家教員育成研修プログラ

ム」，の開発に着手していく。これらの取組を行うにあたり，本校は中核拠点と

して引き続き連携高専を支援する形で進めていく。具体的には，リカレント教

育プログラム内の各専門特修講座は本校ｉＭｅｃで実施することを想定し開発

を進め，実証講座もｉＭｅｃで行うこととする。その際に，実証フィールドや

保有教材の情報を各講座開発担当者に円滑に提供する。一方，2022年度には連

携高専での専門特修講座の開催，すなわち，連携高専のリカレント教育拠点と

しての自立を予定している。従って，今年度の取組を通してｉＭｅｃで蓄積し

ている講習会実施・運営のノウハウの連携高専との共有を進めていく。 

 実務家教員育成研修プログラムでは，高専におけるインフラメンテナンス分

野のリカレント教育を担う実務家教員を育成する。2021年度には実証講座を行

う予定である。2021年 3月には，KOSEN‐REIM事業を継続するためのシステム構築に向けた審議を

目的に，人材育成・活用システム設計部会を設置した。本部会では，KOSEN‐REIM 事業をバックア

ップする組織（公益法人等）の設立に向けた検討を行う。 

 そして，今年度は昨年度末にわが国でも感染が確認された新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

への対策が新たに浮上した。本事業においては，各種会議・打合せのリモート開催，機器材への消

毒や飛沫防止などの感染対策を十分に行った上での講習会開催が出来るように取り組む。また，場

合によっては計画していた日程の変更も検討する。 

 このように，来年度以降も先行きの見通しが立たない状況が予想されているが，インフラメンテ

ナンスを取り巻く喫緊の課題があることに変わりは無いので，本事業の歩みを止めることないよう

全力を尽くす。 

 

２．４．２ 実施体制 

校長の諮問組織として「運営委員会」があり，学校の重要案件はこの委員会で審議・決定される。

その委員会メンバーには「地域共同テクノセンター」も参画しており，その内部組織である「社会

基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）」内に，「リカレント教育推進委員会」を設置した。リ

カレント教育推進委員会での活動内容等については，先に述べた運営委員会にも報告し助言や助力

を受けるなど，学校全体として取り組める体制が構築されている。また，本事業の事務は，総務課

長の指揮により総務課で執り行う。 

なお，ｉＭｅｃにおいては，従前から橋梁を中心とするインフラメンテナンス技術者育成活動を

実施しており，本事業においても，地域におけるニーズ抽出・施策推進において協働する産学官連

携組織「京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会」と連携するとともに，外部の有識者・専門

家等による技術評価及び技術資格認定審査等を行う第三者組織「社会基盤メンテナンス技術レベル

検討委員会」を外部評価体制として，本事業を推進する。 

学内の実施体制図を，図 2.4.1に示す。 

  

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス 

教育センター 

副センター長 毛利 聡 
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図 2.4.1 学内の実施体制図 

 

２．４．３ 教育環境の整備状況 

リカレント教育拠点としての教育環境の整備状況は，下表の通りである。 

 

表2.4.1 実施環境の整備状況 

対象 整備内容 整備状況 備考 

施設 

講義棟 既存専用講義棟を利用 
 

事務室 整備済  

実習フィールド 既存実習フィールドを利用  

備品 

事務機器類 既存備品を利用  

非破壊検査等機器類 
既存備品を利用 

超音波測定機器※を整備済 

※ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】

演習で使用 

現場実習装備類 既存備品を利用  

教習用 iPad 既存備品を利用  

教材 実物劣化教材 既存教材を利用  
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（１） 講義棟 

本校では，研修はｉＭｅｃ講義棟で実施している。講義棟の位置は写真 2.4.1の赤丸に示すよう

に本校敷地内の奥に位置している。ｉＭｅｃ講義棟外観を写真 2.4.2に示す。講義棟室内全景を 

写真 2.4.3に，講義棟利用状況を写真 2.4.4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 2.4.1 舞鶴高専の全景と             写真 2.4.2 講義棟外観 

ｉＭｅｃの位置 

 

 

写真2.4.3 講義棟室内全景          写真2.4.4 講義棟利用状況 

 

（２） 事務室 

事務室は地域共同テクノセンター2 階の一室を区切り，特命教員が利用している。また，事業に

関する打ち合わせ等もこの部屋で行っている。写真 2.4.5に事務室内の様子を示す。 

 

 
写真 2.4.5 事務室内 
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（３） 実物劣化教材実習フィールド 

実物劣化教材実習フィールドを写真 2.4.6に，2020年度に実施した，実物劣化教材のメンテナン

ス（高圧洗浄，含浸材塗布，防錆剤塗布等）を写真 2.4.7に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

写真 2.4.6 実習フィールド 

 

  
写真2.4.7 実物劣化教材メンテナンス状況 
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２．５ 香川高等専門学校 

２．５．１ 取組方針 

 香川高等専門学校は，前身の高松工業高等専門学校時代より香川県内で

の唯一の土木系の学科を有する高等教育機関として，地域内の土木系の研

究や地域貢献の中心として位置してきた。2000（平成12）年より香川大学

工学部（現，創造工学部）が開設された後も，香川高専は国県市町の橋梁

長寿命化修繕計画等に積極的に関わってきた。2008（平成20）年8月には，

太田貞次教授，嘉門雅史校長（ともに当時）らが中心となり高専にて香川

県内の自治体技術者向けの実践的橋梁維持管理講座を開始した（2010年3

月まで計19回）。さらにその取組みを全国へ展開することを目的に全国13

高専で橋の老朽化対策研究会を立ち上げ，2011（平成23）には土木研究所

と高専機構が連携・協力の推進に関する協定を結んだ。2016年には香川県

コンクリート診断士会の設立に関与し，香川大学と連携しながら地域でのインフラメンテナンス人

財育成について試行や検討を行っている中で本REIMプロジェクトが発足し，引き続き香川大学と連

携して香川県内の人財育成のあり方について検討を続けている。 

 香川高専の所在地高松市の特徴としては，香川の県庁所在地高松市に位置し，四国地方整備局本

局や四国技術事務所が近いことから，四国の行政の中心として各種の技術講習会が近隣で開催され

るなど，四国内のインフラに関する情報・技術の拠点といえる。また，四国だけでなく瀬戸大橋を

挟んで岡山等の中国地方からの香川県での講習会参加来訪者も多い。現在準備を進めている地域協

議会では，このような香川県を中心とした県内全域を対象に，香川大学も参画し，国・自治体や道

路・鉄道等のインフラ管理者に広く参加を協力いただく予定である。地域協議会では，人財育成だ

けでなく，技術的課題を共有し解決に向けて検討することも大きな柱として予定している。安心安

全・持続可能な地域のインフラメンテナンスを構築するには，これらは共に連携して進めていくこ

とが必要であり，そのためには以上のようなオール香川での対応が望ましいと考えたためである。 

 香川高専では，本REIMプロジェクトおよびリカレント教育拠点の構築・運営，および学生の教育

を目的として，2020（令和2）年4月1日に社会基盤メンテナンス教育センター（iMec香川）を設置し

た。多くはインフラの教育研究に関わる建設環境工学科教員が併任として担当するが，学校全体と

しての取組みとなる。本校では2019（平成31）年4月より本科のカリキュラム変更を行い，インフラ

メンテナンスを本科教育にも拡充を行っている最中であり，本REIMプロジェクトと高専生・専攻科

生の教育と密に連携し，卒業後に地域に貢献する人財の輩出も視野に入れている。また本校には，

AI社会実装教育研究本部があり，AIを用いた社会実装の教育，研究，地域貢献も盛んでインフラへ

の社会実装実績もある。将来的にはそのような学内の人財や資源とも連携し，インフラメンテナン

スの教育や社会実装に関して深めていきたい。 

 

  

香川高等専門学校 

社会基盤メンテナンス 

教育センター 

センター長 林 和彦 
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２．５．２ 実施体制 

 香川高専の運営体制を表2.5.1 に示す。香川高専では，2020（令和 2）年 4月 1日に社会基盤メ

ンテナンス教育センター（略称：iMec香川）を設置し，本 REIMプロジェクトへは当センターが専

任で携わっている。REIMプロジェクトの専任教員は，香川高専と清水建設株式会社のクロスアポイ

ントメントであり，専門技術の情報交換を行っている。 

表 2.5.1 2020年度 運営体制 

配置校【拠点】 教員 事務スタッフ 

香川高専 社会基盤メンテ

ナンス教育センター 

准教授：1名（建設環境工学科併任） 

助教：2名（建設環境工学科併任） 

専任教員：1名（香川高専と清水建設 

株式会社のクロスアポイントメント） 

事務補佐員：2名 

 

２．５．３ 教育環境の整備状況 

リカレント教育拠点としての実施環境の整備状況は，下記のとおりである。 

表 2.5.2 2020年度 実施環境整備状況 

対象 整備内容 整備状況 備考 

施設 講義棟 既存講義室を利用 専用教室整備を検討中 

事務室 整備済  

実習フィールド 整備済  

備品 事務機器類 整備済  

非破壊検査等機器類 整備済  

現場実習装備類 整備済  

教習用iPad 整備済  

教材 実物劣化教材 整備済  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.1 香川高専構内図と iMec香川事務局 
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（１）講義棟 

 本事業においては，現状では学内の既存の講義室（ゼミ室及び材料実験室）を兼用することを予

定している。なお，既存講義室の本事業への使用にあたっては学生の授業との兼ね合いがあるため，

専用教室の確保も検討中である。 

 

（２）事務室 

 現在の事務局は建設環境工学科棟の一室を使用している。専任教員 1名と事務補佐員 2名の事務

机，PC等の事務機器，打合せスペースが配置されている。 

 なお，非破壊検査機器，講義用機器などは別室に保管庫を設置した。 

 

   

写真 2.5.1 材料実験室内    写真2.5.2 事務室入口    写真 2.5.3 事務室内 

 

（３）実物劣化教材実習フィールド 

 

写真 2.5.4 実習フィールド 

 

（４）実習フィールドの活用例 

【見学会・実習】 

・2020年 11月 9日，専攻科１年生「工学実験・演習Ⅱ」履修学生に橋の構造について学ぶため，

実習フィールドを見学。 

・2020年 11月 19日，本科４年生「物理学基礎Ⅱ」履修学生が鉄筋コンクリート部材の設計の

一環として，実習フィールドを見学。 

・2021年 1月 25日，専攻科 1年生 10名に対して，インフラメンテナンス技術講習（鉄筋探査

編）を実施。座学講習，機材練習の後，実習フィールドの教材に対して鉄筋探査を行い図化。 
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写真 2.5.5 実習フィールド  写真 2.5.6 鉄筋探査実習    写真 2.5.7 打音検査実習 

見学    

 

（５）その他活動 

【工場見学・現場見学会の実施】 

・2020年 8月 27日，橋梁のインフラインフラメンテナンスについて理解を深めるための現場見

学会を実施。午前は川田工業（株）四国工場において鋼橋の製作過程を見学し，午後は多度津高

架橋にて実際に使われている鋼橋の見学および，コンクリート橋の目視点検方法と高性能カメラ

を用いた最新の点検方法について体験。 

 

写真 2.5.8 工場見学   写真 2.5.9 コンクリート橋  写真 2.5.10 高所作業車の体験 

の目視点検  

 

・2020年 10月 31日，生コンクリートの性能や製造工程を学ぶため生コンクリート製造工場見

学および試験体験を実施。本科 1，2年生 5名が参加。同時に施工技術と施工管理で使用する動

画教材の撮影も行った。 

    

写真 2.5.11 工場見学  写真 2.5.12 スランプ実験体験  写真 2.5.13 打込実験体験 
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第３章 リカレント教育プログラムの開発 

３．１ リカレント教育プログラムの開発計画 

リカレント教育プログラムは，次の９つの講座で構成する。 

 

リカレント教育プログラムの構成講座 ※は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】（橋梁診断技術者認定講座） 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】（橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】（准橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【導入編（橋梁点検）】 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿命化対策】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【施工技術と施工管理】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【建設ＩＣＴ】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【コンクリート施工実習】（専門特修講座） 

 

舞鶴高専ｉＭｅｃの既存教育コンテンツのうち，橋梁点検に関する技術者育成講座（導入編，基

礎編，応用編）とコンクリート施工実習講座については，原則そのままの形で講座として組み込み，

その他の講座は，リカレント教育プログラムの開発に合わせて再編し，新たな講座として構築を進

めている。 

2020年度は，橋梁診断技術者育成課程である，４つの専門特修講座の開発を進めた。４つの専門

特修講座の開発概要を，３．１．１～３．１．４に示す。 
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３．１．１ 専門特修講座【橋梁長寿命化対策】 

講座名称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿命化対策】（専門特修講座） 

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている。 

開催日程 eラーニング（3週間）＋講習会（2日間）／ 年間2回程度開催 

修得を目指

す 

知識及び技

能 

（到達目標） 

橋梁長寿命化対策に関する専門的かつ実践的な知識及び技能として，以下の修得

を目指す。 

・RC構造物，PC構造物および鋼構造物の劣化現象と主な補修・補強工法の理解 

・与条件に応じたRC構造物，PC構造物および鋼構造物の補修・補強方針の立案

・劣化を生じやすい桁端部（伸縮装置，支承）および床版（防水層・舗装含む）

についての，予防保全を含む長寿命化対策の理解 

受講資格 ・准橋梁点検技術者を取得，又は，取得予定 

・橋梁整備，維持管理に関する実務経験3年以上，又は，道路管理者（橋梁担当）

としての実務経験3年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定のｅラーニングコースを受講する。 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の深化と橋梁長寿命化対策に関する技能

の習得のため，体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニング形式を組み入れる。

学修時間 ・ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間は約5時間 

・講習会：2日間（約12.5時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，及び，講習会の全時限に出席

しカリキュラムを全て修了すること。 

到達度評価 講習会の最後に修得を目指す知識及び技能（到達目標）に対する学修到達度チェ

ックを実施する。ｅラーニングと講習会カリキュラム終了者には，学修履歴証明

を発行する。 
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３．１．２ 専門特修講座【構造物の詳細調査】 

講座名称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座） 

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている。 

開催日程 eラーニング（3週間）＋講習会（2日間）／ 年間2回程度開催 

修得を目指す 

知識及び技能 

（到達目標） 

構造物の詳細調査に関する専門的な知識及び技能として，以下の修得を目指す。

• 変状に応じた詳細調査手法の選択と，詳細調査結果に基づく損傷評価や

措置の必要性の判断に必要な知識 

• 鋼構造物の汎用的な非破壊検査について，実施に必要な知識及び技能 

• コンクリート構造物の汎用的な微破壊調査，非破壊調査について，実施

に必要な知識及び技能 

受講資格 ・准橋梁点検技術者を取得 

・橋梁整備，維持管理に関する実務経験 1 年以上，又は，道路管理者（橋梁担

当）としての実務経験1年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定のeラーニングコースを受講する。 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化と詳細調査に関する技能の

修得のため，体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニングの形式で実施する。

学修時間 ・ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間は約6時間 

・講習会：2日間（約14時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，かつ講習会の全時限に出席し

カリキュラムを全て修了のこと。 

到達度評価 講習会の最後に修得を目指す知識及び技能（到達目標）に対する学修到達度チェ

ックを実施する。ｅラーニングと講習会カリキュラムを修了した者には，学修履

歴証明を発行する。 

  

-42-



講座名称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【施工技術と施工管理】（専門特修講座） 

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている。 

開催日程 eラーニング（3週間）＋講習会（2日間）／ 年間2回程度開催 

修得を目指

す 

知識及び技

能 

（到達目標） 

鋼橋およびコンクリート橋の「施工技術と施工管理」に関する専門的な知識と技

能として，以下の修得を目指す。  

・ 鋼橋の構造，部材の接合方法の理解 

・ 鋼橋の劣化現象，防食（塗装）と溶接の施工技術と施工管理の理解 

・ コンクリート橋（RC，PC構造物）の劣化現象，初期欠陥防止の重要性の理解

・ コンクリート橋の施工技術と施工管理の理解 

・ 実物劣化教材を用いた劣化原因の究明と対策立案力，基礎知識からの応用力 

受講資格 ・ 准橋梁点検技術者を取得，または取得予定 

・ 橋梁整備，維持管理に関する実務経験3年以上，または道路管理者（橋梁担当）

としての実務経験3年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定のｅラーニングコースを受講する。 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化，および施工技術と施工管

理に関する技能を修得するための体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニング

形式で実施する。 

学修時間 ・ ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間：約9時間 

・ 講習会   ：2日間（約14時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，かつ講習会の全時限に出席し

カリキュラムを全て修了のこと。 

到達度評価 講習会の最後に修得を目指す知識および技能（到達目標）に対する学修到達度チ

ェックを実施する。ｅラーニングコースと講習会カリキュラムを修了した者には，

学修履歴証明を発行する。 

        

３．１．３ 専門特修講座【施工技術と施工管理】 
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３．１．４ 専門特修講座【建設ＩＣＴ】 

講座名称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【建設ＩＣＴ】（専門特修講座） 

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定されている。 

開催日程 eラーニング（3週間）＋講習会（2日間）／ 年間2回程度開催 

修得を目指

す 

知識及び技

能 

（到達目標） 

建設ＩＣＴに関する基礎知識，橋梁メンテナンス実務でＩＣＴを活用するために

必要な知識及び技能として，以下の修得を目指す。 

• 建設ＩＣＴ（ＡＩ，ＩｏＴ，ＩＣＴ等）に関する基礎知識 

• 橋梁メンテナンス分野における新技術に関する知識及び技能 

• データ活用型インフラメンテナンス【インフラメンテナンス2.0】に対応

するために必要な知識及び技能 

受講資格 ・准橋梁点検技術者を取得 

・橋梁整備，維持管理に関する実務経験1年以上，又は，道路管理者（橋梁担当）

としての実務経験1年以上 

教育方法 講習会の事前学修として，所定のeラーニングコースを受講する。 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化，及び，建設ＩＣＴを活用

した新技術等に関する技能の修得のため，体験型学修やグループワーク等のアク

ティブ・ラーニング形式で実施する。 

学修時間 ・ｅラーニング：事前学修として講習会前の3週間，所要時間は約5時間 

・講習会：2日間（約14時間） 

修了要件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，かつ講習会の全時限に出席し

カリキュラムを全て修了のこと。 

到達度評価 講習会の最後に修得を目指す知識及び技能（到達目標）に対する学修到達度チェ

ックを実施する。ｅラーニングと講習会カリキュラムを修了した者には，学修履

歴証明を発行する。 
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３．２ 専任教員等研修会 

＜専任教員等研修会 案内文＞ 

 

令和２年８月５日 
 
リカレント教育推進委員会（連携高専委員）各位 
 

リカレント教育推進委員会事務局 
 

専任教員等研修会について（開催案内） 
 
 標記について，下記のとおり開催します。 
なお，３～５日目のｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】を見学いただきますので，事前学

修としてｅラーニング（基礎編・応用編）を受講の上，ご参加ください。 

記 

（１）日程 
   令和２年８月１９日（水）１６：００～令和２年８月２３日（日）１６：００ 
（２）場所 
   舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター 
（３）内容 

１日目  ：ガイダンス 
２日目  ：専門特修講座eラーニングの打合せ 
３日目午前：体験型学修の検討 
３日目午後～５日目：ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】 

（４）対象者 
文部科学省補助事業『KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの開発』

の専任教員 
（５）備考 

・旅費等は，本事業に係る各高専分担金から支出してください。 
・宿泊は，各自で手配してください。 
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため，懇親会は開催しません。 

以上 

＜問合せ・連絡先＞ 
リカレント教育推進委員会事務局 
舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター内 
〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋２３４ 
電話：0773-62-8877（直通），メール：kosen-reim@maizuru-ct.ac.jp 
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（別添１） 

令和２年８月５日 

 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】見学のご案内 

 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】見学にあたり下記及び別添のとおりご案内いたしま

すので，ご一読の上ご見学ください。 

新型コロナウイルス感染症の対策として，見学にあたり，別添２「講習会受講に関してのお願

い」，下記及び別添のとおりご案内いたしますので，ご一読の上ご見学ください。 

なお，ご不明な点等がございましたら下記の問合せ先までご連絡ください。 

 

記 

 

１． ｅ + ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】カリキュラム 

 ＊事前学修として，ｅラーニングの全講座を受講・修了した上で，講習会の全日程にご参加くだ

さい。 

＊講習会は３日間です。 

 

《ｅ + ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】カリキュラム》 
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写真3.2.1 専門特修講座eラーニングの     写真3.2.2 体験型学修の検討 

打合せ 

  
写真3.2.3 教材見学・解説          写真3.2.4 教材見学・解説 

 

  
写真3.2.5 教材見学・解説        写真3.2.6 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会 

【応用編（橋梁点検】見学 

  
写真3.2.7  ｅ＋ｉＭｅｃ講習会           写真3.2.8 研修会参加者 

【応用編（橋梁点検】見学 
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３．３ 実証講座の開催 

３．３．１ 実証講座【橋梁長寿命化対策】 
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３．３．２ 実証講座【構造物の詳細調査】 
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３．３．３ 実証講座【施工技術と施工管理】 
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３．４ 検証会 

３．４．１ 【橋梁長寿命化対策】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座①専門特修講座【橋梁長寿命化対策】検証会 

日 時 令和２年１１月４日 １４：４０～１６：１０ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 毛利 聡 

検証担当 香川高等専門学校建設環境工学科 准教授 林 和彦 

検証担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 樋口 直也 

（欠席） 

検証担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 阿部 孝弘 

（欠席） 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 丸山 聡 

開発担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 宮川 清剛 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

（欠席） 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教 白井 一義 

（欠席） 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

議事次第 

議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（10/27～28＠舞鶴高専）の検証 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

以上
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３．４．２ 【構造物の詳細調査】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座①専門特修講座【構造物の詳細調査】検証会 

日 時 令和２年１０月２２日 １０：３０～１２：００ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 

検証担当 香川高等専門学校建設環境工学科 准教授 林 和彦 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

（欠席） 

開発担当 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

開発担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 毛利 聡 

開発担当 神鋼検査サービス株式会社 

技術サービス本部 技術部 

主任部員 佐々木 昇 

進行役 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

議事次第 

議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（10/17～18＠舞鶴高専）の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

 

以上
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３．４．３ 【施工技術と施工管理】検証会 

（表中敬称略） 

会議名 実証講座①専門特修講座【施工技術と施工管理】検証会 

日 時 令和２年１１月１９日 １５：３０～１７：００ 

場 所 オンライン（ｚｏｏｍ） 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

検証担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

検証担当 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

 

検証担当 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 毛利 聡 

検証担当 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 

（欠席） 

開発担当 香川高等専門学校建設環境工学科 准教授 林 和彦 

開発担当 香川高等専門学校建設環境工学科 助教 長谷川 雄基 

開発担当 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教 浅野 寛元 

開発担当 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 

（欠席） 

開発担当 香川高等専門学校建設環境工学科 助教 入江 正樹 

（欠席） 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

議事次第 

議事１．全体評価 

議事２．ｅラーニング講座の検証 

議事３．講習会（11/14～15＠舞鶴高専）の検証 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 評価指標（検証担当，開発担当） 

資料２ 受講者アンケート結果（ｅラーニング，講習会） 

資料３ ｅラーニング受講状況 

資料４ 学修到達度確認試験結果 

資料５ 検証シート一式（検証担当記入） 

資料６ 振り返りシート一式（開発担当記入） 

以上
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第４章 実務家教員育成研修プログラムの開発 

４．１ 開発概要 

（１）開発目的 

“Society5.0”－社会が複雑化・高度化し，情報・知識の利活用しながら生きることが当たり前

の社会－の到来を前に，社会資本としてのインフラは本格的なメンテナンス時代を迎えている。建

設業界には，この社会変革とメンテナンスニーズ増大に対応できる人材を育成し，良質な社会資本

としてのインフラを未来に継承することが求められている。 

この社会的背景・ニーズに対し，「KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構

築」（KOSEN-REIM）では，“地元のインフラは地元で守る”をモットーに，地方の建設技術者の技術

レベル向上を目指し，橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップアップ型教育プログラムの開

発・実施，及び，連携 4高専へのリカレント教育地域拠点の設置に取組み，全国の高専への展開を

視野に活動している。実務家教員育成研修プログラムは，上記，高専におけるインフラメンテナン

ス分野のリカレント教育を担う『実務家教員』を育成することを目的に，開発を行うものである。 

（２）開発方針 

 実務家教員育成研修プログラムの開発にあたり，KOSEN-REIMとして『実務家教員』を次のとおり

定義した。 

【実務家教員とは（KOSEN-REIMの定義）】 

技術士または相当の技術資格を有し，インフラメンテナンスに関する高度な実務能力と相当の

実務経験を有する人材であり，かつ，自らの実務経験を体系的に整理でき，リカレント教育プ

ログラムの講師として必要な教育能力と，教育・研究者としての教養と資質を兼ね備えた人材。 

-71-



上記定義に基づく実務家教員を育成するため，次の方針のもと開発を進めることとした。 

 熟練の建設技術者が“教える”ために必要な能力の修得をめざす実践的なカリキュラムとする

こと。

 プログラムを通じて，個々の技術者が培った実務経験や技術力を，次世代に継承可能なコンテ

ンツとして形づくり，伝えていく方法を学ぶことができること。

 高専が実施するリカレント教育プログラムの講師として，現職とのパラレルキャリアの形成を

可能とすること。

 受講者の所属企業・団体等にとって，社内の人材育成・技術継承に繋がること。

 受講インセンティブとして文部科学省職業実践力育成プログラム（BP）の認定を受けること。 

（３）プログラムの特徴 

実務家教員育成研修プログラムでは，高専におけるインフラメンテナンス分野のリカレント教育

を担う実務家教員を育成することから，インフラメンテナンス分野の高度な実務能力と相当の実務

経験を有する者を対象としている。インフラメンテナンスという専門領域に特化したプログラムと

して，教育・研究者として必要な教養に加え，インフラメンテナンス分野の課題・ニーズに即した

テーマ・教材を用いた実習・演習を多く組み込み，教育実習のテーマも専門領域で設定している点

に特徴がある。また，インフラメンテナンス分野の専門家であり，かつ，リカレント教育に実績・

功績がある教員が講師となり，専門的見地から実践的な指導を行うこととする。 

（４）プログラムの構成 

 実務家教員育成研修プログラムは，次の７講座から構成する。各講座の講座名，講座概要，学修

内容，及び，学修時間を図4.1に示す。学修時間は，合計90時間，うち，ｅラーニング 30時間，

講習会60時間とする。 

（５）年間スケジュール 

 実務家教員育成研修プログラムは，7月に開講し 2月に終了となる約 8ヵ月間のプログラムとす

る。講習会は，月1回，土曜日の開催を基本とする。受講者は，各講習会の約3週間前から，事前

学修としてのｅラーニングを受講する。年間スケジュールイメージを下図に示す。 

（６）修了生の称号 

 実務家教員育成研修プログラムの全課程修了者には，『専門教士（建設部門）』（（仮称）の称号を

与える。 

称号で用いた「教士」の由来は武道にある。「教士」は，武道における称号の第 2位であり，この

上位の称号に「範士」，下位の称号に「錬士」がある。「教士」は「錬士」以下を指導する立場にあ

り，指導に必要な学識，教養及び実力を有していること等がその要件として上げられている。これ

は，KOSEN-REIMで育成する実務家教員像にも合致することから，「教士」の上に専門領域を示す「専

門」を付し，さらに，「教士」の下に括弧書きで具体的な分野を明示し，『専門教士（建設部門）』と

いう称号としている。 
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図4.1 実務家教員育成研修プログラムの構成 

 

 

図4.2 実務家教員育成研修プログラム年間スケジュール（イメージ）  

月
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／
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４．２ シラバス 

 実務家教員育成研修プログラムの各講座のシラバスの一覧を，75～77頁に示す。 

 

４．３ 実証講座募集要項（案） 

 2021年度，実務家教員育成研修プログラムの実証講座を開催する。 

対象は，技術士または相当の技術資格を有し，インフラメンテナンスに関する高度な実務能力と

相当の実務経験を有する者であることを前提とし， 

・インフラメンテナンス分野のリカレント教育を担う実務家教員を目指す者 

・建設技術者として培った実務経験や技術力を体系化し，次世代に継承したいと考える者 

であることする。 

 定員は，10名の少人数制とする。 

 応募及び選考方法は，公募の上，書類選考を実施する。 

 受講料は，2021年度は実証講座としての開催のため，無料とする。 

 実施方法・場所は，下表に示す。 

実務家教員育成研修プログラムの実施方法・場所 

実務家教員育成研修プログラム 

を構成する7講座 

e-learning 講習会 

学修時間 日数 開催時期 開催方法，場所 

1 実務家教員の教養講座 7 
1 7月上旬 オンライン 

2 実務経験と専門性の棚卸講座 1 

3 実践講義力養成講座 1 1 7月下旬 対面，大阪市内 

4 リカレント教育体験講座 9 2 8月 対面，舞鶴高専 

5 教育能力養成講座 4 2 9月，10月 対面，大阪市内 

6 実証講座教育実習 8 2 1月 対面，舞鶴高専 

7 プログラム修了評価 0 1 2月 対面，大阪市内 

 

上記含め，実務家教員育成研修プログラム受講者募集要項（2021年度実証講座）としての案をま

とめたものを78～81頁に示す。 
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を
高
め
，
教
育
・
研
究
者
と
し
て
の
資
質
を
養
う
。

【
講
座
の
目
的
】
実
務
経
験
を
言
語
化
し
て
体
系
化
し
，
実
務
家
教
員
と
し
て
専
門
性
を
認
識
す
る
。
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実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
各
講
座
シ
ラ
バ
ス
案
（
一
覧
）
（
案
）

e-
le

ar
ni

ng
講
義

実
習
・
演
習

評
価
方
法

学
修
時
間
（
ui
nt
）

学
修
項
目
（
テ
ー
マ
）

学
修
内
容

学
修
内
容
毎
の
到
達
目
標

N
o 3
実
践
講
義
力
養
成
講
座

1
1

5

話
し

方
と

伝
え

る
力

①
話

し
方

の
基

礎
②

ワ
ー

ク
・

個
別

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
③

伝
え

方
の

基
礎

④
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

力
と

講
師

の
役

割

1)
魅

力
的

で
聞

き
手

の
関

心
を

集
め

る
話

し
方

が
で

き
る

。
2)

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

際
の

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
し

て
い

る
。

3)
講

義
に

お
い

て
，

受
講

者
に

対
し

て
効

果
的

に
知

識
伝

達
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

4)
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
手

法
の

基
礎

を
理

解
し

，
自

身
の

授
業

に
導

入
す

る
た

め
の

手
が

か
り

を
得

る
。

・
e-

le
ar

ni
ng

の
学

修
履

歴
と

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
・

ミ
ニ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

1
1

2

実
務

経
験

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

①
実

務
経

験
と

専
門

性
に

関
す

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
実

務
家

教
員

と
し

て
の

自
己

紹
介

）
②

評
価

と
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

③
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
（

プ
レ

ゼ
ン

デ
ー

タ
の

修
正

）

1)
実

務
経

験
と

専
門

性
を

含
ん

だ
魅

力
的

な
自

己
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

。
2)

他
者

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
よ

く
聞

き
，

有
意

義
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

で
き

る
。

3)
評

価
・

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

踏
ま

え
て

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
，

魅
力

的
な

自
己

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

完
成

す
る

。

・
実

務
経

験
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
ラ

イ
ド

（
課

題
提

出
物

）
・

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ー
ト

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
3

4
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
体
験
講
座

e+
iM

ec
講

習
会

【
基

礎
編

(橋
梁

点
検

)】

①
【

基
礎

編
(橋

梁
点

検
)】

の
到

達
目

標
（

DP
）

，
受

講
者

レ
ベ

ル
（

AP
）

，
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
概

要
（

CP
）

②
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
及

び
講

習
会

（
2日

間
）

の
受

講
③

受
講

後
の

振
り

返
り

1)
【

基
礎

編
(橋

梁
点

検
)】

の
到

達
目

標
（

DP
）

，
受

講
者

レ
ベ

ル
（

AP
）

，
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
概

要
（

CP
）

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
2)

 橋
梁

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
基

本
と

な
る

知
識

・
技

能
を

修
得

し
て

い
る

。
3)

 体
験

し
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ね
ら

い
，

教
育

的
配

慮
，

効
果

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
e-

le
ar

ni
ng

の
学

修
履

歴
と

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
：

2
・

準
橋

梁
点

検
技

術
者

認
定

試
験

（
合

格
基

準
80

点
以

上
）

：
2

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
：

1,
3

9
14

5
教
育
能
力
養
成
講
座

4
4

7

授
業

デ
ザ

イ
ン

（
学

修
設

計
能

力
）

①
授

業
デ

ザ
イ

ン
の

4要
素

②
授

業
設

計
の

基
本

，
方

法
（

①
ID

，
②

AD
DI

モ
デ

ル
，

③
逆

向
き

設
計

）
，

学
修

（
到

達
）

目
標

設
定

，
学

修
設

計
の

意
義

・
必

要
性

③
実

証
講

座
担

当
授

業
の

コ
マ

シ
ラ

バ
ス

の
作

成
●

コ
マ

シ
ラ

バ
ス

作
成

演
習

1)
授

業
デ

ザ
イ

ン
の

4要
素

を
理

解
し

，
説

明
で

き
る

。
2)

授
業

設
計

の
基

本
と

方
法

，
そ

の
他

の
役

立
つ

知
識

に
つ

い
て

理
解

で
き

て
い

る
。

3)
シ

ラ
バ

ス
の

重
要

性
を

理
解

し
，

授
業

概
要

（
目

的
）

，
到

達
目

標
，

授
業

内
容

，
成

績
評

価
方

法
を

的
確

に
記

述
で

き
る

。

・
e-

le
ar

ni
ng

の
学

修
履

歴
と

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
：

1,
2

・
コ

マ
シ

ラ
バ

ス
（

課
題

提
出

物
）

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
：

1,
2

1
1

1

教
授

法
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

学
修

指
導

能
力

）

①
教

授
法

の
定

義
，

要
点

，
種

類
・

分
類

②
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
解

説
③

授
業

（
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
設

計
時

の
ポ

イ
ン

ト
（

①
～

⑤
）

●
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
含

む
実

証
講

座
担

当
授

業
骨

子
の

作
成

1)
教

授
法

を
体

系
的

に
理

解
し

，
強

み
・

弱
み

を
説

明
で

き
る

。
2)

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

様
々

な
手

法
と

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
実

施
の

注
意

点
を

理
解

で
き

て
い

る
。

3)
授

業
設

計
時

の
ポ

イ
ン

ト
を

踏
ま

え
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

含
む

授
業

骨
子

を
作

成
で

き
る

。

・
e-

le
ar

ni
ng

の
学

修
履

歴
と

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
：

1,
2

・
実

証
講

座
担

当
授

業
骨

子
（

課
題

提
出

物
）

：
3

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
：

1,
2

1
1

1

教
材

研
究

と
教

材
作

成
（

学
修

指
導

能
力

）

①
教

材
の

定
義

，
教

材
選

択
・

作
成

時
の

ポ
イ

ン
ト

（
教

材
構

成
の

3原
理

，
教

材
分

析
の

3ア
プ

ロ
―

チ
，

教
材

選
択

の
3観

点
，

教
材

構
成

の
3ア

プ
ロ

ー
チ

）
，

そ
の

他
の

配
慮

（
シ

ラ
バ

ス
へ

の
明

記
，

視
覚

障
害

者
へ

の
配

慮
，

よ
く

あ
る

声
，

著
作

権
）

②
教

材
の

種
類

と
各

教
材

の
強

み
・

弱
み

③
実

証
講

座
用

教
材

の
作

成
●

実
証

講
座

担
当

授
業

の
事

前
学

修
eラ

ー
ニ

ン
グ

作
成

演
習

●
実

証
講

座
担

当
授

業
の

教
案

作
成

演
習

●
実

証
講

座
担

当
授

業
講

義
ス

ラ
イ

ド
作

成
演

習
●

実
証

講
座

テ
キ

ス
ト

原
稿

及
び

配
布

資
料

等
の

作
成

1)
教

材
と

は
何

か
を

理
解

し
，

説
明

で
き

る
。

2)
教

材
選

択
・

作
成

時
の

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
し

，
説

明
で

き
る

。
3)

自
ら

効
果

的
な

教
材

を
作

成
で

き
る

。

・
e-

le
ar

ni
ng

の
学

修
履

歴
と

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
：

1,
2

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
：

1,
2

・
実

証
講

座
担

当
授

業
の

事
前

学
修

eラ
ー

ニ
ン

グ
コ

ン
テ

ン
ツ

（
課

題
提

出
物

）
：

3
・

実
証

講
座

担
当

授
業

の
教

案
（

課
題

提
出

物
）

：
3

・
実

証
講

座
担

当
授

業
の

講
義

ス
ラ

イ
ド

（
課

題
提

出
物

）
：

3

1
1

3

【
講
座
の
目
的
】
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
実
体
験
し
，
目
指
す
べ
き
実
務
家
教
員
像
を
具
体
化
す
る
。

【
講
座
の
目
的
】
教
え
る
た
め
の
技
能
（
学
修
設
計
・
指
導
・
評
価
能
力
）
を
修
得
す
る
。

【
講
座
の
目
的
】
講
義
力
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
，
講
師
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
。
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実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
各
講
座
シ
ラ
バ
ス
案
（
一
覧
）
（
案
）

e-
le

ar
ni

ng
講
義

実
習
・
演
習

評
価
方
法

学
修
時
間
（
ui
nt
）

学
修
項
目
（
テ
ー
マ
）

学
修
内
容

学
修
内
容
毎
の
到
達
目
標

N
o

成
績

評
価

（
学

修
評

価
能

力
）

①
学

修
評

価
の

5つ
の

要
素

（
目

的
，

主
体

，
対

象
，

基
準

，
方

法
）

②
さ

ま
ざ

ま
な

成
績

評
価

③
テ

ス
ト

の
基

本
と

留
意

点
，

水
準

設
定

方
法

（
修

正
イ

ー
ベ

ル
法

）
④

成
績

判
定

と
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

●
実

証
講

座
担

当
授

業
内

容
の

テ
ス

ト
作

成
演

習
（

客
観

試
験

（
多

肢
選

択
式

テ
ス

ト
）

2問
，

論
述

試
験

1問
）

●
実

証
講

座
担

当
授

業
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

項
目

・
基

準
の

作
成

1)
学

修
評

価
の

意
義

と
学

修
評

価
に

関
す

る
基

本
用

語
を

説
明

で
き

る
。

2)
学

修
目

標
に

応
じ

た
評

価
方

法
を

選
択

で
き

る
。

3)
テ

ス
ト

の
基

本
を

理
解

し
，

水
準

設
定

を
行

い
，

テ
ス

ト
を

作
成

で
き

る
。

4)
成

績
点

の
評

価
基

準
と

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

項
目

・
基

準
を

設
定

で
き

る
。

・
e-

le
ar

ni
ng

の
学

修
履

歴
と

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
：

1,
2,

3,
4

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
：

1,
2,

3,
4

・
実

証
講

座
担

当
授

業
の

テ
ス

ト
（

評
価

基
準

含
む

）
（

課
題

提
出

物
）

：
3

・
実

証
講

座
担

当
授

業
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

項
目

・
基

準
（

課
題

提
出

物
）

：
4

1
1

2

6
実
証
講
座
教
育
実
習

8
2

18

実
証

講
座

の
設

計

①
ガ

イ
ダ

ン
ス

・
グ

ル
ー

プ
分

け
（

2グ
ル

ー
プ

，
各

5名
）

②
実

証
講

座
の

講
座

名
，

概
要

及
び

目
的

，
到

達
目

標
，

授
業

内
容

の
設

定
（

条
件

：
1カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
5コ

マ
，

1コ
マ

45
分

，
1人

1コ
マ

担
当

）
●

実
証

講
座

の
全

体
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

1)
実

証
講

座
の

開
発

・
実

施
に

向
け

た
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

が
で

き
る

。
2)

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

の
専

門
性

を
踏

ま
え

て
実

証
講

座
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
，

各
時

限
で

の
学

修
項

目
を

設
定

で
き

る
。

3)
実

証
講

座
の

全
体

シ
ラ

バ
ス

が
作

成
で

き
る

。

・
e-

le
ar

ni
ng

の
学

修
履

歴
：

1,
2

・
ミ

ニ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
：

1,
2

・
実

証
講

座
の

全
体

シ
ラ

バ
ス

（
課

題
提

出
物

）
1

1
2

実
証

講
座

の
指

導
①

1日
目

（
9:

30
～

17
:0

0）
：

実
証

講
座

A（
Aグ

ル
ー

プ
）

②
2日

目
（

9:
30

～
17

:0
0）

：
実

証
講

座
B（

Bグ
ル

ー
プ

）

1)
事

務
局

と
連

携
・

調
整

し
，

実
証

講
座

の
事

前
準

備
を

実
施

で
き

る
。

2)
事

務
局

と
連

携
し

，
実

証
講

座
（

全
体

）
を

円
滑

に
運

営
で

き
る

。
3)

各
時

限
の

教
案

に
基

づ
き

，
講

師
と

し
て

担
当

の
授

業
を

実
施

で
き

る
。

4)
他

グ
ル

ー
プ

の
実

証
講

座
を

受
講

し
，

相
互

評
価

に
取

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

・
準

備
物

リ
ス

ト
，

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
ト

用
紙

，
人

員
配

置
・

役
割

分
担

表
：

1
・

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
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文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」中核拠点校開発プログラム 

 

 

 

 

 

実務家教員育成研修プログラム 
インフラメンテナンス分野のリカレント教育と人材育成を担う「実務家教員」の育成 

受講者募集要項 
 

 
 
 
 
 
 

 2021 年度実証講座  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

舞鶴工業高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 
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１．目的 

“Society5.0”－社会が複雑化・高度化し，情報・知識の利活用しながら生きることが当た

り前の社会－の到来を前に，社会資本としてのインフラは本格的なメンテナンス時代を迎

えています。建設業界には，この社会変革とメンテナンスニーズ増大に対応できる人材を育

成し，良質な社会資本としてのインフラを未来に継承することが求められています。 

「KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築」（KOSEN-REIM）

では，“地元のインフラは地元で守る”をモットーに，地方の建設技術者の技術レベル向上

を目指し，高専におけるインフラメンテナンス分野のリカレント教育を担う『実務家教員』

を育成します。『実務家教員育成研修プログラム』は，熟練の建設技術者が“教える”ため

に必要な能力の修得をめざす実践的カリキュラムで，個々の技術者が培った実務経験や技

術力を，次世代に継承可能なコンテンツとして形づくり，伝えていく方法を学ぶことがで

きます。全課程修了者は『専門教士（建設部門）』（仮称）に認定され，高専が実施するリカ

レント教育プログラムの講師として，現職とのパラレルキャリアの形成が可能です。 

このプログラムが，所属企業・団体等における技術継承の一助となり，また，受講者自身

がリカレント教育の場で広く活躍されるきっかけとなることを願っています。 

 

 
 

【実務家教員とは（KOSEN-REIMの定義）】 

技術士または技術士に相当する資格を有し，インフラメンテナンスに関する高度な実務

能力と相当の実務経験を有する人材であり，かつ，自らの実務経験を体系的に整理でき，

リカレント教育プログラムの講師として必要な教育能力と，教育・研究者としての教養と

資質を兼ね備えた人材。 
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２．対象 

・インフラメンテナンス分野のリカレント教育を担う実務家教員を目指す者 

・建設技術者として培った実務経験や技術力を体系化し，次世代に継承したいと考える者 

※但し，技術士または技術士相当の資格を有し，インフラメンテナンスに関する高度な実務

能力と相当の実務経験を有する者であること。 

 

３．開催概要 

開催期間： 2021 年 7～2022 年 2 月 

開催日数： 月 1～2 日（全 7 回，計 9 日間） 

開催曜日： 土曜日（2 日連続の場合は連続する土曜日・日曜日に開催します） 

開催時間： 9:00～17:00（開始時間と終了時間は前後することがあります） 

 

４．講習会会場 

 大阪市内，又は，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター 

 

５．定員 

 10 名 

 

６．応募・選考方法 

・受講者は公募します。応募書類は，KOSEN-REIM ホームページ（https://www.maizuru-

ct.ac.jp/kosen-reim/）からダウンロードしてください。応募書類に必要事項を記入の上，

KOSEN-REIM 事務局メール（kosen-reim@maizuru-ct.ac.jp）宛に送付してください。 

【応募書類提出期限：2021 年 5月 17日（月）】 

・応募書類に基づく書類選考を実施します。選考結果は 5 月下旬にメールで通知し，受講決

定者には受講手続き等についてご案内します。 

 

７．カリキュラム・スケジュール（詳細はシラバスを参照してください） 

実務家教員育成研修プログラム 

を構成する 7 講座 

e-learning 講習会 

学修時間 日数 開催時期 開催方法，場所 

1 実務家教員の教養講座 7 
1 7 月上旬 オンライン 

2 実務経験と専門性の棚卸講座 1 

3 実践講義力養成講座 1 1 7 月下旬 対面，大阪市内 

4 リカレント教育体験講座 9 2 8 月 対面，舞鶴高専 

5 教育能力養成講座 4 2 9 月，10 月 対面，大阪市内 

6 実証講座教育実習 8 2 1 月 対面，舞鶴高専 

7 プログラム修了評価 0 1 2 月 対面，大阪市内 
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８．受講料 

  無料（2021 年度は実証講座として開催するため無料とします） 

 

９．その他 

・本プログラムの全課程修了者には，修了証書を授与し，『専門教士（建設部門）』（仮称）

として認定します。 

・本プログラムは，文部科学省職業実践力育成プログラム（BP）への認定申請を予定してい

ます。 

・本プログラムでは，事前学修ｅラーニングの受講，オンライン授業，課題の作業・提出，

欠席時のフォローとしての講義映像視聴等においてパソコンを使用します。必ず，パソコ

ン及び必要な通信環境をご用意の上，ご受講ください。 

・本プログラムの受講開始までに，指定の教科書（「大学教員のための授業方法とデザイン」，

佐藤浩章編，玉川大学出版，定価 2,300 円＋税）をご自身にてご用意ください。 

・本プログラムへの参加に係る旅費等はご自身にてご負担ください。 

 

 

 

 

個人情報の取扱いについて 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）が，本プログラム

の応募書類を通じて取得する個人情報は，①受講者の選考，②選考結果通知，③受講手続

き，④ｉＭｅｃからのお知らせ，⑤これらに付随する業務を行うために，事務局，及び，

各講座の担当講師が利用します。 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（KOSEN-REIM 事務局） 

〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋 234 番地 

電話： 0773-62-5600（代表），0773-62-8877（直通） 

ファクシミリ： 0773-62-5558（代表） 

メール： kosen-reim@maizuru-ct.ac.jp 

URL_KOSEN-REIM： https://www.maizuru-ct.ac.jp/kosen-reim/ 

URL_iMec： https://www.maizuru-ct.ac.jp/imec/ 
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第５章 産学連携体制 

５．１ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約 

 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約 

 

令和元年１２月１６日 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議 

 

（名称） 

第１条 本会は，ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム（以下「コンソーシアム」という。）と称する。 

２ ＲＥＩＭを，Recurrent Education of Infrastructure Maintenanceの略称とする。 

 

（設置目的） 

第２条 コンソーシアムは，高等専門学校（KOSEN）におけるインフラメンテナンスのリカレント教

育を推進する「KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築」（以降，事業とい

う。）を行うにあたり，産学と地域の連携による共同教育の場を創出するとともに，リカレント教育

事業の継続性を確保するための取組を行うことを目的とする。  

 

（業務） 

第３条 コンソーシアムは，前条の目的を達成するために，事業責任者である舞鶴工業高等専門学校

と連携し，次の業務を行う。 

（１）リカレント教育プログラム開発 

（２）実務家教員育成研修プログラム開発 

（３）人材育成・活用システム設計 

（４）フォーラムの開催 

（５）ホームページの開設・運用 

（６）その他コンソーシアムの目的を達成するために必要な事業 

 

（構成） 

第４条 コンソーシアムは，別表に掲げる高等専門学校，大学，企業，団体，協議会等（以下「高専

等」という。）をもって構成する。 

 

（合同会議） 

第５条 コンソーシアムに合同会議を置く。 

２ 合同会議は，コンソーシアムを構成する高専等の委員により構成する。 

３ 合同会議に，議長及び副議長を置く。 

４ 議長は互選とし，副議長は議長が指名した委員をもって充てる。 

５ 議長に事故があるときは，副議長がその職務を代行する。 
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６ 合同会議は，原則として年１～２回開催する。 

７ 合同会議に，部会を置く。 

８ 合同会議に，事務局を置き，一般社団法人近畿建設協会及び舞鶴工業高等専門学校がこれに当た 

る。 

９ 合同会議は，コンソーシアムを構成する高専等の定期的な対話の場とするとともに，部会からの 

報告事項及びコンソーシアムの運営に関する重要事項について議決する。 

１０ 合同会議は，コンソーシアムを構成する高専等の過半数の出席がなければ開会することができ 

ない。 

１１ 合同会議の議事は，会議に出席した高専等の過半数の同意に基づき決定し，可否同数のときは 

議長の決するところによる。 

 

（部会） 

第６条 合同会議に置く部会の名称及び業務は，次の表のとおりとする。 

リカレント教育プログラム開発部会 リカレント教育プログラムの開発に関するこ

と 

実務家教員育成研修プログラム開発部会 リカレント教育プログラムの講師となる実務

家教員を育成する研修プログラムの開発に関

すること。 

人材育成・活用システム設計部会 人材育成・活用システムの設計及びリカレント

教育事業の継続性の確保に関すること。 

２ 部会は，コンソーシアムを構成する高専等から必要に応じ推薦された委員により構成する。 

３ 部会に，部会長及び副部会長を置く。 

４ 部会長は互選とし，副部会長は部会長が指名した部会委員をもって充てる。 

５ 部会長は，部会の業務を掌理する。 

６ 部会長は，部会を招集し，議事を進行する。 

７ 部会長は，必要があると認めるときは，コンソーシアムを構成する高専等以外の者に対し，部会

に出席してその意見を述べることを求めることができる。 

８ 部会長は，部会で検討した事項を合同会議に報告するものとする。 

９ 部会長に事故があるときは，副部会長がその職務を代行する。 

１０ 各部会に，部会事務局を置き，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターに設 

置されるリカレント教育推進委員会がこれに当たる。 

１１ 部会事務局は，部会の業務に係る企画・運営を行う。 

 

（経費等） 

第７条 合同会議，部会，フォーラムの開催・運営，及び，ホームページ等による広報（以下「コン

ソーシアム活動」という。）に係る経費は，文部科学省研究拠点形成費等補助金（持続的な産学共同

人材育成システム構築事業）により支出する。 

２ コンソーシアム活動に係る経費以外は，原則として，各高専等が負担する。 
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（雑則） 

第８条 この規約に定めるもののほか，必要な事項は，合同会議の議決を経て別に定める。 

  

別表 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム構成 

独立行政法人国立高等専門学校機構（本部） 

福島工業高等専門学校 

長岡工業高等専門学校 

福井工業高等専門学校 

舞鶴工業高等専門学校 

香川高等専門学校 

放送大学学園 

長岡技術科学大学 

一般社団法人近畿建設協会 

西日本高速道路株式会社 

一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支部 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会 
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５．２ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議メンバー 

 

表5.1 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議 メンバーリスト 

カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

連携企業 黒谷 努 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 

連携企業 先本 勉 一般社団法人近畿建設協会 部長 

連携企業 小室 篤史 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 

連携企業 福冨 章 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長・茨木技術研

修センター長 

連携企業 佐溝 純一 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 

連携企業 田底 成智 一般社団法人建設コンサルタ

ンツ協会近畿支部 

参与（中央復建コンサルタンツ

株式会社） 

連携企業 廣瀬 彰則 一般社団法人建設コンサルタ

ンツ協会近畿支部 

参与（株式会社エイト日本技術

開発関西支社） 

連携校 山下 治 福島工業高等専門学校 校長 

連携校 江本  久雄 福島工業高等専門学校 准教授 

連携校 浅野 貴元 福島工業高等専門学校 特命助教 

連携校 原田 信弘 長岡工業高等専門学校 校長 

連携校 井林 康 長岡工業高等専門学校 教授 

連携校 宮㟢 靖大 長岡工業高等専門学校 准教授 

連携校 陽田 修 長岡工業高等専門学校 准教授 

連携校 白井 一義 長岡工業高等専門学校 助教 

連携校 丸山 聡 長岡工業高等専門学校 特命助教 

連携校 田村 隆弘 福井工業高等専門学校 校長 

連携校 辻野 和彦 福井工業高等専門学校 教授 

連携校 樋口 直也 福井工業高等専門学校 助教 

連携校 阿部 孝弘 福井工業高等専門学校 嘱託教授 

連携校 宮川 清剛 福井工業高等専門学校 特命助教 

代表校 内海 康雄 舞鶴工業高等専門学校 校長 

代表校 玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 

代表校 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 

代表校 嶋田 知子 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 

代表校 掛 園恵 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 

代表校 佐良 俊之 舞鶴工業高等専門学校 事務部長兼総務課長 

代表校 芦田 康弘 舞鶴工業高等専門学校 総務係長 

連携校 安蘇 芳雄 香川高等専門学校 校長 
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カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

連携校 林 和彦 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 

連携校 長谷川 雄基 香川高等専門学校 助教 

連携校 入江 正樹 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス教

育センター副センター長 

協力機関 佐藤 貴哉 独立行政法人国立高等専門学

校機構 

研究総括参事 

連携校 池田 龍彦 放送大学学園 副学長 

連携校 近藤 智嗣 放送大学学園 オンライン教育センター長・教

授 

連携校 樋口 徹 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディネ

ーター 

連携校 東海林 壽朗 放送大学学園 企画係長 

協力校 武田 雅敏 国立大学法人長岡技術科学大

学 

教授，学長補佐（高専連携担当） 

協力校 岩崎 英治 国立大学法人長岡技術科学大

学 

教授 

協力校 宮下 剛 国立大学法人長岡技術科学大

学 

准教授 

地域連携機関 八田 直哉 京都府北部社会基盤メンテナ

ンス推進協議会 

副会長（京都府中丹広域振興局

建設部長） 

地域連携機関 矢谷 明也 京都府北部社会基盤メンテナ

ンス推進協議会 

副会長（舞鶴市建設部長） 

 42名 12機関  
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５．３ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム部会の設置 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約第６条及び第７条に基づき，ＲＥＩＭ産学連携コンソーシ

アム合同会議に，リカレント教育プログラム開発部会，及び，実務家教員育成研修プログラム開発

部会，及び, 人材育成・活用システム設計部会を設置した。各部会のメンバーは，コンソーシアム

構成機関からの推薦に基づき，表 5.2のとおりとした。 

 

表5.2 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議に設置した部会及びメンバー 

リカレント教育プログラム開発部会 

カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

連携企業 

部会長 

佐溝 純一 西日本高速道路株式会社 構造担当部長 

連携校 

副部会長 

陽田 修 長岡工業高等専門学校 准教授 

連携企業 小室 篤史 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 

連携企業 廣瀬 彰則 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 

参与 

連携企業 福冨 章 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長・茨木技術

研修センター長 

連携校 江本 久雄 福島工業高等専門学校 准教授 

連携校 辻野 和彦 福井工業高等専門学校 教授 

連携校 阿部 孝弘 福井工業高等専門学校 嘱託教授 

連携校 玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 

代表校 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター副センター長 

連携校 長谷川 雄基 香川高等専門学校 助教 

協力校 宮下 剛 長岡技術科学大学 准教授 

連携校 樋口 徹 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディ

ネーター 

連携校 東海林 壽朗 放送大学学園 企画係長 

10機関 14名 
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実務家教員育成研修プログラム開発部会 

カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

連携企業 

部会長 

田底 成智 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 

参与 

連携校 

副部会長 

玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 

連携企業 先本 勉 一般社団法人近畿建設協会 部長 

連携企業 佐溝 純一 西日本高速道路株式会社 橋梁担当部長 

連携企業 福冨 章 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長・茨木技術

研修センター長 

連携校 江本 久雄 福島工業高等専門学校 准教授 

連携校 宮㟢 靖大 長岡工業高等専門学校 准教授 

連携校 樋口 直也 福井工業高等専門学校 助教 

連携校 阿部 孝弘 福井工業高等専門学校 嘱託教授 

連携校 林 和彦 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 

協力校 岩崎 英治 長岡技術科学大学 教授 

９機関 11名 

 

人材育成・活用システム設計部会 

カテゴリ 氏 名 所 属 役 職 

関連企業 

部会長 

黒谷努 近畿建設協会 理事・技師長 

代表校 

副部会長 

玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 

連携企業 田底 成智 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 

参与 

連携校 江本 久雄 福島工業高等専門学校 准教授 

連携校 井林 康 長岡工業高等専門学校 教授 

連携校 辻野 和彦 福井工業高等専門学校 教授 

連携校 樋口 直也 福井工業高等専門学校 助教 

連携校 林 和彦 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 

協力機関 佐藤貴哉 （独）国立高等専門学校機構 研究総括参事 

地域連携機関  研究推進課  

9機関 10名 
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第６章 会議等の開催 

６．１ リカレント教育推進委員会 

（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育推進委員会（第１回） 

日 時 令和２年５月１９日（火）１３時３０分～１６時 

場 所 web会議での開催 

出席者（計21名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教 浅野 寛元 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教 白井 一義 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 丸山 聡 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 阿部 孝弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 宮川 清剛 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務課長 室渓 浩 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務係長 芦田 康弘 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 財務係長 南部 佳紀 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

林 和彦 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センター長 

入江 正樹 

委員 独立行政法人国立高等専門学校機構研究推進課 研究総括参事  佐藤 貴哉 
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議事次第 

 １．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

２．議事 

（１）高専ＲＥＩＭ事業実施内容・スケジュール 

   ・高専ＲＥＩＭ事業実施計画（５カ年） 

   ・高専ＲＥＩＭ令和２年度ＴＯＤＯ 

（２）リカレント教育プログラム開発方針 

   ・リカレント教育プログラム開発計画説明，及び，役割分担 

   ・専門特修講座の開発方針（各１０名） 

⇒橋梁長寿命化，構造物の詳細調査，施工技術と施工管理，建設ＩＣＴ 

⇒開発講座リーダーはプレゼン資料（ＰＰＴ）を準備してください。 

（３）実務家教員育成研修プログラム開発方針 

   ・実務家教員育成研修プログラム開発計画説明 

（４）地域連携体制の構築 

・京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会のこれまでの取り組みを共有 

・検討事項：構成組織，エリア設定，役割 

（５）経費執行について 

（６）その他共有事項 

・Facebookの情報提供依頼 

３．その他（今後の予定等） 

 ・令和２年５月２０日（水） 

専任教職員打合せ［２０２０年５月］＠ｗｅｂ会議 

 ・令和２年６月１９日（金） 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会 

＠キャンパスプラザ京都 第３会議室 

◆リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第１回）10:00～11:30 

◆実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第１回）13:00～15:30 

◆合同会議（令和２年度第１回）15:00～17:00 

 ・令和２年６月２２日（月）～２３日（火）or２７日（土）～２８日（日）調整中 

     ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】実証講座＠舞鶴高専 

 ・令和２年７月頃予定 

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第１回） 

＠メルパルク京都（予定） 

 ・令和２年７月頃予定 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

＠舞鶴高専（予定） 

 ・令和２年８月６日（木）～７日（金） 
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インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム２０２０ 

     ＠ハナミズキホール・花博記念ホール（花博記念講演鶴見緑地内） 

 ・令和２年１０月頃予定 

リカレント教育推進委員会（令和２年度第２回）＠舞鶴高専 orｗｅｂ 

 

・２０２０年度ｉＭｅｃ講習会開催予定 

講習会名 日程 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】 ６月１３日～１４日，６月２５日～２６日 

７月２日～３日，７月１１日～１２日 

８月１日～２日，９月１２日～１３日 

９月１４日～１５日，１０月１０日～１１日 

１０月２２日～２３日 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】 ８月２１日～２３日，８月３０日～９月１日 

９月４日～６日 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【舗装と防水層】 ２０１９年度分１回（延期中） 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【地盤と斜面】 １１月２７日～２９日（調整中） 

高専生インターンシップ ８月２４日～２８日 

以上 

 

  
写真6.1.1 舞鶴高専 内海校長挨拶       写真6.1.2 オンライン参加者 

 

  
写真6.1.3 会場風景           写真6.1.4 会場風景 

（表中敬称略） 

-91-



会議名 リカレント教育推進委員会（第２回） 
日 時 令和２年１２月１５日（火）～１７日（木） 
場 所 メール会議  

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

顧問 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 
委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 
委員 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 
顧問 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 
委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮㟢 靖大 
委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 
委員 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
委員 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
顧問 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 阿部 孝弘 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 樋口 直也 
委員 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 
委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 
副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 
教授 
センター長 

玉田 和也 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 
副センター長 

毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 事務部長兼総務課長 佐良 俊之 
委員 舞鶴工業高等専門学校総務課総務係 係長 芦田 康弘 
委員 舞鶴工業高等専門学校総務課財務係 係長 南部 佳紀 
顧問 香川高等専門学校 校長 安蘇 芳雄 
委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 
准教授 
センター長 

林 和彦 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 
社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 長谷川 雄基 

委員 香川高等専門学校 
社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 
副センター長 

入江 正樹 
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役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

委員 独立行政法人国立高等専門学校機構 研究

推進課 
研究総括参事 佐藤 貴哉 

 

議事次第 

 

１．リカレント教育プログラムの開発状況 

 （１）進捗状況について（報告） 

 ・2020年度リカレント教育プログラム開発状況 ・・・・・ 資料1-1-1 

 ・リカレント教育プログラム星取表   ・・・・・ 資料1-1-2 

 （２）実証講座と検証結果について（報告） 

 ・専門特修講座【橋梁長寿命化対策】   ・・・・・ 資料1-2-1 

 ・専門特修講座【構造物の詳細調査】   ・・・・・ 資料1-2-2 

 ・専門特修講座【施工技術と施工管理】  ・・・・・ 資料1-2-3 

（３）今後の開発について（審議） 

 ・専門特修講座【建設ICT】    ・・・・・ 資料1-3-1 

 ・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】  ・・・・・ 資料1-3-2 

２．実務家教員育成研修プログラムの開発状況 

 （１）進捗状況について（報告） 

 ・2020年度実務家教員育成研修プログラム開発状況 ・・・・・ 資料2-1 

 （２）開発計画の変更等について（審議） 

 ・実務家教員育成研修プログラム開発計画（修正案） ・・・・・ 資料2-2 

３．共同実施に関する申し合わせ 

 （１）KOSEN-REIM共同実施に関する申し合わせ案（審議） ・・・・・ 資料3 

４．令和２年度経費 

 （１）令和２年度経費執行状況調査（依頼）  ・・・・・ 資料4 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和２年１２月１７日（木）9:30～11:30 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議  

＠オンライン（会場：キャンパスプラザ京都第３会議室） 

・令和２年１２月１７日（木）13:30～17:00 

 ｉＭｅｃフォーラム2020 ＠オンライン（会場：キャンパスプラザ京都第２講義室） 

・令和３年１月２３日～２４日（土・日） 実証講座②【構造物の詳細調査】 ＠舞鶴高専 

・令和３年２月６日～７日（土・日） 実証講座②【橋梁長寿命化対策】 ＠舞鶴高専 

・令和３年２月１３日～１４日（土・日） 実証講座②【施工技術と施工管理】＠舞鶴高専 

・令和３年３月頃 

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会 
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リカレント教育推進委員会（令和 2年度第2回） 

議事のポイント 

 

この度は，メール会議にて短期間の審議依頼となりますこと，ご容赦・ご了承いただきたくお

願いいたします。議事のポイントをご参考に，会議資料についてご審議いただきますようお願い

申し上げます。 

 

 

１．リカレント教育プログラムの開発状況 

 リカレント教育プログラムの開発は順調に進捗しています。 

 今年度開発の3つの専門特修講座について，実証講座の実施状況と検証結果の報告内容につ

いてご一読お願いします。 

 専門特修講座【建設ICT】について，開発メンバー（案），及び，開発の進め方（案）につい

て承認・意見をお願いします。 

 橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】について，開発メンバー（案），及び，開発の進め方（案）

について承認・意見をお願いします。 

 

２．実務家教員育成研修プログラムの開発状況 

 実務家教員育成研修プログラムの開発が遅れています。このため，実証講座の公募時期と開

講時期を2ヵ月程度後ろ倒しとすること，ご了承いただきたくお願いします。 

 ウイズ・コロナを念頭にオンライン対応可能なプログラムを検討することについて意見をお

願いします。 

 

３．共同実施に関する申し合わせ 

 KOSEN-REIM共同実施に関する申し合わせ案について，本委員会で承認をいただきますようお

願いします。 

 

４．令和2年度経費 

 令和2年度経費執行状況調査を本委員会において依頼します。12月22日（火）までに対応い

ただきますようお願いします。 

以上 
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（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育推進委員会（第３回） 

日 時 令和３年３月９日（火）１３時３０分～１５時３０分 

場 所 舞鶴工業高等専門学校４Ｆ大会議室 及び オンライン  

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

顧問 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授 江本 久雄 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教 浅野 寛元 

顧問 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教 白井 一義 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 特命助教 丸山 聡 

顧問 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 嘱託教授 阿部 孝弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 辻野 和彦 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教 樋口 直也 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 事務部長兼 
総務課長 

佐良 俊之 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務係長 芦田 康弘 

委員 香川高等専門学校 校長 安蘇 芳雄 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

センター長 

林 和彦 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 長谷川 雄基 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

助教 

副センター長 

入江 正樹 

委員 独立行政法人国立高等専門学校機構研究推進課 研究総括参事  佐藤 貴哉 
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議事次第 

 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

 

２．議事 

（１）ＫＯＳＥＮ-ＲＥＩＭ事業全体の進捗状況について（報告） 

  ・令和２年度ＴＯＤＯ         …… 資料1 

（２）リカレント教育プログラムの開発状況 

  ・検証対象と検証方法         …… 資料2 

  ・検証経過と対応状況について（報告） 

① 専門特修講座【橋梁長寿命化対策】       …… 資料3-1 

② 専門特修講座【構造物の詳細調査】       …… 資料3-2 

③ 専門特修講座【施工技術と施工管理】      …… 資料3-3 

  ・開発概要について（審議） 

専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況      …… 資料4-1 

専橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発方針（案）      …… 資料4-2 

（３）実務家教員育成研修プログラムの開発状況 

  ・実務家教員育成研修プログラムの概要について（審議） 

実務家教員育成研修プログラム パンフレット（案）        …… 資料5-1 

実務家教員育成研修プログラム シラバス（案）       …… 資料5-2 

  ・実務家教員育成研修プログラムの受講者の推薦について（審議） 

 実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）受講者募集要項（案） 

               …… 資料6 

（４）各高専からの報告（報告） 

  ・リカレント教育実施環境整備，地域連携体制の構築状況 等 

福島工業高等専門学校       …… 資料7-1 

長岡工業高等専門学校        …… 資料7-2 

福井工業高等専門学校       …… 資料7-3 

香川高等専門学校        …… 資料7-4 

（５）令和２年度経費執行について（報告） 

・分担金変更額,各高専の経費執行状況と自己収入(自己負担額)    …… 資料8 

（６）令和３年度事業開始日及び補助金交付内定手続きについて（報告） 

  ・令和３年度事業開始日 令和３年４月１日（木） 

  ・令和３年度研究拠点形成費等補助金調書          …… 資料9 

（７）令和３年度事業実施計画（審議） 

・会議・講習会開催計画（案）       …… 資料10 
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３．その他（今後の予定等） 

・令和３年３月１１日（木） ＠オンライン 

 10:00～11:30 リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

13:30～15:00 実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

・令和３年３月１２日（金） ＠対面・オンライン併用予定 

 10:30～12:00 人材育成・活用システム設計部会（令和２年度第１回） 

13:30～15:30 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和２年度第３回） 

・令和３年３月１８日（木）14:30～17:00 ＠対面・オンライン併用予定 

 外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第５回） 

・令和３年３月２０日（土・祝）10:00～17:00 ＠オンライン 

 大学改革を担う実務家教員フェア２０２１（第２回） 

・令和３年３月２３日（火）13:30～16:30 ＠舞鶴高専 

 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

・令和３年３月中旬～下旬 ＠オンライン ※別日開催予定 

 検証会【構造物の詳細調査，橋梁長寿命化対策，施工技術と施工管理】 

 ・令和３年５月頃予定 

リカレント教育推進委員会（令和３年度第１回）＠オンライン 

 ・令和３年５月頃予定 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会＠対面・オンライン 

以上 

 

  
写真6.1.5 舞鶴高専 内海校長挨拶          写真6.1.6 会場風景 

 

 

写真6.1.7 オンライン参加者 
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６．２ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議 

（表中敬称略） 

会議名 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（第１回） 

日 時 令和２年６月１９日（金）15:00～17:00 

場 所 キャンパスプラザ京都 第３会議室 

出席者（計18名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 理事長 霜上 民生 
連携企業 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
連携企業 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
連携企業 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長（茨木技術

研修センター長） 
福冨 章 

連携企業 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

連携企業 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 廣瀬 彰則 

連携校 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 教授、学長補佐（高専連携担

当） 
武田 雅敏 

地域連携機

関 
京都府北部社会基盤メンテナン

ス推進協議会 
副会長（京都府中丹広域振興

局建設部長） 
八田 直哉 

地域連携機

関 
京都府北部社会基盤メンテナン

ス推進協議会 
京都府中丹東土木事務所 

主査 
木野 真一郎 
（オブザーバ） 

地域連携機

関 
京都府北部社会基盤メンテナン

ス推進協議会 
副会長（舞鶴市建設部長） 矢谷 明也 

オンライン出席（計21名） 

連携校 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 
連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 江本 久雄 

-98-



役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
連携校 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康 
連携校 長岡工業高等専門学校 准教授 陽田 修 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
連携校 福井工業高等専門学校 助教 樋口 直也 
連携校 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 准教授 毛利 聡 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 総務課長 室渓 浩 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 総務係長 芦田 康弘 
連携校 香川高等専門学校 校長 安蘇 芳雄 
連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

連携校 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
協力機関 独立行政法人国立高等専門学校

機構 
研究総括参事 佐藤 貴哉 

連携校 放送大学学園 副学長 池田 龍彦 
連携校 放送大学学園 オンライン教育センター

長・教授 
近藤 智嗣 

連携校 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディ

ネーター 
樋口 徹 

協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 教授 岩崎 英治 
議事次第 

 

１． 挨拶 

 （１）議長挨拶  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 （２）挨拶    霜上 民生様 

 

２．今年度の事業概要と昨年度の成果 

 （１）事業実施計画 

 （２）リカレント教育拠点整備 

 

３．各部会からの報告 

 （１）リカレント教育プログラム開発部会の報告 

 （２）実務家教員育成研修プログラム開発部会の報告 

 

 

-99-



 

４．創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム（運営拠点取組紹介） 

  運営拠点代表校：東北大学高等教養教育・学生支援機構大学教育支援センター 

５．高専におけるインフラメンテナンス人材育成の推進に向けて（意見交換） 

 ＜テーマ＞ 

・リカレント教育プログラムの普及と受講促進について 

・実務家教員候補者の発掘について 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和２年６月１９日（金） 

10:00～11:30 リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第１回） 

13:00～14:30 実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第１回） 

・令和２年７月頃予定 

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第１回） 

・令和２年８月６日（木）～７日（金） 

 インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム２０２０ 

 ＠ハナミズキホール・花博記念ホール（花博記念講演鶴見緑地内） 

・令和２年１２月１７日（木）13:30～17:00 

 ｉＭｅｃフォーラム２０２０ ＠キャンパスプラザ京都 

 ※午前中にＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議を開催予定 

以上 

 

  

写真6.2.1 舞鶴高専 内海校長挨拶       写真6.2.2 霜上理事長挨拶 

  

写真6.2.3 会場風景            写真6.2.4 意見交換の様子 
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（表中敬称略） 

会議名 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（第２回） 

日 時 令和２年１２月１７日（木）9:30～11:30 

場 所 キャンパスプラザ京都 第３会議室及びオンライン 

出席者（計10名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 黒谷 努 
連携企業 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
連携企業 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長（茨木技術

研修センター長） 
福冨 章 

連携企業 一般社団法人建設コンサルタンツ

協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育副センター長 
毛利 聡 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 

オンライン出席者（計26名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
連携企業 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 
連携校 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 
連携校 福島工業高等専門学校 准教授 江本  久雄 
連携校 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
連携校 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康 
連携校 長岡工業高等専門学校 准教授 宮㟢 靖大 
連携校 長岡工業高等専門学校 准教授 陽田 修 
連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
連携校 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 事務部長兼総務課長 佐良 俊之 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 総務係長 芦田 康弘 
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連携校 香川高等専門学校 校長 安蘇 芳雄 
役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

連携校 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

連携校 放送大学学園 副学長 池田 龍彦 
連携校 放送大学学園 オンライン教育センター

長・教授 
近藤 智嗣 

連携校 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディ

ネーター 
樋口 徹 

協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 教授，学長補佐（高専連携担

当） 
武田 雅敏 

協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 教授 岩崎 英治 
議事次第 

 

１．議長挨拶  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 ・ｉＭｅｃフォーラム2020リーフレット  ・・・・・ 資料1 

 

２．リカレント教育プログラムの開発状況 

 （１）進捗状況について（報告） 

 ・2020年度リカレント教育プログラム開発状況  ・・・・・ 資料2-1 

 

 （２）実証講座と検証結果について（報告） 

 ・専門特修講座【橋梁長寿命化対策】   ・・・・・ 資料2-2-1 

 ・専門特修講座【構造物の詳細調査】   ・・・・・ 資料2-2-2 

 ・専門特修講座【施工技術と施工管理】  ・・・・・ 資料2-2-3 

 

（３）今後の開発について（審議） 

 ・専門特修講座【建設ICT】    ・・・・・ 資料2-3-1 

 ・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】  ・・・・・ 資料2-3-2 

 

３．実務家教員育成研修プログラムの開発状況 

 （１）進捗状況について（報告） 

 ・2020年度実務家教員育成研修プログラム開発状況 ・・・・・ 資料3-1 

 （２）開発計画の変更等について（審議） 

 ・実務家教員育成研修プログラム開発計画（修正案） ・・・・・ 資料3-2 
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４．人材育成・活用システム設計部会の体制構築 

・人材育成・活用システム設計部会の委員推薦依頼      ・・・・・ 資料4 

５．意見交換 

・ＫＯＳＥＮ－ＲＥＩＭ事業の広報について  ・・・・・ 資料5 

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和２年１２月１７日（木）13:30～17:00 

 ｉＭｅｃフォーラム2020 ＠オンライン（会場：キャンパスプラザ京都第２講義室） 

・令和３年１月２３日～２４日（土・日） 実証講座②【構造物の詳細調査】 ＠舞鶴高専 

・令和３年２月６日～７日（土・日） 実証講座②【橋梁長寿命化対策】 ＠舞鶴高専 

・令和３年２月１３日～１４日（土・日） 実証講座②【施工技術と施工管理】＠舞鶴高専 

・令和３年３月頃 

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会 

以上 

 
 

  
写真6.2.5 舞鶴高専 内海校長挨拶        写真6.2.6 会場風景 

  
写真6.2.7 会場風景            写真6.2.8 会場風景 
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（表中敬称略） 

会議名 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（第３回） 

日 時 令和３年３月１２日（金）１３時３０分～１５時３０分 

場 所 メルパルク京都 研修室５ 

出席者（計9名） 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 黒谷 努 
連携企業 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
連携企業 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 
連携企業 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 
玉田 和也 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 准教授 毛利 聡 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 

オンライン出席（計25名） 

連携企業 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長（茨木技術研

修センター長） 
福冨 章 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
連携校 福島工業高等専門学校 校長 山下 治 
連携校 福島工業高等専門学校 准教授 江本  久雄 
連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
連携校 長岡工業高等専門学校 校長 原田 信弘 
連携校 長岡工業高等専門学校 准教授 陽田 修 
連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 
連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
連携校 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 総務係長 芦田 康弘 
連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
林 和彦 

連携校 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス教

育センター副センター長 
入江 正樹 
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役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携校 放送大学学園 副学長 池田 龍彦 
連携校 放送大学学園 オンライン教育センター長・教

授 
近藤 智嗣 

連携校 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディネ

ーター 
東海林 壽朗 

協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 教授，学長補佐（高専連携担当） 武田 雅敏 
協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 教授 岩崎 英治 
協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 准教授 宮下 剛 
地域連携機

関 
京都府北部社会基盤メンテナン

ス推進協議会 
副会長（京都府中丹広域振興局

建設部長） 
八田 直哉 

地域連携機

関 
京都府北部社会基盤メンテナン

ス推進協議会 
"京都府中丹東土木事務所 
企画調整課課長補佐兼係長" 

木野 真一郎 

議事次第 

・今年度の事業成果 

・各部会からの報告 

 （１）リカレント教育プログラム開発部会 

 （２）実務家教員育成研修プログラム開発部会 

 （３）人材育成・活用システム設計部会 

・意見交換（テーマ未定） 

・今後のスケジュール など 

  
写真6.2.9 舞鶴高専 内海校長挨拶        写真6.2.10 会場風景 

  

写真6.2.11 会場風景           写真6.2.12 意見交換の様子 
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６．３ リカレント教育プログラム開発部会 

（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育プログラム開発部会（第１回） 

日 時 令和２年６月１９日（金）10:00～11:30 

場 所 キャンパスプラザ京都 第３会議室 

出席者（計8名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
連携企業 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 
連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 
玉田 和也 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス教

育センター副センター長 
入江 正樹 

オンライン出席者（計10名） 

連携企業 一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 廣瀬 彰則 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
連携校 長岡工業高等専門学校 准教授 陽田 修 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
連携校 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
毛利 聡 

連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
林 和彦 

連携校 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
連携校 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディネ

ーター 
樋口 徹 

議事次第 

 

１．趣旨説明    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長の選出 

３．リカレント教育プログラムの開発について 

（１）リカレント教育プログラム体系（全体） 
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（２）専門特修講座開発スケジュール 

（３）専門特修講座開発方針 

- １ 専門特修講座【橋梁長寿命化対策】 

- ２ 専門特修講座【構造物の詳細調査】 

- ３ 専門特修講座【施工技術と施工管理】 

- ４ 専門特修講座【建設ＩＣＴ】 

４．実証講座の開催について 

（１）ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】実証講座の開催概要 

５．まとめ 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和２年６月１９日（金） 

13:00～14:30 実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第１回） 

15:00～17:00 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和２年度第１回） 

・令和２年７月頃予定 

 外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第１回） 

・令和２年８月６日（木）～７日（金） 

 インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム２０２０ 

 ＠ハナミズキホール・花博記念ホール（花博記念講演鶴見緑地内） 

・令和２年１２月１７日（木） 

 ｉＭｅｃフォーラム２０２０ ＠キャンパスプラザ京都 

 ※午前中にＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議を開催予定 

以上 

 

  
写真6.3.1 舞鶴高専 玉田先生趣旨説明    写真6.3.2 佐溝部会長挨拶 

  
写真6.3.3 会場風景          写真6.3.4 意見交換の様子 
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（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育プログラム開発部会（第２回） 

日 時 令和３年３月１１日（木）１０時～１１時３０分 

場 所 オンライン（Zoomミーティング） 

出席者 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室 篤史 
連携企業 
部会長 

西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 

連携企業 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長（茨木技術研

修センター長） 
福冨 章 

連携校 
副部会長 

長岡工業高等専門学校 准教授 陽田 修 

連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
連携校 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 
玉田 和也 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
毛利 聡 

連携校 香川高等専門学校 助教 長谷川 雄基 
協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 准教授 宮下 剛 
連携校 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディネ

ーター 
東海林 壽朗 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス教

育センター副センター長 
入江 正樹 

議事次第 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長挨拶  西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 様 

３．リカレント教育プログラムの検証について（報告） 

・検証対象と検証方法     …… 資料1 

・検証経過と対応状況 

① 専門特修講座【橋梁長寿命化対策】   …… 資料2-1 
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② 専門特修講座【構造物の詳細調査】   …… 資料2-2 

③ 専門特修講座【施工技術と施工管理】   …… 資料2-3 

４．リカレント教育プログラムの開発について（審議） 

・専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況   …… 資料3 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発方針（案） …… 資料4 

５．リカレント教育プログラム開催計画について（審議） 

 ・2021年度リカレント教育プログラム開催計画（案）  …… 資料5 

６．まとめ 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和３年３月１１日（木）13:30～15:00 ＠オンライン 

 実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

・令和３年３月１２日（金）10:30～12:00 ＠対面・オンライン併用 

 人材育成・活用システム設計部会（令和２年度第１回） 

・令和３年３月１２日（金）13:30～15:30 ＠対面・オンライン併用 

 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和２年度第３回） 

・令和３年３月１８日（木）14:30～17:00 ＠対面・オンライン併用予定 

 外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第５回） 

・令和３年３月２０日（土・祝）10:00～17:00 ＠オンライン 

   大学改革を担う実務家教員フェア２０２１（第２回） 

・令和３年３月２３日（火）13:30～16:30 ＠舞鶴高専 

 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

・令和３年５月頃予定 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会＠対面・オンライン 

 以上 

  
写真6.3.5 佐溝部会長挨拶          写真6.3.6 会場風景 

 

 

写真6.3.7 オンライン参加者 
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６．４ 実務家教員育成研修プログラム開発部会 

（表中敬称略） 

会議名 実務家教員育成研修プログラム開発部会（第１回） 

日 時 令和２年６月１９日（金）13:00～14:30 

場 所 キャンパスプラザ京都 第３会議室 

出席者（計9名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
連携企業 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長（茨木技術

研修センター長） 
福冨 章 

連携企業 一般社団法人建設コンサルタンツ

協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

オンライン出席（計7名） 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
連携校 福井工業高等専門学校 助教 樋口 直也 

連携校 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

連携校 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディ

ネーター 
樋口 徹 

議事次第 

 

１．趣旨説明    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長の選出 
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３．実務家教員育成研修プログラムの開発について 

（１）実務家教員の定義と受講資格 

（２）実務家教員育成研修プログラム開発方針 

（３）実務家教員育成研修プログラム開発スケジュール 

４．実務家教員の活用について 

 

５．まとめ 

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和２年６月１９日（金） 

10:00～11:30 リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第１回） 

15:00～17:00 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和２年度第１回） 

・令和２年７月頃予定 

 外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第１回） 

・令和２年８月６日（木）～７日（金） 

 インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム２０２０ 

 ＠ハナミズキホール・花博記念ホール（花博記念講演鶴見緑地内） 

・令和２年１２月１７日（木） 

 ｉＭｅｃフォーラム２０２０ ＠キャンパスプラザ京都 

 ※午前中にＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議を開催予定 

以上 

 

 

  
写真6.4.1 田底部会長挨拶     写真6.4.2 舞鶴高専 玉田先生趣旨説明 

  
写真6.4.3 意見交換の様子         写真6.4.4 会場風景 
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（表中敬称略） 

会議名 実務家教員育成研修プログラム開発部会（第２回） 

日 時 令和３年３月１１日（木）１３時３０分～１５時 

場 所 オンライン（Zoom ミーティング） 

出席者 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本 勉 
連携企業 
部会長 

一般社団法人建設コンサルタンツ

協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

連携企業 西日本高速道路株式会社 関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 
連携企業 西日本高速道路株式会社 技術研修担当課長（茨木技術

研修センター長） 
福冨 章 

連携校 福井工業高等専門学校 助教 樋口 直也 

連携校 福井工業高等専門学校 嘱託教授 阿部 孝弘 
代表校 
副部会長 

舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
玉田 和也 

連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

協力校 国立大学法人長岡技術科学大学 教授 岩崎 英治 
連携校 放送大学学園 課長補佐，社会連携コーディ

ネーター 
東海林 壽朗 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 
連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
入江 正樹 

議事次第 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長挨拶  （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様 

 

３．実務家教員育成研修プログラムの概要について（審議） 

・実務家教員育成研修プログラム パンフレット（案）  …… 資料1 

・実務家教員育成研修プログラム シラバス（案）  …… 資料2 
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４．実務家教員育成研修プログラムの受講者の推薦について（審議） 

・実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）受講者募集要項（案）…… 資料3 

 

５．まとめ 

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和３年３月１１日（木）10:00～11:30 ＠オンライン 

 リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

・令和３年３月１２日（金）10:30～12:00 ＠対面・オンライン併用 

 人材育成・活用システム設計部会（令和２年度第１回） 

・令和３年３月１２日（金）13:30～15:30 ＠対面・オンライン併用 

 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和２年度第３回） 

・令和３年３月１８日（木）14:30～17:00 ＠対面・オンライン併用予定 

 外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第５回） 

・令和３年３月２０日（土・祝）10:00～17:00 ＠オンライン 

   大学改革を担う実務家教員フェア２０２１（第２回） 

・令和３年３月２３日（火）13:30～16:30 ＠舞鶴高専 

 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

・令和３年５月頃予定 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会＠対面・オンライン 

 

以上 

 

  

写真6.4.5 田底 部会長挨拶           写真6.4.6  玉田副部会長挨拶 

  

写真6.4.7 オンライン参加者         写真6.4.8 会場風景 
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６．５ 人材育成・活用システム設計部会 

（表中敬称略） 

会議名 人材育成・活用システム設計部会（令和２年度第１回） 

日 時 令和３年３月１２日（金）10:30-12:00 

場 所 メルパルク京都研修室５及びオンライン 

出席者（6名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

関連企業 
（部会長） 

近畿建設協会 理事・技師長 黒谷努 

連携企業 一般社団法人建設コンサルタ

ンツ協会近畿支部 
参与（建コン協近畿） 田底 成智 

代表校 
（副部会長） 

舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長 
玉田 和也 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長 
毛利 聡 

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 
代表校 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐 掛 園恵 

オンライン出席（10名） 

地域連携機関 京都府北部社会基盤メンテナ

ンス推進協議会 
副会長（京都府中丹広域振興局

建設部長） 
八田 直哉 

連携校 福島工業高等専門学校 准教授 江本 久雄 
連携校 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康 
連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦 
連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長 
林 和彦 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義 
連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡 
連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛 

連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス教

育センター副センター長 
入江 正樹 

議事次第 

 

１．趣旨説明   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長の選出 

 ・人材育成・活用システム設計部会メンバー表  …… 資料1 
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３．新組織（公益法人等）設立の目的と役割について 

・新組織（公益法人等）設立の目的と役割について  …… 資料2 

 

４．まとめ 

 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和３年３月１１日（木）10:00～11:30 ＠オンライン 

 リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

・令和３年３月１１日（木）13:30～15:00 ＠オンライン 

 実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

・令和３年３月１２日（金）13:30～15:30 ＠対面・オンライン併用 

 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和２年度第３回） 

・令和３年３月１８日（木）14:30～17:00 ＠対面・オンライン併用予定 

 外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第５回） 

・令和３年３月２０日（土・祝）10:00～17:00 ＠オンライン 

   大学改革を担う実務家教員フェア２０２１（第２回） 

・令和３年３月２３日（火）13:30～16:30 ＠舞鶴高専 

 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

・令和３年５月頃予定 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会＠対面・オンライン 

以上 

 

 

  
写真6.5.1 黒谷部会長挨拶       写真6.5.2 玉田副部会長挨拶 

  
写真6.5.3 意見交換の様子        写真6.5.4 会場風景 
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６．６ ｉＭｅｃフォーラム２０２０ 

（表中敬称略） 

会議名 ｉＭｅｃフォーラム２０２０ 

日 時 令和２年１２月１７日（金）１３：３０～１７：００ 

場 所 キャンパスプラザ京都 第２講義室 

出席者 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

基調講演 一般財団法人首都高速道路技術センター 上席研究員 髙木 千太郎 

パネリスト 国土交通省近畿地方整備局道路部 道路保全企画官 吉津 宏夫 

パネリスト 一般財団法人京都技術サポートセンター 理事長 大石 耕造 

パネリスト 
大日コンサルタント株式会社 

コンサルタント事業部 

部長 細江 育男 

挨拶 
舞鶴工業高等専門学校  校長 内海 康雄 

（オンライン） 

まとめ 京都府建設交通部道路建設課 課長 堀本 恒秀 

主催・ 

パネリスト 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

主催 
舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

准教授 

副センター長 

毛利 聡 

主催・ 

活動報告 

舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子 

主催 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛 園恵 

主催 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 大田 誠 

主催 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 坂谷 真唯 

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 寛元 

共催 京都府建設交通部道路建設課 主幹兼係長 田村 猛 

共催 京都府建設交通部道路建設課 主査 寺岡 毅 

共催 京都府建設交通部道路建設課 主任 廣瀬 遼平 

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 技術部部長 先本 勉 

連携企業 一般社団法人建設コンサルタンツ協会近

畿支部 

参与 田底 成智 

地域連携 京都府中丹東土木事務所 主査 木野 真一郎 

地域連携 一般財団法人京都技術サポートセンター

土木課 

課長 小松 吉則 

その他 オンライン参加者 213名  
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（１）挨拶 

舞鶴工業高等専門学校 社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田 和也 

舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

（２）基調講演 

『法制度化された定期点検とメンテナンス』 

一般財団法人首都高速道路技術センター 上席研究員 髙木 千太郎 氏 

（３）舞鶴高専 社会基盤メンテナンス教育センター ２０２０年度活動報告 

社会基盤メンテナンス教育センター 特命准教授 嶋田 知子 

（４）パネルディスカッション 

『定期点検を活かす～想定外の変状を見抜くには～』 

パネリスト 

・一般財団法人首都高速道路技術センター 上席研究員 髙木 千太郎 氏（基調講演登壇者） 

・国土交通省近畿地方整備局 道路部 道路保全企画官 吉津 宏夫 氏 

・一般財団法人京都技術サポートセンター 理事長 大石 耕造 氏 

・大日コンサルタント株式会社 コンサルタント事業部 部長 細江 育男 氏 

コーディネータ 

  舞鶴高専 社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田和也 

（５）フォーラム全体のまとめ 

京都府建設交通部 道路建設課 課長 堀本 恒秀 氏 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真6.6.1 髙木氏による基調講演     写真6.6.2 舞鶴高専 内海校長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真6.6.3 舞鶴高専ｉＭｅｃ活動報告     写真6.6.4 吉津氏による話題提供 
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写真6.6.5 大石氏による話題提供      写真6.6.6 細江氏による話題提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真6.6.7 パネルディスカッション       写真6.6.8 堀本氏によるまとめ 

 

 

 ★参加者のアンケート結果 

 

図6.6.1 ｉＭｅｃフォーラム２０２０を知ったきっかけ 
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図6.6.2 ｉＭｅｃフォーラム２０２０に参加しようと思った理由 

 

 

 

図6.6.3 ｉＭｅｃフォーラム２０２０の各プログラムについての感想 ①全体 
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図6.6.4 ｉＭｅｃフォーラム２０２０の各プログラムについての感想 ②基調講演 

 

 

 

図6.6.5 ｉＭｅｃフォーラム２０２０の各プログラムについての感想 ③活動報告 
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図6.6.6 ｉＭｅｃフォーラム２０２０の各プログラムについての感想 

④パネルディスカッション 

 

 

図6.6.7 回答者情報 ①年齢 

  

-121-



 

 

図6.6.8 回答者情報 ②所属 

 

 

 

図6.6.9 回答者情報 ③勤務地 
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図6.6.10 ｉＭｅｃフォーラム２０２０ ポスター 
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６．７ 大学改革を担う実務家教員フェア２０２１ 

（表中敬称略） 

会議名 大学改革を担う実務家教員フェア２０２１ 

日 時 令和３年３月２０日（土）10:00-17:30 

場 所 オンライン 

出席者 舞鶴工業高等専門学校 教授 玉田 和也，特命准教授 嶋田 知子 

≪プログラム≫ 

10:00-10:20開会 

10:20-12:00第 1部：日本実務教育学会設立記念シンポジウム 

「実務家教員と研究者教員の境界線はどこにあるのか？」 

13:00-16:00第 2部：大学教員を目指す社会人のための基礎講座 

16:15-17:30第 3部：「実務家教員育成プログラム」受講のススメ 

①東北大ルーム：産学連携教育イノベーター育成プログラム 

②名市大ルーム：進化型実務家教員養成プログラム 

③社会情報大ルーム：実務家教員養成課程 

④舞鶴高専ルーム：実務家教員育成研修プログラム 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインセッション状況  
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-126-



第７章 地域連携体制の構築 

７．１ 福島工業高等専門学校 

７．１．１ 地域連携体制の構築状況 

 2020年8月に，公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構（以下，イノベ機構）

と下記の連携協定を締結した。 

 

 「福島ロボットテストフィールドを活用した社会基盤メンテナンスに関する研究開発及び 

人材育成並び福島イノベーション・コースト構想の推進に関する連携協定」 

  

 福島RTFには，インフラ点検・災害対応エリアがある。そのエリアは，ロボットによるインフラ

点検と災害対応のために整備された試験場である。劣化が再現されている試験用橋梁やトンネル等

が建設されている。実物劣化教材をそのような福島 RTFのフィールド内に設置することで，社会基

盤メンテナンスの実践的な技術者の養成や研究開発に利活用されることが期待できる。 

本協定は，福島RTFを活用した福島イノベーション・コースト構想の推進に大きく寄与すること

を目的としている。 

 

                            連携協定締結式は2020年8月19日

に行われ，福島民報に取り上げられて

いる。当日，協定締結の記念として，

江本准教授による特別講座も開催した。

特別講演は，座学と実物劣化教材を用

いた実習授業を実施した。図7.1.1に

は連携締結時の新聞記事を，写真

7.1.1に，連携協定時の写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.1.1 連携締結時の新聞記事 

 

（a）締結式記事 

福島民報 

2020年 8月 20日 

（b）実習授業記事 福島民報 2020年 8月 21日 
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（a）締結式時              （b）特別講演座学  

 

  

 （c）特別講演実習授業1           （d）特別演習実習授業2 

写真7.1.1 連携協定時の写真 

 

７．１．２ 今後の活動方針 

地域の連携体制構築のために，いわき市を中心として協議会設立を予定している。また，福島ME，

ふくしまインフラメンテナンス技術者教育協議会と協議を計画する。 
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７．２ 長岡工業高等専門学校 

７．２．１ 地域連携体制の構築状況 

 令和2年度中に地域協議会を発足することを目標に，4月から関係先への事業内容説明と協力要請

を開始した。その中で，新潟には「ME新潟」のしくみがあることから，それとの関係性を問われる

ことが多かったが，REIMは「初学者から学べるステップアップ型であること」「eラーニングと講習

会を組み合わせ，拘束時間を最小としていること」「国交省登録資格が得られること」からMEと住

み分けは可能と説明し，理解をしていただけた。 

 協議会の対象地域は，地域に密着した活動とするため，新潟県長岡地域振興局および管内の4市町

（長岡市，見附市，小千谷市，出雲崎町）とした。上記の各自治体と当地域のインフラメンテナン

スに関わりのある民間団体（建設業，建設コンサルタント）で協議会を形成し，さらにアドバイザ

ーを国交省北陸地方整備局と長岡技術科学大学に依頼することとし，表7.2.1のような構成メンバー

を内定した。なお名称は，人材育成に重きを置く立場から，「長岡地域社会基盤メンテナンス教育

推進協議会」とした。 

 

表7.2.1 長岡地域社会基盤メンテナンス教育推進協議会 委員（案） 

種別 所属 役職 

委員(学術) 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 教授 

 同 准教授 

 同 准教授 

委員(行政) 新潟県 長岡地域振興局 地域整備部 部長 

長岡市 土木部 部長 

見附市 建設課 課長 

小千谷市 建設課 課長 

出雲崎町 建設課 課長 

委員(民間) (一社)新潟県建設業協会 長岡支部 支部長 

(一社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部 支部長 

アドバイザー 国土交通省 北陸地方整備局 企画部 環境調整官 

長岡技術科学大学 環境社会基盤工学専攻 教授 

 

 協議会発足に先立ち，令和3年1月20日に設立準備会を開催した。準備会はアドバイザーを除く各

機関の連絡担当者（幹事）に出席いただき，協議会参加の正式依頼と会則（案）の審議依頼，各機

関が抱えるインフラメンテナンスの課題や人材育成の課題に関するアンケートの依頼を行った。 
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写真7.2.1 長岡地域社会基盤メンテナンス教育推進協議会 設立準備会 

 

 会則（案）は以下に示すようなものである（2021年3月時点）。 

 

長岡地域社会基盤メンテナンス教育推進協議会 会則（案） 

 

１．目的 

 長岡地域社会基盤メンテナンス教育推進協議会（以下，本会）は，長岡市を中心とする地域にお

いて，社会基盤メンテナンスに関わる産官学が協力し，当該分野の人材育成を推進していくための

諸問題を協議することを目的とする。 

 

２．事務局所在地 

 本会の事務局は，長岡工業高等専門学校内に置く。 

 

３．構成 

 本会は産官学のメンバーから，以下の資格をもって構成する。 

 ・会長 ・副会長 ・委員（行政，民間，学術） 

 ・アドバイザー（国，大学） 

 

４．活動内容 

 本会の活動内容は以下のとおりとする。 

 ・長岡高専が運営する社会基盤メンテナンスのためのリカレント教育事業（通称：REIM[レイム]）

に対する，地域ニーズの洗い出し，講習運営への要望・アドバイス。 

 ・REIM実証講座へのモニター派遣，本講座への受講促進の働きかけ。 

 ・REIM教材拡充のための協力（橋梁撤去の情報提供など）。 

 ・地域における社会基盤メンテナンスの課題，担い手育成のための課題の共有，協議。 

 

５．活動頻度 

 １年に２～３回の会議開催 
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６．活動期間 

 令和3年度より開始。活動期限は特に定めず，各年度で参加を募る。 

 

７．費用 

 参加費は無料とする。ただし本会運営において必要性がある場合は別途取り決める。なお会議参

加に伴う交通費等の実費は，参加者負担とする。 

 

８．その他 

 本則に記載のない事項については，別途定める。 

 

 なお，本則は令和 ３年  ５月 ２５日から有効とする。 

 

７．２．２ 今後の活動方針 

 協議会本会は令和3年5月に開催し，その際に会則の審議およびアンケートに対する意見交換を行

う予定である。その後は年に1回の本会，1～2回の幹事会を行い，実証講座への協力依頼や評価検証，

地域に根差した人材育成の活動を行っていく予定である。 
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７．３ 福井工業高等専門学校 

７．３．１ 地域連携体制の構築状況 

現在，福井県における地域連携体制を構築するために福井県社会基盤メンテナンス推進協議会（以

下，協議会）の設置に向けて準備を進めている。この協議会は，福井県内に所在する産官学の関係

機関で構成する。その目的は，プロジェクト遂行のための地域ニーズ等の調査，橋梁メンテナンス

技術者育成カリキュラムの開発における実証・検証への参加，および本事業成果の普及・活用等を

行うことを協議することである。 

協議会の組織図（案）を図7.3.1に示す。会長には福井高専校長，副会長には，福井県道路メンテ

ナンス会議副会長を挙げている。また，委員として福井県測量設計業協会副会長，福井県コンクリ

ート診断士会会長，福井県建設業協会業務課長，福井県建設技術公社専務理事に打診し内諾を得て

いる。3月中に各所属に挨拶に伺い，対面で趣旨説明を行う。第一回の協議会は，令和3年4月下旬も

しくは5月上旬に開催する予定である。協議会の開催要領（案）を図7.3.2に示す。 

 

 

図7.3.1 福井県社会基盤メンテナンス推進協議会の組織図（案） 

 

７．３．２ 今後の活動方針 

今後の活動方針として，福井県社会基盤メンテナンス推進協議会を年に 2回実施し，福井県の建

設技術者から地域のニーズ調査等を行って福井県版社会基盤メンテナンス教育プロジェクトを推進

して行くことが挙げられる。その他，実習フィールドの整備や令和4年度以降の講座実施に向けた

活動を行う。 

令和元年度，主幹校である舞鶴高専に集められた劣化教材が本校に運搬され，実習フィールドを

整備した。令和4年度から各高専で実施する各種講座に向けて，福井県に架けられていた橋梁を準

備したいと考えている。県内の架け替え予定の橋梁に関する情報を収集したところ，福井県道路保

全課から情報提供を頂くことができたため，令和3年2月10日に現地視察を行った。福井県管理の

A橋は1955年に架橋されたものであり，現在では 66年が経過している。 
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図7.3.2 福井県社会基盤メンテナンス推進協議会 開催要領（案） 

 

A 橋の現地の様子を図 7.3.3 に示す。(A)図は支間中央付近，(B)図は支点付近の劣化の様子であ

る。桁下面のかぶりコンクリートが剥落し，鉄筋の腐食もかなり進行している。排水に支障をきた

しており，凍結防止剤を含んだ水が地覆から桁に伝わって流れている。また，(C)図を見ると，外桁

の損傷がひどく，中桁にはあまり損傷が見られなかった。(D)図は橋台とその奥行方向の様子である

が，橋台も劣化が進行していた。なお，奥側はプレキャストのボックスカルバートが施工されてい

た。 
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(A)支間中央の鉄筋露出 (B)支点付近 

  

(C)外桁と中桁の比較 (D)橋台の様子 

図7.3.3 福井県管理のA橋の視察結果 

 

今後，外桁の一部を切り出し，令和 3年5月上旬に劣化教材展示スペースに運搬する予定である。

なお，現地視察では，どのような支承が使用されているか確認することができなかった。A橋の撤

去時，可能であれば支承も欲しいとリクエストしている。本校の実習フィールドに設置した際は，A

橋を説明するポスターも準備し，リカレント教育や本校学生への教育に活用したい。 
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７．４ 舞鶴工業高等専門学校 

７．４．１ 地域連携体制の構築状況 

 京都府北部に所在する産官学の関係機関で構成し，地域ニーズ等の調査，橋梁メンテナンス技術

者育成カリキュラムの開発における実証・検証への参加，及び，本事業成果の普及・活用等を行う

ことを目的として，平成２７年度に「京都府北部橋梁メンテナンス推進協議会」を設置した。 

 別紙に本協議会 開催要領を示す。 

 

７．４．２ 会議等の開催 

（表中敬称略） 

会議名 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

日 時 令和３年３月２３日（金）13:30-16:30 

場 所 舞鶴高専４Ｆ大会議室 

出席者 

協議会役名 所   属 職   名 氏   名 

会長 舞鶴工業高等専門学校 

建設システム工学科 

教授 玉田 和也 

副会長 京都府中丹広域振興局 建設部長 八田 直哉 

副会長 舞鶴市 建設部長 矢谷 明也 

行政機関 京都府丹後広域振興局 

（建設部長 米田 均 代理） 

施設保全課長 市原 隆 

 福知山市 建設交通部長 中村 直樹 

 綾部市 建設部長 四方 博 

 宮津市 

（建設部長 山根 洋行 代理） 

課長 小牧 美忠 

 京丹後市 建設部長 吉岡 浩司 

 伊根町 地域整備課長 白須 剛 

 与謝野町 

（建設課長 吉田 達雄 代理） 

建設課係長 倉田 健史 

公益法人 一般財団法人 

京都技術サポートセンター 

土木課長 小松 吉則 

業界団体 一般社団法人京都府測量設計業協会 会長 滝下 亮好 

 宮津建設業協会 

（会員 芦原 寿彦 代理） 

金下建設 

工務課長 

淺田 邦雅 

教育機関 舞鶴工業高等専門学校 

建設システム工学科 

准教授 毛利 聡 

オブザーバー 京都府中丹広域振興局 課長補佐兼係長 木野 真一郎 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 
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事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

 坂谷 真唯 

事務局 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

 岩木 友香 

議事次第 

 

１．挨拶 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．『KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』(KOSEN-REIM) 

について（報告） 

（１）事業概要と進捗状況について 

・KOSEN-REIM事業概要        … 資料1-1 

  ・事業実施計画（5ヵ年）と事業成果概要（2020年度） … 資料1-2 

  ・REIM産学連携コンソーシアム合同会議・部会開催概要 … 資料1-3 

  ・iMecフォーラム2020＠オンライン（Zoomウェビナー） … 資料1-4 

  ・KOSEN-REIM事業パンフレット    … 資料1-5 

  ・リカレント教育プログラム（専門特修講座）パンフレット … 資料1-6 

  ・実務家教員育成研修プログラムパンフレット  … 資料1-7 

 

（２）リカレント教育プログラムの開発及び実証講座について 

  ・橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラム体系図 … 資料2-1 

  ・協議会からの受講者推薦    … 資料2-2 

 ・専門特修講座【橋梁長寿命化対策】実証講座①と検証結果 … 資料2-3 

 ・専門特修講座【構造物の詳細調査】実証講座①と検証結果 … 資料2-4 

 ・専門特修講座【施工技術と施工管理】実証講座①と検証結果 … 資料2-5 

  ・専門特修講座【建設ICT】開発方針（案）  … 資料2-6 

  ・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】開発方針（案） … 資料2-7 

 

３．リカレント教育プログラムの受講促進について（依頼） 

・e＋iMec講習会開講講座と受講状況   … 資料3-1 

  ・2021年度e＋iMec講習会開催計画＠舞鶴高専（案） … 資料3-2 

  ・リカレント教育環境整備と新規開発教材   … 資料3-3 

 

４．橋梁メンテナンスに関する技術資格制度について（周知） 

・橋梁点検技術者及び准橋梁点検技術者の登録状況  … 資料4-1 

・橋梁点検技術者の登録更新    … 資料4-2 
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５．市民協働型インフラ管理体制の構築に向けたインフラ観察システムの開発（報告） 

・第18回 JACIC研究助成事業成果報告会資料  … 資料5 

 

６．フリートークvol.2『地方における人材確保と人材育成』 … 資料6 

 

７．その他（今後の予定） 

  ・REIM産学連携コンソーシアム合同会議・部会（令和 3年第1回）5月頃予定 

  ・次回（令和3年第1回）協議会 6月頃開催予定 

以上 

 

 

  

写真7.4.1 舞鶴高専 玉田会長挨拶        写真7.4.2 会場の様子 

 

  

写真7.4.3 意見交換の様子         写真7.4.4 意見交換の様子 

 

  

写真7.4.5 意見交換の様子         写真7.4.6 意見交換の様子 
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別紙 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会 開催要領 

１．設置目的 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターでは、現場に密着した教育センターと

して全国の高専生や地元の行政機関・民間企業等の実務者を対象に、インフラメンテナンス技術に

特化した実践力ある人材育成に取り組んでいる。 

本協議会は、京都府北部に所在する産官学の関係機関等で構成し、社会基盤のメンテナンスに係

る地域ニーズ・課題等の調査・共有、インフラメンテナンスに係るリカレント教育プログラムの開

発における実証・検証への参加、ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムへの参画、及び、取組成果の普

及・活用等を行うことを目的とする。 

２．協議会等の構成 

 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（以下「協議会」という。）を、以下の委員により

構成する。 

会  長 玉田 和也  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 

  副会長(行政機関) 京都府中丹広域振興局 建設部長 

  副会長(行政機関) 舞鶴市 建設部長 

行政機関 京都府丹後広域振興局 建設部長 

福知山市 建設交通部長 

綾部市 建設部長 

宮津市 建設部長 

京丹後市 建設部長 

伊根町 地域整備課長 

与謝野町 建設課長 

公益法人 （一財）京都技術サポートセンター 土木課長 

産 業 界 （一社）京都府測量設計業協会 会長 

宮津建設業協会 会員 

教育機関 毛利 聡 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授 

（以上、敬称略） 

３．協議事項 

（１）社会基盤のメンテナンスに係る地域ニーズ・課題等 

（２）インフラメンテナンスに係るリカレント教育プログラムの開発における実証・検証 

（３）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムへの参画 

（４）取組成果の普及・活用 

４．庶務 

  協議会の庶務は、舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターにおいて処理する。 

５．その他 

  この要領に定めるほか、必要な事項については、協議会において定める。 
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７．５ 香川高等専門学校 

７．５．１ 地域連携体制の構築状況 

（１）地域連携協議会設立について 

①2020年9月～ 協議会素案作成，幹事団候補(香川大学，四国地整，香川県)に個別に説明 

②2020年2月  第1回幹事団会議（香川大学，四国地整，香川県，香川高専） 

 確認事項：a)設立活動の承認，b)名称，組織，会則，役員および活動内容について討議 

③2021年3月  協議会メンバー（候補団体）への勧誘（下図参照） 

図7.5.1 地域連携協議会体制図（案） 

（２）香川高専社会基盤メンテナンス教育センターに関する周知活動について 

①KOSEN_REIM，香川高専社会基盤メンテナンス教育センターのパンフレット等配布，活動説明 

・香川高専の来訪者等に説明

②実習フィールドの紹介 

・2020年7月20日 香川県コンクリート診断士会

写真7.5.1 コンクリート診断士会 会議    写真7.5.2 同 フィールド見学 

・2021年3月  香川高専産業技術振興会 会員向けの見学会開催予定
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③ホームページ，SNSによる発信 

・香川高専ホームページのトピックスへの記事掲載 

・香川高専Facebookページの開設，運用（2020年12月～） 

・香川高専社会基盤メンテナンス教育センターのホームページ開設（2020年4月）および，ホー

ムページリニューアル（2021年3月） 

 

 

７．５．２ 今後の活動方針 

（１）協議会設立について 

①2021年4月～6月  協議会設立説明，参加要請（個別訪問），委嘱状送付 

②2021年7月    設立発起人会および第1回協議会開催 

③2021年8月～   協議会運営，部会の運営 

 

（２）香川高専社会基盤メンテナンス教育センターに関する周知活動について 

①通期   各種WEBコンテンツにより活動内容を情報発信する。（令和 2年度の継続） 

②各種イベントへの出展等 

・四国地方整備局 土器川総合水防演習（2021年5月）でのパネル出展 

・インフラメンテナンス国民会議四国地方フォーラムへの参画（日時未定） 

 

（３）会則（案） 

  別紙【参考資料】 
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【参考資料】 

香川社会基盤メンテナンス推進協議会 開催要領（案） 

 

１．設置目的 

 香川社会基盤メンテナンス推進協議会（以下，本会）は，香川県を中心とする地域において，産

官学が協力し，社会基盤メンテナンスにかかわる人財育成および技術的課題の解決を推進していく

ことを目的とする。 

 

２．事務局所在地 

 本会の事務局は，香川高等専門学校内に置く。 

 

３．構成 

 本会は産官学のメンバーから以下の資格を持って構成する。 

・会長 

・副会長 

・会員 

・アドバイザー 

・オブザーバー（会長が本会に必要と認めるものに限る。） 

 別表に示すとおりとする。 

４．活動内容 

（１）インフラメンテナンスに関する人財育成 

・香川高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターが実施する社会基盤メンテナンスのための

リカレント教育事業（以下，リカレント教育事業）に関わる地域ニーズの洗い出し 

・リカレント教育事業運営への要望，アドバイス，教材等の提供 

（２）インフラメンテナンスに関する技術情報交換 

・地域内の社会基盤メンテナンスにおける技術課題抽出と技術的相談 

 

５．活動頻度 

 1年に2回程度の会議開催 

 特定の話題について議論する部会を別途設けることができる。 

 

６．活動期間 

 令和3年度より開始。活動期間は特に定めず，年度毎に更新を行う。 

 

７．費用 

 参加費用は無料とする。ただし，本会運営において必要性がある場合は別途取り決める。会議参

加に伴う交通費等の実費は，参加者負担とする。 

 

８．その他 

 この要領に定めるほか，必要な事項については，本会において定める。 
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第８章 外部評価 

８．１ 外部評価委員会 

本取組に対する令和２年度の外部評価を，社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において

実施した。社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会の委員構成を表8.1に示す。 

表8.1 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会委員構成 

 氏 名（敬称略） 所属・役職等 
委 員 長 石田 雅博 （国研）土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ 上席研究員 
副委員長 吉津 宏夫 国土交通省 近畿地方整備局 道路部 道路保全企画官 
委 員 八田 直哉 京都府中丹広域振興局 建設部長 
委 員 矢谷 明也 舞鶴市 建設部長 
委 員 大石 耕造 （一財）京都技術サポートセンター 理事長 
委 員 桐 川  潔 （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会 

関西支部 保全部会保全委員 
委 員 中垣 亮二 （一社）日本橋梁建設協会 技術顧問 ※～令和３年１月 
委 員 永 岡  弘 （一社）日本橋梁建設協会 会員 ※令和３年２月～ 
委 員 丹羽 信弘 （一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会員 
委 員 高橋 良和 京都大学大学院 工学研究科 教授 
委 員 玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 
委 員 毛 利  聡 舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 准教授 
 

８．２ 外部評価の実施 

 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において，本取組に対する令和２年度の事業評価，

技術審査を表8.2のとおり実施した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，メール会議，及び，

対面オンライン併用により実施した。 
 

表8.2 事業評価，技術審査（令和２年度）の実施概要 

会議名 開催日程 開催方法 評価項目 

第１回 
令和2年 

7月7日～20日 
メール会議 

リカレント教育プログラムの開発について 
実務家教員育成研修プログラムの開発について 

第３回 令和2年10月15日 メール会議 
専門特修講座【橋梁長寿命化対策】について 
専門特修講座【施工技術と施工管理】について 

第５回 令和3年3月18日 
対面及び 
オンライン 

令和２年度事業評価 
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。
（
「
長
寿
命
化
対
策
」
及
び
「
施
工
技

術
と
施
工
管
理
」
で
は
取
得
予
定
で
も
可
・
実
務
経
験

3年
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
）

適
切

特
に
な
し

ー

概
ね
適
切

開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
４
項
目
同
時
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
が
，
人
的
パ
ワ
ー

は
問
題
な
い
か
？

・
准
橋
梁
点
検
技
術
者
→
橋
梁
点
検
技
術
者
→
橋
梁
診
断
技
術
者
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

ー
・
今
年
度
の
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。

ー

概
ね
適
切

全
体
に
各
部
位
部
材
に
対
す
る
講
義
が
あ
る
が
，
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
る
こ
と

が
で
き
る
能
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

橋
梁
診
断
技
術
者
認
定
講
座
の
開
発
に
お
い
て
検
討
す
る
。

適
切

受
講
者
の
技
術
レ
ベ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
専
任
教
員
研
修
会
を
開
催
し
，
開
発
担
当
の
間
で
実
際
の
受
講
者

の
技
術
レ
ベ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
機
会
と
す
る
。

概
ね
適
切

（
記
載
な
し
）

ー

概
ね
適
切

概
ね
適
切

専
門
特
修
講
座
の
学
修
内
容
に
応
じ
て
受
講
資
格
を
設
定
し
た

が
，
再
度
，
必
須
要
件
と
推
奨
要
件
に
分
け
て
再
検
討
す
る
。
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議
事
３
．
実
務
家
教
員
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
つ
い
て
（
技
術
審
査
）

技
術
審
査
結
果

コ
メ
ン
ト

対
応

適
切

企
業
等
の
人
材
供
給
側
に
と
っ
て
も
良
い
取
り
組
み
と
思
い
ま
す
。

適
切

指
導
教
育
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
，
点
検
診
断
者

だ
け
で
な
く
，
行
政
部
隊
等
幅
広
く
使
え
な
い
か
と
期
待
し
ま
す
。

技
術
継
承
や
生
産
性
向
上
を
目
指
し
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

す
る
方
針
で
あ
り
，
行
政
部
隊
に
も
有
効
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
考
え
て
い

る
。

概
ね
適
切

（
記
載
な
し
）

ー

適
切

（
記
載
な
し
）

ー

適
切

（
記
載
な
し
）

ー

適
切

特
に
な
し

ー

概
ね
適
切

・
実
務
家
教
員
育
成
に
こ
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
所
定
の
資
格
を
有
す
る

受
講
応
募
者
は
集
ま
る
か
？

・
実
証
講
座
の
開
催
場
所
と
し
て
舞
鶴
高
専
以
外
に
近
畿
建
設
協
会
（
大
阪

市
）
が
あ
る
と
受
講
し
易
い
。

開
催
場
所
や
開
催
方
法
等
を
再
考
し
受
，
講
者
へ
の
負
担
軽
減
を
図

る
。

・
受
講
資
格
者
と
し
て
，
高
度
な
実
務
能
力
と
実
務
経
験
を
求
め
て
い
る

が
，
具
体
に
何
を
持
っ
て
認
め
る
の
か
？

高
度
な
実
務
能
力
は
業
務
実
績
，
実
務
経
験
は
５
年
以
上
を
持
っ
て
認

め
る
方
向
だ
が
，
詳
細
は
今
後
の
検
討
と
す
る
。

概
ね
適
切

受
講
資
格
に
「
技
術
士
，
又
は
技
術
士
に
相
当
す
る
資
格
を
有
し
」
と
あ
る

が
，

JA
BE

Eを
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
高
専
が
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
務
家
教
員
と
し
て
，
技
術
士
を
必
須
と
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
う
。

実
務
家
教
員
と
し
て
は
，
技
術
士
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
最
も
望
ま

し
い
が
，
必
須
と
す
る
か
は
今
後
の
検
討
と
す
る
。

概
ね
適
切

一
般
的
な
「
教
え
る
技
術
」
を
修
得
し
た
後
に
，
受
講
者
の
専
門
分
野
に
落

と
し
込
む
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
，
教
育
実
習
で
は

iM
ec
の
講
習

会
で
技
術
レ
ベ
ル
の
多
様
な
受
講
者
に
対
し
て
ど
う
教
え
て
い
く
か
？
と
い

う
課
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
，
そ
こ
の
整
理
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

基
礎
編
に
つ
い
て
は
，
専
門
分
野
に
関
わ
ら
ず
実
務
家
教
員
と
し
て
教

え
る
方
向
で
あ
る
た
め
，
教
育
実
習
に
お
い
て
受
講
者
の
多
様
な
技
術

レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
訓
練
を
行
う
。

概
ね
適
切

（
記
載
な
し
）

ー

概
ね
適
切
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●社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第３回）：技術審査結果 
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●社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第５回）：事業評価結果 

（1） リカレント教育プログラムの開発 

・AIに関して，受講生のニーズをよく把握して実施してほしい 
・議事２は開発までの期間が厳しいとは思いますが，修正等も 
含めてよろしくお願いします。 

・建設技術者に必要なスキルセットなどありますが，ニーズに 
注意して開発してください。 

 
 
 

（議事１：令和２年度第３回委員会審議結果とその対応について） 

 施工技術と施工管理について，現場での施工の実際も重要だが，工場の工程もあると，受

講生にとってさらに良い体験型学修コンテンツとなる。 

 施工技術と施工管理では，学びのポイントとなる現場施工や工場施工，材料の品質試験等

の動画を用意し，教育コンテンツとして活用している。 

 今回の審議結果に対する修正対応は，第２回実証講座（６月）までに対応可能な部分を対

応し，最終的には本講座（１０月）に向けて仕上げていくスケジュールで進める。 

 

（議事２：リカレント教育プログラムの開発について） 

・専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況 

 基礎編（橋梁点検）に合格（準橋梁点検技術者）するレベルで，ビジュアルベーシック程

度のプログラミングを理解できる受講者を想定し，プログラミング言語は Python を使っ

たAI演習を行う。 

 発注者側で AI を使った業務成果を判断することができることは重要であり，橋梁診断技

術者を目指すプログラムとして，どのあたりの知識の修得を目指すのかを明らかにすべき

である。 

 AIの時間配分が多いので，他のコンテンツとのバランスも検討が必要である。 

 AIの利用の仕方については，AIに使われるのではなく，AIに疑いをもちつつ協働すると

ころを目指していると考えており，ボリューム的には良いかと思う。 

 Society5.0や小学校でのプログラミング教育に焦点があたっており，データ利活用や論理

的思考に対するリカレント教育として建設ICTの講座の位置づけを考えてはどうか。 

 講習会では，AI 推進の立場の講師から，AI に関する本質的な意見を言っていただけると

良い。 

 点検支援技術については地方自治体でも使われてきているが，設計・計画段階や，データ

を活用したメンテナンス等については，方向性は出ているが８月までにまとまった教材や

事例紹介として具体化しているかは疑問である。 

 世の中の動向を反映し，受講生ニーズも踏まえた適切なレベル設定を検討されたい。 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発方針（案） 

・リカレント教育プログラム開催計画（案）（令和３年度） 

 具体的な教育内容は，基礎編・応用編の内容を復習しつつ，より専門的に解説するものと

7

1

（１）リカレント教育プログラム

の開発

適切 概ね適切 要改善
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する。実践橋梁工学では，実際の橋について，耐力・変形に効いてくる部材などをコンパ

クトにまとめて解説する。 

 技術の変遷については，既存の参考資料を編集し，重要なポイントに絞り深くなりすぎな

いレベルで検討する。 

 橋梁調査会の診断レベルの技術者を育てるとなると，このカリキュラムで十分なのか。 

 診断技術者としてのスタートラインに立つために必要な知識・技能を修得することを目指

す。 

 
（2） 実務家教員育成研修プログラムの開発 

・受講して専門教士となるインセンティブがうまく示せるとよい。 
・良い考えだと思いますが，民間からは受講しにくいかもしれ 
ません。 

・専門教士（建設部門）が認知された資格となって，活躍され 
る日が早く来ることを願います。 

 
 
 

（議事３：実務家教員育成研修プログラムの概要と受講者募集について） 

 受講する年代としては，実務をリアルに担当している30代後半から40代の受講生が理想

である。 

 実証講座では，年齢制限を設けず OB技術者も含めて募集することとし，効果検証を行う。 

 
（3） 2020年度事業実施状況 

・多岐にわたる事業展開，たいへんですが人材育成をお願いし 
ます。 

・コロナ禍という状況を考えると，適切とも言えるかと思う。 
 
 
 
 
 

 
（4） リカレント教育環境整備と地域連携体制構築の取組 

・一歩ずつとは思いますが，福島高専でもがんばって地域連携 
の推進をよろしくお願いします。 

・各拠点で地域連携の体制づくりが着実に進められている。 
・実習フィールドの試験体がもっと増えると良いと思います。 
・地域連携体制の構築を引き続きよろしくお願いいたします。 
・各地域で積極的に連携がなされており，大変素晴らしいと思 
います。 

7

1

（２）実務家教員育成研修プロ

グラムの開発

適切 概ね適切 要改善

6

2

（３）２０２０年度事業実施状況

適切 概ね適切 要改善

7

1

（４）リカレント教育環境整備と

地域連携体制構築の取組

適切 概ね適切 要改善
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（議事４．（２）：リカレント教育環境整備と地域連携体制構築の取組について） 

 リカレント教育拠点の整備については，連携４高専含め，実物劣化教材の収集や実習フィ

ールドの整備が進んでいる。 

 地域連携体制については，福島高専のみ地元自治体・業界団体等との連携が進んでいない

が，他３高専（長岡，福井，香川）については，地域とのしっかりとした連携体制が構築

されつつある。 

 舞鶴高専は，3/23に京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会を開催する。 

 
（5） ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムの活動 

・地元の自治体とさらに連携が進むとよい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
（6） 橋梁メンテナンスに関する技術資格認定の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（7） 広報媒体の更新 

・多くの内容を盛り込みたい気持ちはわかるが，もう少し簡単 
に引きつけるような素材の準備も考えてはどうか。 

 
 
 
 
 
 

 
（8） その他，自由記載 

・地域連携をしっかりと構築すること！！ 

7

1

（６）橋梁メンテナンスに関する

技術資格認定の実施

適切 概ね適切 要改善

6

2

（７）広報媒体の更新

適切 概ね適切 要改善

8

（５）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシ

アムの活動

適切 概ね適切 要改善
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第９章 広報活動・学会発表 

９．１ ホームページ作成 
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＜トップページ＞ 
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＜取組概要＞ 
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＜開発プログラム＞ 
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＜連携＞ 
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＜教育拠点＞ 
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＜アーカイブ＞ 
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９．２ パンフレットの作成 

（１）事業紹介パンフレット（改訂） 
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（２）リカレント教育プログラムパンフレット（新規作成） 
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（３）実務家教員育成研修プログラムパンフレット（新規作成） 
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９．３ 発表論文 

 

次ページ以降に今年度の KOSEN-REIM事業に関する論文を示す。 

項目は以下のとおりである。 

 

① KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築（その１）  

～取組概要及び実務家教員育成研修プログラムの開発概要～ 

嶋田知子，掛 園恵，毛利 聡，玉田 和也 

令和2年度土木学会全国大会第75回年次学術講演会 

 

② KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築（その２） 

～橋梁メンテナンス技術者育成ステップアップ型リカレント教育プログラムの開発概要等～，

掛 園恵，嶋田知子，毛利 聡，玉田 和也 

令和2年度土木学会全国大会第75回年次学術講演会 

 

③ 橋梁メンテナンスに関するリカレント教育～構造物の詳細調査カリキュラムの開発～ 

掛 園恵，毛利 聡，林 和彦，佐々木 昇，嶋田 知子，玉田 和也 

令和2年度土木学会全国大会第75回年次学術講演会 
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９．４ 新聞・雑誌掲載 

（１）2020年 4月 23日 建設速報に長岡高専の取り組み記事が掲載 
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（２）2020年 6月 5日 道路構造物ジャーナル NETに香川高専の取り組み記事が掲載 
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（３）2020年 6月 28日 朝日新聞に KOSEN-REIMの取り組み記事が掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）2020年 10月号 コンクリート工学に香川高専の取り組み記事が掲載 
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（５）2020年 10月号 近畿建設協会報に舞鶴高専 玉田教授の取り組み記事が掲載 
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コンクリート工学4

1. は じ め に

　舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育セン
ター（iMec）（写真-1）では，平成 26 年 1 月 23 日の開
設以来，地域インフラを守る建設技術者のメンテナンス
技術力向上を目的に，学び直し（リカレント）教育に取
り組んでいる。平成 27 年度からは，e ラーニングを導入
し，アクティブ・ラーニング形式の講習会と組み合わせ
た “e＋iMec 講習会” を開催している（図-1）。橋梁点検

に係る基礎編・応用編の講習会を中心に 6 講座を開講し
ており，延べ 1 100 名を超える技術者が受講している。
本稿では，このうち，地域の建設技術者のためのコンク
リート工事教育カリキュラムとして開発した e＋iMec 講
習会【コンクリートの品質管理】について，カリキュラ
ムの開発および実証・検証を紹介する他，人材育成への
活用と課題，今後の展開を示す。

2. カリキュラムの開発

2.1 開発の背景と目的
コンクリート構造物の耐久性は初期の施工要因の影響

を大きく受けることから，良質な社会基盤を整備し適切
に維持管理する上で，コンクリート施工時の品質管理は
極めて重要となる。一方，我が国における建設技術者の
育成は OJT によるものが主となっていたが，人材不足，
市場規模の縮小等によりそのための人的・時間的余裕が
無くなりつつある。特に，人口減少，産業衰退が著しい
地方の建設業者や行政機関において上記の問題は深刻で
あり，建設技術者の OJT を補完，代替するリカレント
教育システムが必要である。このため，コンクリート工
事に係わる技術者を対象とし，密実なコンクリートをつ
くるために必要な知識，技能の修得を目標としたリカレ
ント教育プログラムを開発するとともに，このプログラ
ムを各地域の高等専門学校へ展開し，地域の建設技術者
の育成を通じて社会に貢献することを目的とする。
2.2 開 発 概 要

　開発にあたり，京都府北部の行政機関並びに建設業者
を対象に，ニーズ調査を行った。その結果，当地域では
RC 構造物の新築工事が少なく，施工管理，監理，監督
の経験が少ない技術者が増えていることが明らかとなっ
た。これを踏まえ，主な受講対象は，工事の発注や施工
管理，監理，監督業務を行う行政機関や建設業者の若年
技術者，つまり，比較的コンクリートの施工の実情に詳
しくない者とした。また，講習会受講がコンクリートの
品質確保のための知識，技能だけではなく，ものづくり
への意欲の向上にもつながる内容を目指した。具体的に
はコンクリート材料の知識と，RC 構造物の施工手順，施
工管理上の留意点に関する講義に加えて，RC 構造物を

特集／コンクリートの明日を支える技術者の育成／1．建設技術者の育成と技術伝承

地域の建設技術者のための 
コンクリート工事教育カリキュラムの開発

玉田　和也＊1・毛利　　聡＊2・嶋田　知子＊3

＊1 たまだ・かずや／舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科教授
社会基盤メンテナンス教育センター長

＊2 もうり・さとし／舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科准教
授（正会員）

＊3 しまだ・ともこ／舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教
育センター特命准教授

写真-1　社会基盤メンテナンス教育センター（iMec）

“e＋iMec 講習会”

iMec
講習会

個人 IDで
ログイン

舞 鶴 高 専
社 会 基 盤
メンテナンス
教育センター

＠

個人 IDで
ログイン

オンデマンド型
自己学修支援システム
講習会の事前学修

NG NG

OKOK

オンデマンド型
自己学修支援システム
終了後の継続学修

e-learning
講座を受講

eラーニングと講習会の組合せによるアクティブ・ラーニング

チェックテストを
受験

チェックテストを
受験

学修履歴の
管理・蓄積

合格者に
修了証明発行

実務現場（行政機関，民間企業等）

e-learning
講座を受講

図-1　eラーニングによる自己学修支援システム

（６）2021年 1月号 コンクリート工学に舞鶴高専 玉田教授の取り組み記事が掲載 
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実際に構築する体験型学修から構成されるものとした。
開発過程で，2016 年度に実験講座，2017 年度に実証講
座を実施した。
2.3 カリキュラムの内容

　本カリキュラムの教育目標は，「初期欠陥の無い密実
な RC 構造物をつくるための知識，技能の修得」である。
開発したカリキュラムの内容を表-1に示す。
　コンクリートの材料特性に関する講義内容は e ラーニ
ング化し，受講者には講習会前の受講を課している。e
ラーニング講座の学修内容を表-2に，受講画面の例を

図-2に示す。スライドに合わせて人工音声が説明の台詞
を読み上げる形式にしており，また，学修内容に関する
チェックテストを設け，理解度を確認しながら学修を進
めることができる。学修履歴（受講時間，受講回数等）
はシステム側で全て記録されており，システムの管理者
側で確認できるため，講習会ではこのデータを活用して
受講者レベルに応じた指導を行う。講義内容を e ラーニ
ング化したことで，講習会では座学を短縮，体験型学修
を拡充してアクティブ化を図っており，加えて講習会後
の継続学修としても活用できるシステムとなっている。
　対面式の講習会は，RC 構造物の施工に関する座学と施
工実習の体験型学修から構成されている。体験型学修で
施工する RC 構造物（以下，「モデル」）の構造図を図-3
に示す。カリキュラム開発の初期段階では，施工難度，作
業危険性が低い形状としてモデル A を考案し，その後，
モデル A の上部に切欠き部を設け，その底面に蓋をする
ことで施工難度を上げたモデル B を考案した。モデル 1
体あたりのコンクリート量が約 1 m3 となる設計とした。
モデルの開発は，（一社）プレストレスト・コンクリート
建設業協会関西支部技術部会の協力を得て実施した。コ

表-1　開発したカリキュラム

日程 単元 時間 内容

2 週間前～ e ラーニング － コンクリートの材料特性

1 日目

座学講義
10：00-10：30 ガイダンス

10：30-12：00 RC 構造物の品質管理

墨出し
鉄筋組立て
型枠組立て

13：00-13：30 施工手順の説明

13：30-16：30 墨出し，型枠組立，建込み

16：30-17：00 作業内容総括，片付け

2 日目

  9：00-  9：15 作業内容の説明，準備

  9：15-12：00 鉄筋組立

13：30-15：30 配筋検査，型枠返し，固め

15：30-16：00 作業内容総括，片付け

3 日目 コンクリート
打設

10：00-10：30 施工手順の説明

10：30-10：50 コンクリート受入検査

11：00-15：00 コンクリート打設，締固め，
天端均し，押え

15：00-15：30 作業内容総括，片付け

4 日目
（材齢 7 日

以降）
型枠脱型

13：00-13：15 施工手順の説明

13：15-15：00 型枠脱型，解体，
出来形検査

15：00-15：30 作業内容総括，片付け

表-2　eラーニング講座の学修内容

学修内容 概要・キーワード

コンクリートの構成・構
成材料

コンクリートの構成と，セメント，骨材，
混和材料等の物性等

フレッシュコンクリート
の物性

ワーカビリティー，スランプ，空気量，
材料分離

硬化コンクリートの物性 強度特性，変形特性，体積変化（乾燥収
縮，自己収縮），耐久性

打設後比較的早期に生じ
る欠陥

豆板，コールドジョイント，空洞，砂す
じ，表面気泡

図-2　eラーニング受講画面の例
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図-3　体験型学修で施工するRC構造物
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ンクリートモデル 1 体に対して受講者 4，5 人で施工実
習を行うが，受講者は RC 構造物施工に関する工事作業
は不慣れである。このため，地元建設業者の工事部門社
員を指導員として配置し，作業内容や安全確保に関する
指導を行う形式とした。また，鉄筋，型枠は前もって加
工しておくこととした。

3.　カリキュラムの実証

3.1 実 証 概 要
　開発カリキュラムの有用性を検証するため，2017 年度
に実証講座を開催した。対象は，京都府北部の行政機関
技術職員（10 名）と新規入職者を想定した舞鶴高専本
科および専攻科生（7 名）とし，2 回に分けて実施した。
実証講座の講習会の実施状況については付録を参照され
たい。
3.2 モデルの検証

　モデルの検証のため，実証講座 1 回目ではモデル A を，
2 回目ではモデル B を採用した。モデルの仕上り状況を
写真-2 に示す。モデル A，モデル B とも，鉛直面（側
面，裏面）は比較的仕上りが良い（a）が，斜面（表面）
は気泡の抜けが悪く仕上りが悪い（b）。また，底部には
豆板が見られた（c）。モデル B では，切欠き部の底面に
型枠で蓋をしたため，気泡が抜けていない（d）。考案した
モデルでは，初期欠陥が起きやすい箇所や条件を意図的
に設計しており，実証講座では，想定通りの結果を得た。
　この様に，開発したモデルはコンクリート工事の学修
において有用性があることが確認できた。
3.3 カリキュラムの検証

　カリキュラムの検証のため，講習会の各日程終了後に
受講者に対しアンケートを実施した。その結果として各
内容の満足度を図-4に示す。いずれの内容も比較的満足
度が高く，やや不満・不満の回答は無かった。特に，満
足度が高かったのは，受講生が実際に作業を行った内容
であったことが確認できる。
　また，各内容に対するコメント・指摘事項の記述を求
めた。その一部において，e ラーニングについては，「学
び直しができた」や，「いつ勉強するかを調整できる」な
ど e ラーニング導入の効果を確認できる意見があった。
一方，e ラーニングの最後に課した確認テストを全問正
解しなければ修了を認定しない設定であったため，繰り
返しテストを解答することになることへの不満や講義内
容のテキスト化を求める意見もあった。講習会について
は，「指導する立場ながら実際にやったことが無かった
ことが経験できた」ことや，「図面を描くときの配慮が重
要であることを再認識」した等，施工手順や管理項目・
検査内容の意味や意義について，体験を通して学んだこ
とがうかがえる意見があった。また，「施工側での考え
方を聞くことができた」，「本音と建前で話してくれた」
等，指導員である建設業者社員とのコミュニケーション

を通して施工者の技術や品質確保に向けた創意工夫，努
力を知る機会になったことが確認できる。脱型後のコン
クリートの出来上がりについては，締固め不足による表
面気泡や型枠の組立て精度が悪いことによる砂すじが生
じたこと等，受講者のイメージしていたものでは無く残
念だったとの意見が多くあった。しかし，その結果を通
して，コンクリートの品質が現場での施工に大きく影響
されることを実感したのではないかと考えられる。
　この様に，開発した教育カリキュラムはコンクリート
工事の学修において有用性があることが確認できた。
3.4 実 証 総 括

　実証講座の総括として，次の 4 点をあげる。費用面で
の課題はあるが，地方の建設技術者の育成に資するコン

（a）鉛直面（側面，裏面） （b）斜面（表面）

（c）豆板 （d）切欠き部表面気泡

写真-2　実証講座で施工したモデルの仕上り状況

 0 ％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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図-4　アンケート結果（満足度）
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クリート工事教育カリキュラムであることが確認できた。
1）　e ラーニングでコンクリートの材料特性を事前学

修した上で，講習会でコンクリート施工を体験する
ことで，高い学修効果が得られる。

2）　工事の発注や施工管理，監理，監督業務を行う技
術者が，コンクリート施工を実際に体験することで，
施工手順や管理項目，検査内容の意味・意義を学ぶ
ことができる。

3）　指導員との会話を通して，対立や馴れ合いではな
く，互いに協力していいものをつくりあげていく，
という発注者－受注者の良い関係を築く必要性を考
えるきっかけになる可能性がある。

4）　学修効果は高いが，費用も高い（資機材の準備・
加工，指導員を建設業者へ委託）。

4. 人材育成への活用と今後の展開

4.1 人材育成への活用
　開発したコンクリート工事教育カリキュラムは，e＋
iMec 講習会【コンクリートの品質管理】として，年 1 回
程度，継続的に開催しており，主に，地方行政機関およ
び民間企業の若手技術者，高専生が受講している。開
催・受講状況を表-3に示す。なお，高専生については，
コンクリート施工を研究テーマとする本科および専攻科
の学生の他，工事の発注や施工管理，監理，監督業務を
担うゼネコンおよび行政機関等へ就職予定の学生に積極
的に受講させている。
4.2 人材育成における課題

　e＋iMec 講習会【コンクリートの品質管理】は，受講
者による満足度と学修効果の評価は高く，顕在化してい
るニーズを反映した教育プログラムにも拘わらず，前節
で示した通り受講者は少ない。受講期間（4 日間）と受講
料（税込 60 000 円）がネックとなっていると考えている。
しかし，短時間，低コストで，建設技術者の人材育成や
技術継承が果たせるのだろうか。建設業への若年入職者
数の減少が言われて久しい。建設業界として人材育成に
コミットする姿勢を示すことが建設業の魅力向上に向け
た最大の広報であり，若者の入職・就労意欲を喚起する
と考える。特に状況が厳しい地方の建設業者や行政機関
こそ，時間とコストのハードルを越え，若手技術者に受
講機会を与え，人材ではなく「人財」として見守り育て
ていくというビジョンを示す必要があると考える。
4.3　今後の展開

　今般，舞鶴高専が主管校となる『KOSEN 型産学共同
インフラメンテナンス人材育成システムの構築』が，文
部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」
の中核拠点の取組みに選定され，令和元年度から，連携
4 高専（福島，長岡，福井，香川），放送大学学園，長
岡技術科学大学と連携・協力し，5 か年の取組みを開始
している。この取組みでは，連携 4 高専にリカレント教

育拠点の地域教育拠点を新たに整備し，iMec で実績のあ
るリカレント教育プログラムを展開する（図-5）。本稿
で紹介した e＋iMec 講習会【コンクリートの品質管理】
も，連携 4 高専での令和 4 年度開講に向けて準備を進め
ており，各地域においてコンクリート技術者の人材育成
の取組みを行う。また，関連する専門特修講座として，
e＋iMec 講習会【施工技術と施工管理】の教育プログラ
ム開発を進めており，コンクリート工事の施工計画や施
工管理の実際を含んだ実践的な内容となる予定である。
　iMec は，“地元のインフラは地元で守る” をモットー
に，地方における建設技術者の技術レベル向上を目指し
活動している。皆様のご支援・ご協力を賜れれば幸甚で
ある。

　謝　辞　本稿で紹介したカリキュラムの開発は文部科
学省 平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材
養成」事業として実施した。開発にあたり（一社）プレス
トレスト・コンクリート建設業協会関西支部技術部会，
㈱総進建設工業の協力を得た。また，高専生に対する講
習は（一財）上田記念財団助成金により実施している。こ
こに記して謝意を表す。

参考文献
1） 毛利　聡・玉田和也・嶋田知子：地域の建設技術者のためのコン

クリート工事教育カリキュラムの開発，日本建築学会大会学術講
演梗概集（東北），教育，pp.47～48，2018. 9

2） 舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（iMec）
Web ページ（URL：https://www.maizuru-ct.ac.jp/imec/）

3） KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築
Web ページ（URL：https://www.maizuru-ct.ac.jp/kosen-reim/）

表-3　開催・受講状況

年度 開催回数 受講者数※括弧内（行政，民間，学生）

2016 1 回   6 名（  4 名，0 名，2 名）

2017 2 回 17 名（10 名，0 名，7 名）

2018 1 回 12 名（  2 名，3 名，7 名）

2019 1 回   8 名（  0 名，3 名，5 名）

2020 1 回 10 名（  0 名，2 名，8 名）※予定

図-5　連携 4高専（地域教育拠点）
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コンクリート工学8

付録

　e＋iMec 講習会【コンクリートの品質管理】の実証講
座の実施状況を以下に示す。実証講座は，2017 年度に 2
回に分けて実施した。

実証講座 1回目
e ラーニング講座受講期間：8 月 25 日～ 9 月 8 日
講習会日程：9 月 9 日，10 日，22 日，10 月 2 日
場　　　所：舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター
受　講　者：8 名（行政機関＊1 技術職員 7 名，学生 1 名）

＊1   京都府，舞鶴市，綾部市，京丹後市，
京丹波町

施 工 対 象：モデル A（切欠きなし）

実証講座 2回目
e ラーニング講座受講期間：8 月 25 日～ 9 月 8 日
講習会日程：10 月 28 日，29 日，11 月 2 日，11 日
場　　　所：舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター
受　講　者：9 名（行政機関＊2 技術職員 3 名，学生 6 名）

＊2  綾部市，京丹後市，京丹波町
施 工 対 象：モデル B（切欠きあり）

座学講義（1日目 10：30-12：00）

・e ラーニング講座の学修内容確認
・コンクリート構造物の施工の概要と管理上のポイント

墨出し，型枠鉄筋組立て（1日目 13：00～ 2日目）

・施工手順の説明
・KY（危険予知）ミーティング

※作業における危険事項の確認と指差呼称を体験した。

・墨出し

・側面型枠，背面型枠の建込み（左）
・背面型枠の固め（右）

・面木の取付け（左）
・セパレータの取付け（右）

・鉄筋材料検収，寸法確認（左）
・鉄筋結束の練習（右）

・鉄筋組立
外で組んでから入れるグループ（左）
型枠内で組むグループ（右）

・配筋検査（上）
・配筋写真撮影（下）

※ 受講者全員が検査を実施し，
写真撮影の黒板の記入，マ
グネット，スケールの設置
を体験した。

・返し型枠の留め付け（左下）
・側面型枠の固め（右下）
・番線による角締め
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・型枠，鉄筋完成
　切欠きなし（実証講座 1 回目，モデル A）（左）
　切欠きあり（実証講座 2 回目，モデル B）（右）

コンクリート打設（3日目）

・納入書の確認（左上）
・受入試験（スランプ測定）（右上）
・受入試験（空気量測定）（下）

＜受入検査項目＞
　・スランプ　　　　　　・塩化物量
　・空気量　　　　　　　・単位水量推定（エアメータ法）
　・コンクリート温度　　・強度試験（1週，4週）

・配合条件，配合表（BB：高炉セメントB種）

・アジテータ車のシュートで打設（左上）
　※モデル 1 体あたり約 1 m3 のコンクリート量
・打設，棒状バイブレータによる締固め（右上）
・締固めと小槌による叩き（左下）
・表面気泡の除去を目的としたスペ―ディング作業（右下）

・金鏝による天端の均し，タンピング（上）
・金鏝による押え（左下）
・打設，金鏝押え終了（右下）

・養生シート敷設（左）
・打設翌日，天端散水養生（舞鶴高専教員が実施）（右）

型枠脱型（4日目）　打設から 2週間後

・型枠脱型，解体

・出来形検査（上）
・完成写真（左下：モデル A，右下：モデル B）
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（７）2021年 2月号 土木学会誌にリカレント教育の記事が掲載 
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参考資料１ 

リカレント教育推進委員会議事録 

 

リカレント教育推進委員会（第 1回） 

日   時：令和２年５月１９日（火）13:30～16:00 

場   所：ｗｅｂ会議 

（文中敬称略） 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

⇒コロナ対策は1年，2年とかかるが，橋梁の老朽化は進行する。人材育成のプロジェクトも 

 オンライン会議などを通じて，工夫していきたい。 

事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

⇒2020年度文科省予算配分が，当初予定から 1割減となった。今年度の予算の中で引き続き計 

 画通り事業を推進していくのでご協力をお願いしたい。 

あいさつ  国立高等専門学校機構 研究推進課 研究総括参事 佐藤 貴哉 

⇒今年度は高専機構より井上理事，佐藤参事が参画。インフラメンテナンス技術者育成，社会 

 人のリカレント教育として，高専が取り組むべき事業であり，積極的に進めてほしい。 

 

２．議事 

（１）高専ＲＥＩＭ事業実施内容・スケジュール 

   ・高専ＲＥＩＭ事業実施計画（５カ年） 

   ・高専ＲＥＩＭ令和２年度ＴＯＤＯ 

    ⇒主に，リカレント教育プログラム開発，実務家教員育成研修プログラム開発に取り組む。 

    ⇒今回のように，オンラインも活用しながら，密な連携で事業を進めていく。 

（２）リカレント教育プログラム開発方針 

   ・リカレント教育プログラム開発計画説明，及び，役割分担 

⇒［資料４］橋梁点検技術者育成課程および橋梁診断技術者育成課程の記載について，専 

門特修講座の位置付けを分かりやすく改善検討する。 

・専門特修講座の開発方針（各１０名） 

⇒構造物の詳細調査 

 ✓現在は，外部評価を経て，コンテンツのブラッシュアップ中。 

 ✓6～7月に実証講座を予定している。 

⇒橋梁長寿命化 

 ✓ RC構造物は，下部工とRC桁のイメージ。 

 ✓ RCとPCをテーマ分けすることで，違いを学修できるカリキュラムを開発していく。 

⇒施工技術と施工管理 
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 ✓コンクリートの打設だけでなく，橋を架けることも学修できると良い。 

 ✓鋼・コンクリートともに，診断する際に，施工不良・溶接ミス等なのか，過積載等の 

 外力なのか，見分けることができると有益である。 

⇒建設ＩＣＴ 

   ✓建設ＩＣＴに詳しい方をご存知であれば，コンソーシアムの開発部会委員や外部評価 

委員として協力・紹介をお願いしたい。 

   ✓ＡＩの部分は，全先生や全先生が委員長を務める土木学会構造工学委員会「構造工学 

でのＡＩ活用に関する研究小員会」にも協力いただく。 

（３）実務家教員育成研修プログラム開発方針 

   ・実務家教員育成研修プログラム開発計画説明 

    ⇒実務家として蓄積した技術を，社会人（大人）に伝える・教えるための技術を教育する。 

    ⇒橋梁点検以外の多様な専門特修講座の一部を担うことができる人材も対象。 

    ⇒2021年度実証講座予定，（専門特修講座に比べると）受講生の募集に時間がかかる見込 

  み。 

⇒論点について意見をいただきたい。 

［論点］模擬講義のテーマ設定 

実務経験と専門的なスキルを活かせるテーマ設定 

［論点］模擬講義の対象と実施方法 

 （案１）専攻科生を対象に，メンテナンス工学の授業の一環として実施 

 （案２）高専生（主に5年生と専攻科生）を対象に，高専生インターンシッププログラ 

ムと連携して実施 

 

（４）地域連携体制の構築 

・京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会のこれまでの取り組みを共有 

・検討事項：構成組織，エリア設定，役割 

 ⇒舞鶴では，共同研究や地域連携，実証講座の受講生推薦，本講座を活用した人材育成など 

で活用している。 

⇒体制構築は必須ではないが，地域に応じた組織に入っていただき，参加者相互に活動の応 

援ができる場となるので，体制構築に前向きなご検討をいただきたい。 

⇒［香川高専］地域の行政の担当者，香川大学など多様な組織と連携する予定。 

⇒［長岡高専］長岡市内を中心に，地域連携体制を検討していく予定。 

⇒［福井高専］建コン部会で橋梁点検に関するテーマを取り扱っており、連携できる可能性 

がある。今後，具体的に検討していく予定。 

（５）経費執行について 

 ⇒［資料１３］3/30交付内定時点の経費配分を反映した経費管理シート 

 ⇒四半期毎を目安に経費執行状況を把握し，必要に応じて変更を行う。 

 ⇒主に人件費と旅費が積まれている。効果的な経費執行にご尽力いただきたい。 

（６）その他共有事項 

・Facebookの情報提供依頼 

 ⇒掲載できる情報があれば、舞鶴高専ｉＭｅｃ大田まで連絡する。 
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３．その他（今後の予定等） 

・令和２年５月２０日（水） 

 専任教職員打合せ［２０２０年５月］＠ｗｅｂ会議 

・令和２年６月１９日（金） 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会 

＠キャンパスプラザ京都 第３会議室 

◆リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第１回）10:00～11:30 

◆実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第１回） 

13:00～14:30 

◆合同会議（令和２年度第１回）15:00～17:00 

・令和２年６月２２日（月）～２３日（火）or２７日（土）～２８日（日）調整中 

 ⇒令和２年７月１８日（土）～１９日（日）に変更 

  ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】実証講座＠舞鶴高専 

・令和２年７月頃予定 

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第１回） 

＠メルパルク京都（予定） 

・令和２年７月頃予定 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

＠舞鶴高専（予定） 

・令和２年８月６日（木）～７日（金） 

インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム２０２０ 

  ＠ハナミズキホール・花博記念ホール（花博記念講演鶴見緑地内） 

・令和２年１０月頃予定 

リカレント教育推進委員会（令和２年度第２回）＠舞鶴高専 orｗｅｂ 

・２０２０年度ｉＭｅｃ講習会開催予定 

講習会名 日程 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】 ６月１３日～１４日，６月２５日～２６日， 

６月２７日～２８日， 

７月２日～３日，７月１１日～１２日 

８月１日～２日，９月１２日～１３日 

９月１４日～１５日，１０月１０日～１１日 

１０月２２日～２３日 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】 ８月２１日～２３日，８月３０日～９月１日 

９月４日～６日 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【舗装と防水層】 ２０１９年度分１回（延期中） 

ｅ＋iＭｅｃ講習会【地盤と斜面】 １１月２７日～２９日（調整中） 

高専生インターンシップ ８月２４日～２８日 

⇒８月１７日～２１日に変更 
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リカレント教育推進委員会（第２回） 審議結果 

 

日時：令和２年１２月１５日（火）～17日（木） 

場所：メール会議 

 

委標記委員会（メール会議）の審議事項について，以下のとおり審議結果をご報告いたします。 

 

１． リカレント教育プログラムの開発状況 

（３）今後の開発について（審議） 

●専門特修講座【建設ICT】について，開発メンバー，及び，開発の進め方について，標記委員 

会で承認された。 

 

●橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】について，開発メンバー，及び，開発の進め方について， 

標記委員会で承認された。 

 

２．実務家教員育成研修プログラムの開発状況 

（２）開発計画の変更等について（審議） 

●実務家教員育成研修プログラムの開発計画の変更，及び，ウイズ・コロナを念頭にオンライン 

対応可能なプログラムを検討することについて，標記委員会で承認された。 

 

３．共同実施に関する申し合わせ 

（１）KOSEN-REIM共同実施に関する申し合わせ案（審議） 

●KOSEN-REIM共同実施に関する申し合わせについて，標記委員会で承認された。 

 

以上 
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リカレント教育推進委員会（第３回） 

 

日時：令和３年３月９日（火）13:30～15:30 

場所：舞鶴高専本館４階 大会議室及びオンライン 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 全体での活動は今年度が主で，来年度からは各キャンパス個別に活動する割合が多くなる。 

 KOSEN-REIM事業のような，育成教育事業を自立させるためには受講者はもちろん，共に動いて

くれる人を集めることが一番大変である。 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

 今年度の目標は概ね達成している。 

 コロナ禍で今年度は第２回の実証講座が実施できなかったが，教育コンテンツの約 7割は完成

している。来年度は，残りの教育コンテンツ開発と舞鶴高専以外の講習会を試行していく。 

  国立高等専門学校機構 研究推進室 研究総括参事 佐藤貴哉 

 このプロジェクトはA評価と聞いている。引き続き，積極的に推進して欲しい。 

 

２．議事 

（１）ＫＯＳＥＮ-ＲＥＩＭ事業全体の進捗状況について（報告） 

  ・令和２年度ＴＯＤＯ         …… 資料1 

 令和２年度の計画は順調に進行している。 

 

（２）リカレント教育プログラムの開発状況 

  ・検証対象と検証方法         …… 資料2 

 新型コロナウィルス感染症の拡大防止対策を実施したうえで，2021年6月に専門特修講座「橋

梁長寿命化」，「構造物の詳細調査」，「施工技術と施工管理」の第2回実証講座を開催予定。 

 受講生のアンケート結果をもとに，第 2回実証講座に向けコンテンツの改良検討を進める。 

  ・検証経過と対応状況について（アンケート結果の報告） 

①  専門特修講座【橋梁長寿命化対策】       …… 資料3-1 

 次回実証講座に向け，受講生ニーズを踏まえてコンテンツの改良検討を進める。 

 eラーニング講座あたりの時間については，単純に短くすれば良いものではなく，必要な学修

時間は確保する。他講座を含め調整が必要。（他講座共通） 

②  専門特修講座【構造物の詳細調査】      …… 資料3-2 

 チェックテストを複数用意してほしい，e ラーニングスライド集などの参考図書がほしいとの

意見があった。 

③  専門特修講座【施工技術と施工管理】      …… 資料3-3 

 チェックテストの改善を行う。スライド枚数やボリュームは他講座共通の課題として検討。 

 eラーニングへの動画組込みは，個人情報保護の観点から見送る。 
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  ・開発概要について（審議） 

専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況   …… 資料4-1 

 体験型学修プログラミングの構築および講習会に協力してもらえる開発会社や業界団体等の

紹介依頼を行った。コンソーシアム合同会議等でも呼びかけていく。 

 福島 江本先生にAIの基礎知識などの教材提供依頼。役に立ちそうな資料があれば提供する。 

橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発方針（案）    …… 資料4-2 

 橋梁診断の実証講座の受講生について，1～2名は本来の診断編受講資格者（応用編合格かつ 4

つの専門特修講座修了生）を考えているが，あとはいくつかの講座を修了していない受講生も

招集する予定。連携高専から推薦できる人，したい人がいれば推薦願う。 

 6月以降の実証講座や本講座で，一連の講習会の受講促進を行う。 

 国交省の民間認定資格に「橋梁診断」を申請予定。申請時点での一連の開催実績が必要である。

合格者を出し申請したい。 

（３）実務家教員育成研修プログラムの開発状況 

  ・実務家教員育成研修プログラムの概要について（審議） 

実務家教員育成研修プログラム パンフレット（案）   …… 資料5-1 

実務家教員育成研修プログラム シラバス（案）  …… 資料5-2 

 キーワード：リカレント教育と人材育成，建設業界における技術伝承。 

 「教える」ために必要な能力の修得をめざす実践的カリキュラム。 

  ・実務家教員育成研修プログラムの受講者の推薦について（審議） 

 実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）受講者募集要項（案） 

              …… 資料6 

 2021年度実証講座の受講者は公募（応募書類に基づく書類選考）。実証講座のため受講料無料。 

 全課程修了者は，「専門教士（建設部門）」（仮称）に認定。称号については，引き続き議論す

る。 

 教科書として「大学教員のための授業方法とデザイン」佐藤浩章編，玉川大学出版を受講者自

身で用意してもらう予定。 

 

（４）各高専からの報告（報告） 

  ・リカレント教育実施環境整備，地域連携体制の構築状況 等 

福島工業高等専門学校    …… 資料7-1 

長岡工業高等専門学校    …… 資料7-2 

福井工業高等専門学校    …… 資料7-3 

香川高等専門学校     …… 資料7-4 

 長岡高専，福井高専，香川高専は，KOSEN-REIM事業に関連するホームページを開設済。 

 長岡高専，福井高専，香川高専は，それぞれの地域連携体制の構築が進んでいる。福島高専も，

地域連携体制の構築に努める。 

（５）令和２年度経費執行について（報告） 

・分担金変更額,各高専の経費執行状況と自己収入(自己負担額)  …… 資料8 

 令和２年度分担金について，年度末までに適切な経費執行をお願いする。 
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（６）令和３年度事業開始日及び補助金交付内定手続きについて（報告） 

  ・令和３年度事業開始日 令和３年４月１日（木） 

  ・令和３年度研究拠点形成費等補助金調書   …… 資料9 

 来年度予算は直接費合計で45,055千円，前年比89%の見込みである。 

 予算の選択と集中の結果，ｉＭｅｃフォーラムやコンソーシアムなどの会議はオンラインで行

い，事業に必要なプログラム開発に伴う必要な旅費を確保した。 

 人件費は連携各高専からの申請額を確保した。舞鶴高専は，事務補佐員の人件費を削減した。 

 消耗品費については，連携校一律 100千円。舞鶴高専では，事業に必要なサブスク型の経費は

計上し，その他は削減している。 

 予算および個別調整事項について，舞鶴高専－連携高専で個別にオンライン打合せを行う。 

（７）令和３年度事業実施計画（審議） 

・会議・講習会開催計画（案）    …… 資料10 

 会議関係は，全てオンラインでの開催。 

 各高専で，基礎編（橋梁点検）を 8～9月に試行講座開催予定。 

 

３．その他（今後の予定等） 

以上 
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参考資料２ 

REIM産学連携コンソーシアム合同会議 議事録 

 

REIM産学連携コンソーシアム合同会議（第 1回）議事録 

 

日時：令和２年６月１９日（金）15:00～17:00 

場所：キャンパスプラザ京都 第３会議室   

 

（文中敬称略） 

 

１．挨拶 

（１）議長挨拶  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

（２）挨拶   近畿建設協会 理事長 霜上 民生 様 

 

２．今年度の事業概要と昨年度の成果 

（１）事業実施計画 

✓昨年度は事業立ち上げ，今年度はプログラム開発を中心に実施する。来年度以降に繋がる重要 

な年度である。 

（２）リカレント教育拠点整備 

✓５高専の実物劣化教材実習フィールド整備状況，及び，実物劣化教材展示パネルについて，事 

務局から説明。 

 

３．各部会からの報告 

 （１）リカレント教育プログラム開発部会の報告 

 （２）実務家教員育成研修プログラム開発部会の報告 

✓各部会議事録を参照 

 

４．創造と変革を先導する産学循環型人材育成システム（運営拠点取組紹介） 

  運営拠点代表校：東北大学高等教養教育・学生支援機構大学教育支援センター 

✓実務家教員の定義や目標は，各拠点で設定する。高専ＲＥＩＭ事業の実務家教員は，インフラ 

メンテナンスを教えることができる教員とする。 

✓運営拠点（東北大学・熊本大学）は，各拠点の実務家教員がどういったことを学んだかをＤＢ 

化し，人材エージェントとして斡旋する役割を担う。 

 

５．高専におけるインフラメンテナンス人材育成の推進に向けて（意見交換） 

✓本事業責任者である玉田委員をコーディネーターとする。 
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 ＜テーマ＞ 

・リカレント教育プログラムの普及と受講促進について 

✓舞鶴市の人材不足は深刻で，近年は応募もない。建設業の面白さを若い世代に伝えていかなけ 

ればならない。（矢谷委員） 

✓ｉＭｅｃのリカレント教育は，メンテナンスを勉強していない土木技術者にメンテナンスを教 

えるところからスタートしたが，今は，人材のすそ野を広げるという目的も加わっている。コ 

ンテンツとしては，導入編がこれにあたる。（玉田委員） 

✓京都府も職員の応募が少なく，土木職員の応募でも土木工学科出身者がいない。橋梁の基礎的 

なことを学んでいないと，仕事はできるが橋梁の構造の理解ができないため，なかなかステッ 

プアップできない。導入編あたりを手厚くしてほしい。（八田委員） 

✓地域連携について，香川県の中でも各自治体と話をしているが，全体で悩みを共有する場は必 

要である。2022年度の基礎編5回開催も実現可能と考えている。（林委員） 

✓OB職員は既に活用しているが，いったん OBになると若手を育てる意識を保つことが難しいよ

うに思われる。（八田委員） 

✓構造物がどのようにつくられ，組み立てられているかが分かることが大事であり，これが分か

らない技術者が点検した結果は信用できない。守りのメンテナンスから攻めのメンテナンスへ，と

いった発想の転換が必要ではないか。（廣瀬委員） 

✓働いてから学ぶことが多いため，学び直しとしてのリカレントは良いと思う。現場ではない積 

 算の業務であっても，橋のことを知る必要性を感じた。（小室委員） 

✓5年に1回定期点検に加え，4車線化，新規，耐震補強などあり，新規採用が多い。大学では構 

造力学や土質工学は習うが，橋のことはあまり習わないため，社内で教育することになるが， 

教える方も忙しいし，教え方も知らない。教え方を学ぶことで教育の効率も上げられるので， 

実務家教員をうまく活用できればと考えている。（福冨委員） 

・実務家教員候補者の発掘について 

✓経験があり，どこが問題かわかることが大事なので，リタイアもしくはリタイア直前の人で気 

力があり健康な人が理想ではないか。加えて企業のサポートがあることも重要である。ライフ 

サイクルマネジメントの視点からメンテナンスを考えると若い人にもイメージしやすい。現場 

が大事であり，リカレント教育において，産官学の実務家教員が教えることは意義があると考 

える。（池田委員） 

✓実務家教員の能力は，中堅技術者にも大切な能力なのだと訴えたい。社員研修として企業が実 

施しているリーダー研修やマネジメント研修に加え，エンジニアのための研修として必要な能 

力を修得するということを売り込めないか。（林委員） 

✓技術力の高い人間に若手の教育をさせるが，業務が多忙で教育に注力できない。今後は，トッ 

プクラスでなく，その下のクラスが若手を教えるということをできないかと思っている。（福 

冨委員） 

✓OJTの中で人を育てている。リーダー的な人を育てていくということ，教え方を指導していく 

ことが人材を効率的に育てていくことになり，生産性向上につながる。（霜上理事長） 

✓社内で教育をしているが，教え方や技術伝承のやり方を改めて指導していただくと，もっと効 

率的に行えるのではないか。自分の足りない部分を補填してくれるプログラムではないかと思 

う。（宮川特命助教） 
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✓実務家教員の候補は企業の中堅の方がいいと思うが，候補となる人や企業としてのメリットを 

見える形で示すことが必要ではないか。（武田委員） 

✓製造業におけるリカレント教育の経験があるが，大企業は自社でできるが，中小企業にとって， 

リカレント教育システムはメリットがある。実務家教員については，個人や企業としてメリッ 

トは難しいが，実務家教員を育成するプログラムは必要であると考える。（原田委員） 

✓OBが集まって活動している CVV（Civil Veterans & Volunteers）という組織に所属している。 

実務家教員についてCVV定例会で説明いただけると候補者が出てくるかもしれない。（先本委 

員） 

 

（まとめ：コーディネーター 玉田委員） 

いい製品を開発したが売れない，という例はいくらでもある。売り方を考えないといけない。そ 

こを乗り越え，よりより社会を後世に残したい，という視点で，独りよがりでなく意見を伺いな 

がら進めていきたい。  

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

✓外部評価定，インフラメンテナンス国民会議近畿フォーラム２０２０への出展，ｉＭｅｃフォ 

ーラム２０２０の開催の予定について，事務局から説明。 

 

以上 
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ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（第２回）議事録 

 

日 時 令和2年12月17日（木）9:30～11:30 

場 所 キャンパスプラザ京都 第３会議室及びオンライン 

（表中敬称略） 

 

 

１．議長挨拶   舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 

２．リカレント教育プログラムの開発状況 

 （１）進捗状況について（報告） 

 （２）実証講座と検証結果について（報告） 

・専門特修講座【橋梁長寿命化対策】，【構造物の詳細調査】【施工技術と施工管理】 

✓３つの専門特修講座 第１回実証講座終了，第２回実証講座に向けて検証結果を踏まえてコン

テンツの改良を進めている。 

✓第２回実証講座では，発注者視点での検証を行うため，内部検証者（高専関係）に加え，外部

検証者（近畿建設協会）を検証に加えることとする。 

（３）今後の開発について（審議） 

・専門特修講座【建設ICT】 

✓建設ＩＣＴは，コンテンツ作成を進め，実証講座は来年度上半期予定する。 

✓建設ＩＣＴの今後の開発について了承された。 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】 

✓橋梁診断技術者認定講座は，来年度，コンテンツ作成～実証講座を実施予定とする。 

✓本カリキュラムの開発にあたり，橋梁調査会等へのヒアリングを実施する。 

✓「橋梁診断技術者」について，2021年度国交省登録資格申請を目指す。 

✓橋梁診断技術者認定講座の今後の開発について了承された。 

３．実務家教員育成研修プログラムの開発状況 

 （１）進捗状況について（報告） 

✓社会情報大学院大学よりコンテンツ提供を受け，連携して開発を進める。 

 （２）開発計画の変更等について（審議） 

✓コロナ禍により，オンライン対応可能なコンテンツ作成を念頭に開発を進める。 

✓今後の開発スケジュールを変更，公募および開講時期を，2 か月ずらすことに関して了承いた

だいた。 

 

４．人材育成・活用システム設計部会の体制構築 

✓当該部会に対し，各所属企業・団体から 1名以上の委員を推薦する。現時点でＲＥＩＭコンソ

ーシアム会議メンバーでない方も推薦いただける。5 高専からの委員推薦対象者は常勤教員と
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する。専任教員は，各部会の事務局として参画する。 

✓推薦方法等は，後日，事務局より連絡する。 

 

５．意見交換：ＫＯＳＥＮ－ＲＥＩＭ事業の広報について 

✓本事業責任者である玉田委員をコーディネーターとして，意見交換を行った。 

✓先日，12/15 に東北大学をはじめ事業採択された４拠点の会議があり，実務家教員の認知度や

地位の向上が必要という議論をした。実務家教員の育成では，実務経験・実務能力を伝える技

術の修得を最終目的としているが，これをどう広報し，実務家教員候補を発掘していくか，ま

た，リカレント教育プログラムについては，受講生からいいねという意見をいただいているが，

そのいいねをどう広げていくか悩んでいる。忌憚ない意見交換をいただきたい。（玉田委員） 

論点：広報する対象，どのような手段・メディアが有効か？人脈があるか？ 

✓企業等に実務家教員の話をすると，ベテラン技術者の再就職先と捉えられがちで，高専等で活

躍してもらうという文言に退職後にそういった就職先があるというイメージを持たれる。技術

継承の担い手を育成すると説明しても，一般論としては良いが人を出すことには消極的で，あ

まりよい回答が得られない状況である。（林委員） 

✓難しい問題だからこそ，みんなで意見を出していきたい。（玉田委員） 

✓土木技術者として中堅からベテランになっていくには対話力が大事だが，必ずしも必要な努力

がなされていない。具体的にこういう力が必要だと提示し，そこに対するスキルアップを全面

に出したキャンペーンはどうか。（林委員） 

✓誰を対象にするかがポイントである。JRやNEXCOは，社内に人材育成システムがある。一方で，

中堅の会社や人材育成に投資はできていない会社を対象に訴えかけると良いと感じている。（玉

田委員） 

✓どのようなメディアが有効か，ご意見をいただきたい。（玉田委員） 

✓国交省や県など，若手を育成するための講習会を開催しているので，それと連携するのはどう

か。全体の1コマでも2コマでも活用してもらい，最終的にはこのプログラムに引き込んでい

く。講師をしてくださいと働きかける際，KOSEN-REIMにおける人材育成の仕組みについてPR

したらどうでしょうか？（田村委員） 

✓具体的な人脈でいくと，日刊建設工業新聞等の専門紙がある。建設コンサルタンツ協会では，

インタビューにこたえるなどしている。日刊建設工業新聞は，企画の持ち込みにはウェルカム

の姿勢である。例えば，内海校長がインタビューに応えるなど。業界の人間は専門紙をよく読

んでいる。インパクトが高いのは，日経コンストラクションにインタビューを掲載してもらう

こと。費用はかかるが，企画内容なども含め交渉次第だと思う。（田底委員） 

✓コストをかけてでも拡げていくのはいいと思う。（玉田委員） 

✓日経コンストラクションにも知っている記者がいる。先生方も個人的に知っている人がいれば，

声をかけて繋がってみてはどうでしょうか。（田村委員） 

✓実務家教員について，一つの講座について講師は何人かいるのか？１人が全ての講義を受け持

つのか？実務家教員を募集したときに，様々な専門の分野があるので，全てを一人で賄うこと

は負担になると思われる。どのように考えているか？（先本委員） 

✓専門特修講座では，内容が専門的であることから，分野に強みのある方にそれぞれ担当いただ
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き，講師3～4人で分担した。少なくとも，鋼・コンクリートは講師を分けていた。基礎編【橋

梁点検】をイメージして，一人が全て教えたほうが良いのでは，とお話ししたことがあるが，

自らの経験を語り伝えることと，教科書の内容を教えることでは，伝わり方が違う。やはり実

務家教員の専門分野を生かした教育をやっていく必要があると思う。以前，建設コンサルタン

ツ協会の廣瀬委員からは，鋼とコンクリートは分けていないとお話しいただいたが，実際に橋

梁のメンテナンスを教える場合，どういった分け方をするとお受けいただきやすいか？（嶋田

委員） 

✓実際には，コンクリートと鋼は分けたほうが，専門分野的にも良いと考える。PCだけ，という

人もいる。（田底委員） 

✓公募をする時に，実務家教員に応募したいが，全ては教えきれない，という人も出てくる。公

募の際は，専門性を分けて募集してはどうか。（先本委員） 

✓カリキュラムがまだ具体化していないが，最終的には教える技術を教えるため，専門とする分

野は問わないイメージである。例えば，トンネルの熟練技術者が，どう自分の経験を整理して

人に伝えることができるか，そういったことも教えていく。ただし，教育実習は，ｉＭｅｃが

実施している橋の維持管理のフィールドしかないため，そこのズレをどう解消するかは検討が

必要である。橋をやっている人しか実務家教員になれないものではないと考えている。ただし，

トンネルの専門家が実務家教員になられても，現時点ではｉＭｅｃにトンネルの講習会は無く

活躍いただく場がない。今後，長期計画では，地盤と斜面，土砂災害やトンネルもやっていく

予定である。（玉田委員） 

✓建築の立場からの意見だが，企業規模，売上，人数が一定以上ないと人材育成に余力が割けな

いと思われる。講習会や学会誌に，橋梁に関して少し絞って広告をしてはどうか。（内海委員長） 

✓広報・広告の為のコストは課題。企業規模を調べて，ターゲットを具体化して，届くような手

段・メディアに絞って広報・広告するのもいいと思う。（玉田委員） 

✓広報の話について，高専機構時代から，日刊工業新聞の論説委員の山本さんが高専を応援して

くれている。一度，話してみるのはどうだろうか。日刊工業新聞の会社としてのサービスとし

て，読者ニュース便をやっている。購読者の権利として，自分たちが発信したい内容を，提案

して掲載いただける。玉田先生，内海校長と，山本論説委員のお話の場を設けてはどうだろう

か。（樋口委員：放送大学） 

✓具体的に動きたいと思う。（玉田委員） 

✓実務家教員について，社内および点検を担当しているグループ会社と話してみた。始まってな

い事業のため，実務家教員がどのような役割，働きをするか，頻度など具体的に説明できてい

ない。グループ会社もイメージが付きにくいようである。まずは来年度から始まる実証講座で，

具体的なイメージがついて来れば、実務家教員に挑戦する人も出てくるかと思う。リカレント

教育について，研修センターに来られる方，県の外郭団体の方，市町村などの研修を担当され

ている方，非常に熱心にされているところに拡げるのは，有効ではないかと思う。（福冨委員） 

✓時間が来ました。具体的な意見もあったので，年明けから動いていきたいと思う。（玉田委員） 

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

✓資料のとおり 

以上 
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ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（第３回） 

 

日時：令和３年３月１２日（金）13:30～15:30 

場所：メルパルク京都研修室５及びオンライン 

 

 

１．挨拶 

（１）議長挨拶  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 

２．今年度の事業成果 

（１）2020年度事業実施状況 

✓今年度は教育拠点の整備，リカレント教育プログラムの開発と検証，実務家教員養成研修プロ

グラムの開発を行った。リカレント教育プログラムは 3つの講座で実証講座まで行った。高専

REIMの取組みも土木学会など外部にＰＲした。パンフレットも出来上がる。引き続き広報活動

も続ける。 

（２）リカレント教育環境構築状況 

✓実習フィールドの劣化部材の時系列的な変化を学修するなど，教材をさらに教材とする取り組

みも貴重な学びになるため，検討していく。 

 

３．各部会からの報告 

（１）リカレント教育プログラム開発部会の報告 

（２）実務家教員育成研修プログラム開発部会の報告 

（３）人材育成・活用システム設計部会の報告 

✓各部会議事録を参照  

 

４．意見交換『各組織におけるリカレント教育の位置付けについて』 

 ＜テーマ＞各組織におけるリカレント教育の位置づけについて 

（提供する側として） 

✓放送大学はリベラルアーツを教養課程に取り入れている。AI，DX などの教材も作られている。

セレクトして使ってもらうことで有効と考える。今後の開発に際しては放送大学を活用しても

らえたらよい。（池田委員） 

✓長岡技大には海外留学生や働いている人向けの修士プログラムがある。10年前からオーダーメ

イドの教育プログラムがある。工業高校卒の社会人が週に何回か通学してステップアップに必

要な科目と取得する。研究室にも入って新しいことも学んでいる。周りの学生にも良い影響を

与えている。（武田委員） 

✓滋賀県が高専を作ろうとしている。建設に対するニーズがある。新しい人を誘うと同時に，今

いる人がスキルをあげることが必要である。いっしょにやることを探す。ユニットを作る。コ

アな部分を作ることが重要。（内海議長） 

（受け入る側として） 
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✓土木をやっていない人には社会人になって学ぶことが必要。土木をやっていなくてもメンテナ

ンスに特化することで活用できると考えている。（小室委員） 

✓教育はインハウスで行っている。関連会社や旧公団 OBの協力を得ている。一方，業務は多忙で

中堅社員も少ない。OJT や研修が十分でない面もあり苦慮している。若手には自己研鑽の意識

を高めてくれることを期待している。（福冨委員） 

✓建設コンサルタントも必要な教育は自社で行っている。橋梁点検に関して数年前に建コン協主

体で講習会を行ったが測量会社の募集が多かった。市町村道の点検は測量会社がやっている。

本事業の人材育成プログラムが期待されている。（田底委員） 

✓整備局の取組みとして技術力向上スペシャリスト会議を作ったがメニューが少ない。本事業の

プログラムは外部のツールとして良い題材なので，提案すれば来てもらえるのではないか。（先

本委員） 

✓受講者のインセンティブが気になる。受講者のスキルアップにつながる。会社や組織で認めら

れる。資格要件に繋がることなども必要である。受講する価値が得られればならない。（陽田委

員） 

✓企業の社員も学び直そうとしている。自己研鑽の部分でニーズはある。工業高校卒を対象とし

て高専卒レベルの講座にニーズがある。高専REIMもそういうところをアピールしていく必要が

ある。（陽田委員） 

✓技能の継承は地方で課題である。OJT にも限界がある。社内の教育体制を構築するのに実務家

教員は有効である。PRする運営が必要である。（陽田委員） 

✓企業からのニーズがあって講習会を始めたが難しすぎて不評だったことがある。事前にレベル

を考える。企業とのマッチングが大事である。企業のニーズを調査して実施しないといけない。

（内海議長） 

✓福井県ではコンクリート診断士会が講習会をやっている。入庁 4年目の県の職員，コンサルの

人たちもいる。リカレント教育は官民ともに行っているが組織に戻ったあとどうなっているの

かは分からない。ヒアリングをして今後のリカレント教育をどうするか考えることが重要であ

る。（阿部委員） 

✓リカレント教育が人事評価や考課に反映できるとよい。（玉田委員） 

✓様々なリカレント教育が行われていることが分かった。長岡技科大と長岡高専では企業から依

頼されリカレント教育が行われていることも分かった。（玉田委員） 

✓香川では建設業協会の若手経営者や青年部が勉強会をしていると聞いている。前向きに取り組

んでいる。ニーズはあると思う。地元で教育に取り組んでいる企業にどう受け取ってもらえる

かを考えていくことが重要だと思う。（入江委員） 

✓構造物がどのように作られているのかを知ることは大切。他の資格の講習会などはひとつの分

野に限られての修得がある。本講座は多岐に渡っている強みがある。地方の技術者が不足する

中で得られるものは多い。受けた後に受講者がやる気をなくさないようにアピールすることが

有意義となる。（佐溝委員） 

✓REIMの講座でも受講者をどう説くか課題である。メディアにも協力を得なければいけない。引

続きこのコンソーシアムで意見交換していきたい。（玉田委員） 

✓各高専で実施体制や実習フィールドの整備も進み，活動がメディアにも取り上げられた。キャ

ンパスごとに工夫されている。各部会も熱心に審議してもらった。リカレント教育プログラム
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開発部会と実務家教員育成研修プログラム開発部会では概要や骨格が固まった。人材育成設計

部会は今回が初めての開催であった。引続き制度設計を進めてもらいたい。リカレント教育に

関する意見交換では有益な話がたくさんあった。どんな人集め，人づくりをするかが大切。今

後はいただいた意見を踏まえて進めてもらいたい。（内海議長） 

 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

✓2021年度の合同会議は，第1四半期中の開催を予定している。 

 

以上 
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参考資料３ 

リカレント教育プログラム開発部会 議事録 

 

リカレント教育プログラム開発部会（第 1回）議事録 

 

日時：令和２年６月１９日（金）10:00～11:30 

場所：キャンパスプラザ京都 第３会議室 

（文中敬称略） 

１．趣旨説明    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長の選出 

✔玉田委員が部会長に佐溝委員を推薦し，全会一致で承認。佐溝部会長が副部会長に陽田委員を 

指名。 

✔部会長 佐溝 純一 委員（西日本高速道路株式会社） 

✔副部会長 陽田 修  委員（長岡工業高等専門学校） 

 

３．リカレント教育プログラムの開発について 

（１）リカレント教育プログラム体系（全体） 

（２）専門特修講座開発スケジュール 

（３）専門特修講座開発方針 

-１ 専門特修講座【橋梁長寿命化対策】 

-２ 専門特修講座【構造物の詳細調査】 

-３ 専門特修講座【施工技術と施工管理】 

-４ 専門特修講座【建設ＩＣＴ】 

✓専門特修講座４講座は，点検・診断のための教育内容として非常に充実している。 

✓プログラム開発にあたっては，多くの実務者や専門企業の協力を得ることが必要である。ｅラ 

ーニングや講習会で活用できる写真や動画等の提供を求めている。 

✓専門特修講座４講座を１年で全て受講するのは難しい。２年程度が目安になるのではないか。 

✓「建設ICT」など進歩が著しい講座は，常にバージョンアップしていくことが必要。 

✓受講生（修了生）への継続的なサポート体制の検討も必要である。 

✓CPD付与や，履修証明プログラム（BP)に対する助成制度を活用することで，地元企業の受講 

と受講促進に繋がる。 

✓国の動向として，学生に対するデータサイエンス教育を進める動きがあり，今後は AI等が必 

修になる。社会人には，学生時代に学ばなかった教育に対するリカレント教育ニーズがある。 
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４．実証講座の開催について 

（１）ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】実証講座の開催概要 

✓7月18日～19日に舞鶴高専で実施する。受講者は，京都府社会基盤メンテナンス推進協議会 

の参画機関に所属する若手土木技術者 10名。受講料は無料。 

※7月18日～19日に予定していた実証講座は，新型コロナ感染症の影響で秋へ延期．（2020.6.23

決定） 

 

５．まとめ 

 ✓合同会議にて，陽田副部会長より部会報告を行う． 

以上 
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リカレント教育プログラム開発部会（第２回）議事録 

 

日時：令和３年３月１１日（木）10:00～11:30 

場所：オンライン（Zoomミーティング） 

 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長挨拶  西日本高速道路株式会社関西支社 構造担当部長 佐溝 純一 様 

 

３．リカレント教育プログラムの検証について（報告） 

 引き続き実証講座での検証を進めていく方向で良い。 

 構造物の作り方（施工技術と施工管理）から教えるという観点は重要である。 

４．リカレント教育プログラムの開発について（審議） 

・専門特修講座【建設ＩＣＴ】の開発状況 

 学修内容が盛り沢山。受講生ニーズの調査とともに，点検・診断技術者に必要なツールとい

う観点で開発を進めてほしい。 

 日進月歩の分野のため，随時アップデートされる講座として開発してほしい。 

・橋梁診断技術者認定講座【橋梁診断】の開発方針（案） 

 本講座に至るまでの学習ボリュームが非常に多く，受講生へのインセンティブも必要と思わ

れる。 

 資格取得のアピールだけでなく，社会人のリカレント（学び直し）教育の講座であり，受講

生の学びの好機を作る講座である点を広報していく必要がある。 

 診断に活用できるか，という視点で建設ＩＣＴとの関連も考慮して開発を進める。 

 

５．リカレント教育プログラム開催計画について（審議） 

 新型コロナウイルス感染防止に配慮するとともに，開催に向けた課題解決に取り組むこと。 

 連携４高専での基礎編（橋梁点検）試行実施にあたり，連絡調整を密にとって進めること。 

 

６．まとめ 

 合同会議にて，佐溝部会長より部会報告を行う。 

 

７．その他（今後の予定，事務連絡等） 

 

以上 
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参考資料４ 

実務家教員育成プログラム開発部会 議事録 

 

実務家教員育成プログラム開発部会（第 1回） 議事録 

 

日時：令和２年６月１９日（金）13:00～14:30 

場所：キャンパスプラザ京都 第３会議室 

（文中敬称略） 

１．趣旨説明    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長の選出 

✓先本委員が部会長に田底委員を推薦し，全会一致で承認。田底部会長が副部会長に玉田委員を 

指名。 

✓部会長   田底 成智 委員（建設コンサルタンツ協会関西支部） 
✓副部会長  玉田 和也 委員（舞鶴工業高等専門学校） 
 

３．実務家教員育成研修プログラムの開発について 

（１）実務家教員の定義と受講資格 

✓実務家教員の対象者は，理想としては民間企業で培った高い技術を持った現役世代が理想であ 

るが，意欲あるOB技術者も対象と考えている。 

✓実務家教員の受講資格において，橋梁メンテナンスに対する記載となっているが，専門性をど 

のように考えていくか検討が必要である。 

（２）実務家教員育成研修プログラム開発方針 

✓実務家教員の教養講座の開発においては，長岡技科大，放送大学の既存教育コンテンツを活用 

することとし，広く収集していく。 

✓学修指導能力養成講座で実施する模擬講義は，高専生を対象としたプログラムとする。（高専生 

向けインターンシップと連携） 

✓教育実習等の評価方法は，今のところアンケート中心で考えているが，他にも良い評価方法が 

あればご教示いただきたい。 

（３）実務家教員育成研修プログラム開発スケジュール 

 

４．実務家教員の活用について 

✓実務家教員となった方が，企業に戻り活躍する姿や，地元の高専と連携し，地域・社会へ貢献 

する姿を示せるとよい。 

✓実務家教員同士のコミュニティがあると良い。 
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✓企業に所属している人，企業属さない人（OB等）で，実務家教員候補を発掘する際の声の掛け 

方が違ってくるのではないか。 

 

５．まとめ 

 ✓合同会議にて，田底部会長より部会報告を行う． 

以上 
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実務家教員育成プログラム開発部会（第２回） 議事録 

 

日時：令和３年３月１１日（木）13:00～15:00 

場所：オンライン（Zoomミーティング） 

 

１．はじめに    舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長挨拶   （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様 

 

３．実務家教員育成研修プログラムの概要について（審議） 

 当該プログラム受講の前提となる“技術士又は技術士に相当する資格”については，“相当す

る資格”を幅広に考え，資質があれば受講できるよう検討する。 

 受講期間は，年度末に絡むと受講しにくいため，受講者ニーズを踏まえて設定すべき。1 ヵ

月程度早めることも検討されたい。 

 約8ヵ月と長期に渡るプログラムのため，欠席者に対するフォローも必要である。 

 修了者の称号『専門教士（建設部門）』（仮称）については，引き続き議論する。 

 

４．実務家教員育成研修プログラムの受講者の推薦について（審議） 

 称号の認定は，国立高等専門学校機構が行う方向で検討を進める。 

 認定者は，高専のリカレント教育以外にも，多様な活躍・就労の場があるとよい。 

 2021～2023年度の３ヵ年で３０人の実務家教員の育成を目標とする。 

 受講者の負担軽減のため，本講座開講に向けて，オンライン受講，前期・後期の分割受講，

厚労省の給付金対応等も検討する。 

 募集要項の内容が厳しく，実際には，志を持った技術者でないとプログラムに耐えられない

ため，いかにして人材を発掘するか考えていく必要がある。 

 各高専及びREIM連携企業は，受講者の推薦について積極的に検討する。 

 

５．まとめ 

 ✓合同会議にて，田底部会長より部会報告を行う． 

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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参考資料５ 

人材育成・活用システム設計部会議事録 
 

人材育成・活用システム設計部会（令和２年度第１回） 

議 事 録 

 

日時：令和３年３月１２日（金）10:30～12:00 

場所：メルパルク京都研修室５及びオンライン 

 
１．趣旨説明   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

 

２．部会長の選出 

 玉田委員が部会長に黒谷委員を推薦し，全会一致で承認。黒谷部会長が副部会長に玉田委員

を指名。 

 部会長 黒谷 努 委員（一般社団法人近畿建設協会） 

 副部会長 玉田 和也 委員（舞鶴工業高等専門学校） 

 

３．新組織（公益法人等）設立の目的と役割について 

 意見・提案 

 新組織の財源は受講料と，賛同する企業・団体からの寄付その他外部資金を想定し，そこか

ら運営費を引いて各高専に分配することが考えられる。 

 公益法人化は敷居が高いが，一般（社団・財団）法人やNPO法人ならば可能性はある。 

 全国組織とした場合，地方自治体や地域の企業はメリットを求めにくいため直接の支援をし

にくい。建コン協や橋梁調査会，建設業協会などの全国組織と連携する形になるか。 

 全国の高専のインフラを使って，小さい自治体や地域の教育を進めるのを取りまとめる組織

のイメージ。実務家教員によるリカレント教育，技術継承という旗印で，高専機構と連携す

る。 

 財源（事業）としては，自治体等の受託事業，ｉＭｅｃのようなことをやりたい大学のサポ

ート，eラーニングコンテンツの販売やCPDと絡めた事業などの提案等が考えられる。 

 

４．まとめ 

 黒谷部会長より取りまとめを行い，議論の内容を合同部会で報告する。 

 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

 

以上 
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謝辞 

 

本事業の実施にあたり，多くの方々から多大なご助力を賜りました。 

ここに記し，心より御礼申し上げます。 

 

リカレント教育拠点整備にあたり，長岡工業高等専門学校の実物劣化教材実習フィール

ドでは，（株）越後交通鉄工所より，耐候性鋼桁サンプルを提供いただきました。また，（一

社）新潟県コンクリートメンテナンス研究会より，コンクリート初期欠陥供試体を提供い

ただきました。 

リカレント教育プログラム開発にあたり，川田工業（株），大日本塗料（株），（株）ア

ルス製作所，西日本高速道路（株），清水建設（株）には，動画撮影，及び，教材作成に

多大なご協力をいただきました。 

社会情報大学院大学には，実務家教員育成研修プログラムの開発にあたり連携いただき

ました。 

（一社）近畿建設協会，西日本高速道路株式会社，（一社）建設コンサルタンツ協会近

畿支部には，連携企業としてＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムへ参画し，委員を派遣いた

だきました。（独）国立高等専門学校機構には協力機関として，長岡技術科学大学には協

力大学として，放送大学学園には連携大学として，参画いただきました。また，地域連携

として京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会に参画いただきました。 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会には，本年度の外部評価をいただきました。 

 

インフラメンテナンスの重要性に加えて，それを担う技術者の育成に対する危機感を共

有してくださった多くの方々のご助力に支えられて REIM 事業は成り立っております。コ

ロナ禍にあった今年度は特にその感がありました。主旨に賛同して応援して下さいました

全ての方に深謝いたします。 

最後に，本事業を支えた舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターはじ

め，福島工業高等専門学校，長岡工業高等専門学校，福井工業高等専門学校，香川高等専

門学校の教職員，及び，スタッフと，それを支えられたご家族のみなさまに，心より感謝

申し上げます。 

 

     令和 3 年 3 月吉日 

 

     舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

     玉 田 和 也 
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